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年 表

〇明治5年(1872年）までは1印性の日付を使用した。
〇 ゴ ツックの月の記専は本学関係記事とし， ゴ シックでない）］の記軍は

医事関係記ポ・京都府記事・主要社会記事などとした。

1857 年（安政 3.4 年）

安政3.12.6~12.30,安政4.l.1~11.16

11月 Pompe van Meerdervoort（オラソダ
の海軍医官） によって長椅に医学伝習所
が開設された。

1858 年（安政 4.5 年）

安政4. ll.17~12.30, 安政5.1.1~11.27

5月 伊東玄朴ら82名の蘭方医によって江戸の
神田お玉ケ池に種痘館が開設され， 種痘
の普及・西洋医学の研究が行なわれた。
これが東京大学医学部の始まりである。

1859 年（安政 5•6 年）

安政5.11.28~12.30, 安政6.1.1~12.8

5月 種痘館（安政 5年11月に類焼）が下谷和泉
橋通に新築されて， 移転した。

10月 種痘館の蘭方医が小塚原刑場で女刑屍の
解剖を行なった。

1860 年（安政 6. 7 年， 万延 1 年）

安政6.12.9~12.30, 安政7,l.1~3,17,
万延1.3.18~11.21

7 月 種痘館が秘府の直柁となり， 種紅所と改
称された。

1861 年（万延 1 · 2 年， 文久 1 年）

万延1.11.22~12.30,万延2.1.1~2.18,
文久1.2.19~12.1

9月 長崎に 長崎養生所が開設された。
10月 種痘所が西洋医学所と改称され， 西洋医

学の教育が始められた。

1863 年（文久 2·3 年）

文久2.11.12~12.29, 文久3.1.1~11.21

2 月 西洋医学所が医学所と改称された。

1865 年（元治 1 • 2 年， 慶応 1 年）

元治I.12.4~12.29, 元治2.1.1~4.6,
慶応1.4.7~11.14

10月 長崎
石

薬
ひ
生

博
ろあ所
高

きらが
・
精得館と改称された。

この年 明 新宮涼閣•新宮涼民・柏原
学介•桂文都らの閾方医によって京都
で医学研究会が結成された。（京都）

1867 年（慶応 2·3 年）

疫応2.11.26~12.30,慶応3.1.1~12.6

10月 第15代将軍徳川擬喜が政権を朝廷に奉還
し， 将軍職から去った。

1868 年（慶応 3.4 年， 明治 1 年）

座応3.12. 7~12.30,慶応4.1.1~9.7,
明治l.9.8~11.18

12月 王政復古の大号令が発布された。
1月 鳥羽・伏見の戦をもって戊辰戦役が始ま

った。
2月 新政府の公報として太政官 日誌が創刊さ

れた。
3月 五箇条の御抒文が発布された。

西洋医学の採用が布告された。
4月 江戸城が開城され， 徳川慶喜は水戸に退

隈した。
京都府が29日（新膠6月19日）に発足した。
府庁は神泉苑西の東町奉行所跡に爵かれ
た。（京都）
大津裁判所総将長谷信篤が京都府知事に
就任し， 京都府の初代の知事となった。
（京都）
医道の宗家錦小路頼言が官許を得て烏丸
一条の施薬院三雲宗順邸に病院を開設し，
木村得正・明石博高らが医事を担当した。
（京都）
横浜に仮軍事病院が開設され， 東北地方
の兵乱の負傷兵が収容された。

7月 江戸が17日に東京と改称された。
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9月 昌平坂学問所が昌平学校， 開成所が開成
学校と改称された。

横浜の仮軍市病院が東京の下谷へ移転し
て， 大病院と改称され， 医学所は大病院
の所管に移された。

明治天皇が東京へ行幸された(9月 2 0日

京都出発， 10月13日東京到済）。
10月 江戸城が東京城と改称された。

精得館が長崎府医学校と改称された。

1869年（明治1 · 2年）

明治l 11.19~ 12. 29, 明治2.1.1~11.29

12月 産婆取締規則が公布され， 堕胎が禁止さ
れた。

明治天皇が京都へ帰迎された。
1月 上京区東洞院御池の私設種痘所の有信堂

が府の種痘所となった。 有信堂は嘉永2

年 1 月に熊谷直恭（鳩居堂の先祖）の資金
援助のもとに楢林栄建らによって開設さ

れたもので， 種痘の普及・酋民の施療を
行なってきた。（京都）

大病院が東京府の所管に移された。
2 月 東京の医学所が大病院と合併して， 医学

校兼病院と改称された。
大坂府病院の仮病院が東区上本町 4丁目
の大福寺内に開設された。

3月 東京遷都が行なわれた。
5月 上京区に第27番組小学校（後の柳池小学

校） が設匠ざれた。 これはわが国で最初
の小学校であった。 なお， この年内に市
内で64の小学校が設匿された。（京都）
大坂に舎密局が開設された。

桓本武揚が投降し， 戊辰戦役が終わった。
6月 呂平学校が大学校と改称され， 開成学校

と医学校兼病院は大学校の分局となった。
7月 東京・京都・大坂の 3府以外は県と改称

された。
長崎府医学校が長崎県医学校と改称され
た。

8月 蝦夷地が北海道と改称された。
医学校での死体解剖が許可された。

1 0月 府庁が上京区第2 0組藪之内町（現在地）の
旧軍務官屋敷（元の守護職屋敷 ）へ移転し
た。（京都）

11月 医学校規則が制定され， 修業年限は 5年
と定められた。
大坂医学校が開設された。

1870年（明治2. 3年）

明治2.11.30~12.30, 明治3.1.1~11.10

12月 京都学校が開設された。（京都）

大学校が大学と改称され， 開成学校は大

学南校， 医学校は大学東校と改称された。
1月 「日の丸」の国旗が制定された。

大教宣布の詔勅が発布され， 廃仏棄釈

（仏教排斥運動）が活発化した。
2 月 大坂医学校病院が東区鈴木町 の代官屋敷

跡に竣工した。（明治3年までは大坂）。
新政府でドイツ医学の採用が決定され，

大学東校の外人教師にドイツ人医師が招

聘されることになった。
4 月 種痘の実施が各府県に布告された。

5月 京都府の種痘所が大学東校に移管され，

医学校治験並種痘所と改称された。 （京

都）

7月 下京区祇園神幸道に私設の芸娼妓梅毒治
療所として療病館が開設された。（京都）

8月 大坂・神戸間に電信が開通した。
9月 平民に姓が許された。
10月 明石悼高が京都府少属に任ぜられた。（京

都）
大学東校に正則生徒(5年制）と変則生徒

(3年制）が設けられた。

1871年（明治3 · 4年）

明治3.11.11~12.29, 明治4,l.1~11.20

11月 上京区でRudolf Lehmannを教師とし

て洋学所独逸学校が開設された。（京都）
12月 横浜毎日新聞が創刊された。 これはわが

国で最初の日刊紙であった。

2月 明石博高らの医学研究会から病院・医学校

の設置についての建議書が京都府に提出さ
れたが， 却下された。

3月 郵便切手が初めて発売され， 郵便箱が設

置された。
西京郵使役所が開設された。（京都）
医学校治験並稲痘所が医学校から京都府
に返遠され， 種痘館と改称された。 （京
都）
前田松閣が種痘館の医員惣長に， 江馬権
之助が医員惣長補助に任ぜられた。（京

都）



洋学所が上京区河原町二条下ルの勧業楊
内に移転し， 欧学舎と改称された。 （京
都）
上京区河原町二条上ルの高田派別院内に
Charles Baldwin （アメリカ人）を教師
として欧学舎英学校が開設された。 （京
都）

4月 戸籍法が公布された。
5月 新貨条例が公布され， 1両が 1円と改称

された。
新痘苗が各府県に配布された。

6 月 府庁が二条城へ移転した。（京都）
7 月 廃藩四県が布告された。

大学が廃止されて文部省が新設された。
大学東校が東校と改称された。

8月 華士族と平民との結婚が許可された。
9月 正午号砲制（ドン）が設けられた。

官吏の歳禄制が月給制に改められた。
10 月 府少属明石悼高の奔走により禅林寺 （永観

堂） 住職東山天華・願成寺住職与謝野礼巌
・慈照寺（銀閣寺）住職佐々間裏巌の3名が
発起人となり， 市内の著名寺院の住職40余
名から連名で病院建設嘆願柑が京都府に提
出され， 京都府から療病院建営の告諭が出
された。
府の窮民授産所費用にあてられていた遊所
科税（芸娼妓冥加銭割）が療病院維持役にま
わされることになった。

10月 東校の学制が改正され，修学年限が予科
3年•本科5年と定められた。
上京区木屋町三条下ルでLeonDury 
（フラソス人）．JosephineDury（フラ
ンス人） を教師として欧学舎仏学校が洲
設された。（京都）
大阪に施薬院が開設され， 芸姐妓の検梅
が行なわれた。

11 月 府少属勧業掛明石博高が療病院掛兼務を命
ぜられた。
東山天華・与謝野礼巌・佐々問雲巌ら， 府
下の 67名の住職が療病院勧諭方を命ぜられ
た。
上京区河原町二条上ルの高田派別院内に療
病院創立事務所が設けられて賓金勧社が始
められ， 年内に数千名から10万円の汽金が
集められた。

11月 東校に種痘局が置かれ痘苗が分与された。
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1872 年（明治 4 · 5 年）

明治4.11.21~12.30,明治5.1.1~12.2
京都療病院・京都療病院生徒

11月 府県の廃合が完了し， 3府72県となった。
12月 療病院創立事務所が下京区寺町四条下ルの

大雲院内に移された。
種痘館医員惣長前田松閣が大阪の貿易商

^ ＾‘ ト マ ソ

Lehmann-Hartmann 商会に 療病院教師
（ドイツ人医師）の斡旋を依頼した。

12月 長崎県医学校が長崎医学校と改称された。
京都に舎密局（理化学試験所）が開設され
た。（京都）
新紙幣が発行され， 旧紙幣の交換（明治
5年 2月15日実施） が布告された。

1 月 人口調査が実施され， 戸籍簿（壬申戸藉）
が作成された。

2月 東京日日新聞が創刊された。
文部省に医務課が設四された。
粟田口村日ノ岡刑場の裏山に舎密局所管
の解剖所（粟田口解剖所）が開設された。
（京都）
大阪の施楽院が廃止ざれ， 駆緑院が設四
された。

3月 浜田地m(7.lマグニチュ ー ド）がおこった。
4月 上京区土手町丸太町下ルに府の新英学校

・女紅場（女学校）が開設された。（京都）
西京電信局が開設され， 京都・大阪間に
電信が開通した。（京都）
日踊休暇制が定められた。

7 月 全国に郵便が施行された。
東校の医学規則が制定され，修学年限は
予科2年•本科5年とされた。入学定員
は100名であった。

8月 学制が公布されて， 全国が8大学区に分
けられ， 各大学区に大学が設筐されるこ
とになった。
東校が第一大学区医学校， 大阪医学校が
第四大学区医学校， 長崎医学校が第六大
学区医学校と改称された。

・ ンケ ル

9月 Junker von Langegg（別名F.E. Junker
de Langegg,英国国籍のドイツ人，婦人科
医，36歳） が3年契約で療病院教師として
招聘され， 7 日に入洛した。
京都療病院の仮療病院（木屋町療病院）が15
日（新歴10月17日）に上京区木屋町二条下ル
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上樵木町の Junker の仮宿舎に仮設された。
9 月 第四大学区医学校・大阪府病院が廃止さ

れた。
新橋・横浜間にわが国最初の鉄逝が開通
し， 鉄道開通式が挙行された。

10月 前田松閣・江馬権之助・小石中蔵・楢林建
吉•新宮涼低I.真島利民・安藤精軒が療病
院の当直医に任ぜられた。
愛宕郡第 2 組粟田口村の天台宗し胄よう

蓮
れん

院
いん

内に
旧粟田宮邸を改造した京都僚病院の仮療病
院が竣工し（総毀用 4 万円）， 25日に木屋町
療病院がここに移転した。
療病院の標旗に赤十字旗が用いられた。

11月 粟田口村の青蓮院内に京都療病院の仮療病
院（粟田口療病院）が開設され， 1 日に開業
式が盛大に挙行された。これが本学の始ま
りである。
療病院治療条則が制定された。
療病院入学生徒条則が制定され， 療病院生
徒が荘集されて， 医学教育が始められた。
修業年限は 3 年であった。
概病院教師課業表（授業時間割）が制定され
た。
種痘館が療病院の所管に移され， 市内の開
業医が交代で勤務した。
京都療病院新聞（不定期）が大黒屋から創刊
された。

11月 太腸暦の採用が 9 日に布告された。
12月 太陰暦は 2 日限りで廃止され， 太陰謄の

12月 3 日をもって太陽暦の明治 6 年 1 月
1 日に改められた。

1873 年（明治 6 年）

明治 5.12.3 が太陽暦の明治 6.1.1

1 月 1 日から太陽麿が実施された。
徴兵令が布告された。

2 月 粟田口解剖所で 1 日から13日までの間に，
療病院掛明石t専莉が執事となって， 新宮涼
閣•新宮涼民・大村達斎・木村得正・其島
利民・安藤精軒らによって 4 体の無籍の刑
屍の解剖が行なわれた。維新後の京都にお
ける初めての解剖で， 数百名の医師が参観
した。
粟田口解剖所が舎密局から療病院の所管に
移された。
療病院生徒は欧学舎の独逸学校で， 教師

レ ー マ9 ,

Rudolf Lehmann について， 理化学を学
習することになった。
氷松東海が療病院医務坂締に任ぜられた。

2 月 大阪府病院が再び開設され， これに教授
局が附設された。

3 月 山田文友が通弁（英語）に任ぜられた。
3 月 神武天皇即位の日をもって紀元節と定め

られた。
文部省 の医務課が医務局に外格した。

4 月 療病院日購録 (Junker von Langegg の
解剖学講義の口述古）が削刊された。

4 月 8 大学区が 7 大学区に改められ， 長崎の
第六大学区医学校は第五大学区医学校と
改称された。

6 月 病屍の特ぷ解剖が許可された。
7 月 紀元節が 2 月11日と定められた。

8 月 医務坂締永松東海が第一大学区医学校教授
に転出のため退職した。

9 月 仮療病院内に施根息者病室が設けられ， 病
療院生徒の実習場にあてられた。

10月 仮痰病院内に仮解剖所が新設された。
京都療病院新聞が第 4 号で廃刊となった。

10月 東京の燥応義熟（艇応 4 年 4 月設立）に医
学所が設四された。
軍医寮学舎が軍医学校と改称された。

11月 京都療病院設立事由体裁等報告由が文部省
ヘ答申された。

11月
井

内
さ

澄
務
やか

省
（精

が新設された。
12月 半 得館出身）が療病院庶務取締に任

ぜられ， 内科学を担当し， 内科学の初代の
担当者となった。
東本願寺から根病院に建物が寄付された。

1874 年（明治 7 年）

1 月 療病院の仮解剖所で脳脊髄膜炎息者 (22歳
の女） の追体の解剖が行なわれた。療病院
における最初の病理解剖であった。

1 月 半井澄 らが医事研究団体である京都医事
会社を設立した。（京都）

2 月 根病院の職制が制定され， 管学事が罠かれ
ることになった。
庶務取締半井澄 が管学事に任ぜられた。

2 月 京都脱応義塾が開設された。（京都）
3 月 東京に司薬湯が開設され， 薬品検査が行

なわれた。
4 月 旅病院入学生徒条則が改正され， 療病院生
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徒規則・療病院舎則が新たに制定され， 修
1875 年（明治 8 年）業年限が 4 年に改められた。

4 月 台滴征討が開始された(12月完了）。
1 月 小学校の学齢が満 6 歳から14歳までと定

5 月 療病院日購録が廃刊となった。
められた。

5 月 大阪 ・ 神戸間に鉄道が開通した。
2 月 管学事兼管医事のほかに単独の管学事が既

第一大学区医学校が東京医学校， 第五大
かれることになった。

学区医学校が長崎医学校と改称された。
当直医神戸文哉が管学事に任ぜられた。

開成学校が東京開成学校と改称された。
2 月 医術開業試験の実施が文部省から3 府に

6 月 授産所・懲役場・監獄における患者の治療
布達された。

が療病院に委託された。
京都司薬場が舎密局内に付設された。（京

6 月 新英学校が英女学校と改称され， 男子生
都）

徒は欧学舎 英学校へ移された。（京都）
3 月 大阪司薬場が開設された。

府に織工場が開設された。（京都） ビ ー ルが売り出された。
7 月 京都府の医術開業試験が療病院で行なわれ

4 月 上京区第12組梶井町 （現在地）の官地（元日
ることになった。これはわが国で最初の医

光里坊・ニ条・正親町の3 旧邸合地9,149坪）
術開業試験制度であった。

で京都療病院・医学校の新築工事が起工さ
7 月 千葉に共立病院が開設された。

れた。このときの地ならし工事には市民が
8 月 医制が発布され， 衛生行政機構・医学教

砂持の労力奉仕を行なった。
育制度・医療制度・医術開業免許制度 ・

4 月 太政官職制が改正されて， 左院・右院が
医薬分業制度等が制定された。 廃止され， 元老院・大審院が設匠された。
医制によって医学校の修学年限は予科3 5 月 園部町に療病院支院が開設されたが， 数カ
年•本科 5 年と定 められ， 予科には14歳 月で廃止された。
以上の小学校卒業生が入学した。

5 月 郵便貯金が始 められた。
9 月 療病院に管医事が位かれることになった。

医制から医学教育に関する部分が除かれ
管学事半井澄が管医事を兼任した。 た。

9 月 東京府病院が開設された。 東京医学校に別課 (3 年制）が設匠された。
京都擬応義塾が廃止された。（京都） 長崎の蕃地事務（支）局病院が長崎県に返

10月 上京区第 12組梶井町の官地に京都療病院 ・
遠され， 長崎病院と改称された。

医学校の新築が決定した。 6 月 東京医学校教授萩原三圭（精得館出身， ベル

10月 種痘規則が公布され， 強制種痘が行なわ リソ大学へ留学） が解剖科教授に任ぜられ，
れることになった。 解剖学の初代の担当者となった。
長崎医学校が廃止されて， 学生は東京医 6 月 医務局が文部省から内務省に移管されて，
学校へ移された。 第七局と改称された。

11月 京都府管内の医事主管が療病院から京都府 松本順ら50余名が医学会社を設立した。
に移された。 これは医学会の始まりである。

11月 長崎県病院が番地事務（支）局病院に転用 7 月 南禅寺村の南禅寺内に療病院管理の仮罰狂
された。 院が開設された。これはわが国で最初の精
読売新聞が創刊された。 神病院であった。
京都府に医務掛が設けられ， 明石博高・ 当直医真島利民が即狂院の院長に任ぜられ
鈴木守行が医務掛を命ぜられ， 新宮涼民 た。

が医務取締長， 江馬権之助が医務取締副 7 月 知事長谷信篤が元老院議官に転出し， 京

長を命ぜられた。（京都） 都府参事槙村 正直が知事に就任し， 第 2

大阪 ・ 神戸間に鉄道が開通した。 代の京都府知事になった。（京都）
12月 京都医務条例が制定された。（京都） 8 月 罰狂院規則・郷狂院治療条則が制定された。

医師の総数は 28,262 名（このうち西洋医 田村克己が解剖科教授副に任ぜられた。

は5,274名）であった。 9 月 解剖科教授萩原三圭が管学事に任ぜられた。
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療病院教師 Junker von Langegg の契約

期間が 6 カ月延長された。

11月 上京区寺町丸太町上ルに同志社英学校が

開設された。（京都）

1876 年（明治 9 年）

1 月 内務省の第七局が衛生局と改称された。

医術開業試験の実施が内務省から各府県

に布達され，各府県で試験が行なわれる

ことになった。

2 月 職員俸給支給規則が制定された。

3 月 療病院教師 Junker von Langegg が契約

期間満了で解屈された。
�,ス＾ルト

C.G. van Mansvelt（オラソダ人， 元精得

館教師， 前熊本医学校教師） が3年契約で

療病院教師として招聘された。 これは管医

事半井澄の籾得館時代の学友の内務省衛生

局長長与専斎の推薦によるものであった。

4 月 男子20歳が丁年と定められた。

内務省から各府県に検梅の実施が布達さ

れた。

京都府仮中学校が設立された。（京都）

京都府師範学校が設立された。（京都）

県立新潟病院が開設された。

5月 上京区下立売通新町の京都府仮中学校内に

療病院管理の医学予科校(3年制）が

Rudolf Lehmann を教師として開設され

た。

教師 C.G. van Mansvelt の勧告により，

管学事兼管医事が廃止されて，院長が設け

られた。

管学事兼管医事半井澄が京都療病院の初代

の院長に任命された。

管学事神戸文哉が網輯係に任ぜられた。

5月 女紅場が京都府女学校と改称された。（京

都）

天然痘予防規則が制定された。

6月 医学予科校校則が制定された。

6月 長崎病院に医学教場が設置された。

千葉の共立病院に医学教場が設置された。

京都府で駆徽規則が制定され， 娼妓は毎

週 1 回検梅をうけることになった。 （京
都）

7月 大阪・京都間に鉄道が開通した。（京都）

8月 京都司薬場が廃止された。（京都）

横浜司薬楊•長崎司薬湯が開設された。

9 月 下京区大和大路四条下ルの建仁寺内福漿院

に療病院出張の仮駆骸院が開設ざれ， 当直

医木下漁が主任を命ぜられた。

五番町・南園小路・揚屋町・伏水の 4 カ所

に検徹所が設けられ，療病院から検檄医員

が出張した。 有毒娼妓は仮駆徴院に収容さ

れた。

仮駆徹院定則（各区検役所定則·療病院出

張仮駆徹院定則）が布告された。

9月 東京府病院に産婆教授所が設骰された。

東京医学校から第 1 回の卒業生 (25名）が

出た。 これは明治4年の入学生であった。

10月 西洋医学の紹介誌として西医雑報（月刊）が

療病院から創刊された。

12月 医学校の総数は9校（官立 1 校，公立4

校，私立4校）であった。

1877 年（明治10年）

1 月 売薬規則が制定された。

2月 明治天皇が，関西行幸の際，有栖川宮熾仁

親王を御名代として療病院・顧狂院へ差遣

され，療病院へ 2,500 円，顧狂院へ25円を
下賜された。

2 月 西南の役がおこった。

死因不明の変死体の解剖が許可された。

劇毒薬取扱規則が制定された。

東京医事新誌が創刊された。
3 月 槙村正直知事は， 療病院教師 C. G. van 

Mansvelt を解雇するため， 駐独野木周蔵

全権公使に療病院教師の推鷹を依頼した。
この直接交渉は後に外務卿の不興を買うと
ころとなった。

4月 西南の役の傷病兵の治療補助のために，12

名の医員が大阪臨時陸軍病院へ派逍された。

4月 東京開成学校と東京医学校が合併して東

京大学が設立され，法学部・文学部・理

学部・医学部の4学部が設置された。 こ

れによって東京医学校は東京大学医学部
となった。

5月 佐野常民らによって，西南の役の侶病者

の救護のために，博愛社が設立され，戦

地に病院が開設された。 これが日本赤十

字社の始まりである。

葛野郡宇多野村に避病院が開設された。
（京都）
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同志社分校女紅湯が開設された。（京都） 2 月 医術開業試験規則が布達され， 内務省選

7月 京都御所内の御寮屋 2棟が病舎として療病 定の問題について， 毎年4回地方庁にお

院へ下賜された。昭和13年 7月の療病院改 いて試験が行なわれ， 内務省から医師開

築の際に， この建物の材料で 3間半四方の 業免状が授与されることになった。ただ

平屋建1棟が新築され， 恩賜館と名付けら し， 官立大学の卒業者は試験が免除され

れて， 府護婦静養室にあてられた。 た。

8月 療病院教師C.G. van Mansveltが大阪府 3月 療病院雑誌（月刊）が創刊された。

病院に転出した。 3 月 漢方医団体の湿知社が結成された。

ライプチ ッ ヒ大学助手HeinrichBotha 京都医事会社から医事集談（月刊）が創刊
ツ・イベ

された。（京都）Scheube (ドイツ人， 内科医， 27歳） が 3
年契約で療病院教師として招聘された。 府会が初めて開かれ， 山本覚馬が初代の

8 月 第1回内国勧業博究会が東京で開催され 眺長となった。（京都）

た。 4月 療病院支院の療病院が廃止された。

9月 療病館が仮駆徹院の分病室に使用された。 療病院に医学予科校(4年制）・京都療病院

10月 西医雑報が第13号で廃刊となった。 医学校(4年制）が16日に付設され， 京都府

12月 東京大学医学部のほかに， 医学校は公立 仮中学校内の医学予科校は廃止された。医

11校， 私立 7校であった。 学校では正則生徒 （洋柑による教育をうけ

るもの）と通則生徒（和柑による教育をうけ

1878年（明治11年） るもの）とが区別された。

4月 琉球藩が廃止されて， 沖縄県が設爵され
1 月 長崎病院医学教場が県立長崎医学校とな た。

った。 京都府仮中学校が京都府中学校と改称さ
2月 愛宕郡浄土寺村一乗寺に療病院支院として れた。（京都）

療病院（細治療所）が開設された。 大阪府病院が北区常安町に移転して， 大
5 月 府立盲歴院が開設された。わが国で最初 阪公立病院と改称された。

の盲歴学校であった。（京都） 東京大学医学部の卒業生には医学士の称

6月 療病院教師I-IeinrichBotha Scheubeの 号が与えられることになった。

常用方鑑が刊行された。 府の様工場が織殿と改称された。（京都）

7月 東京府立脚気病院が開設された。 5月 管学事萩原三圭(32歳）が京都療病院医学校

9月 公立学校の開設認可権が文部省から府県 の初代の校長に任命された。

知事に委譲された。 6 月 東京府罰狂院が開設された。

同志社分校女紅場が同志社女学校と改称 7月 県立新潟医学校が設立され， 県立新潟病

された。（京都） 院はその附属病院となった。

11月 神戸文哉の養生訓菜が刊行された。 8月 京都療病院医学校通則が制定され， 医学校

11月 下谷の大病院跡に東京大学医学部附属医 における最初の生徒50名が入学した。

院が開設された。 9月 上京区第12組梶井町の官地に京都療病院医

12月 東京大学に学位審査権が与えられた。 学校の校舎 （講堂・実習室 3棟•寄宿舎・

この年 長崎病院医学教湯が独立して長崎医学 解剖場など） が竣工し， 医学予科校・京都

校となった。 根病院医学校は粟田口村から移転した。

医学校は官立 1 校（東京大学医学部）， 上京区の本禅寺内に療病院生徒寄宿舎が設

公立15校， 私立18校であった。 けられた。

9月 学制が廃止され， 教育令が公布された。

1879年（明治12年） 10月 東京大学医学部から第1 回の卒業生が出

京都療病院医学校（←京都療病院生徒）
て， 18名の医学士が誕生した。

11月 金沢医学校が設立された。
1 月 さらし首の刑が廃止された。 12月 医師の総数は 38,322 名（このうち試験免

大阪朝日新聞が創刊された。 許医は2,371名）であった。



614 年表 1880~1882 

1880年（明治13年）
教諭（内科学）に任ぜられ， 内科学の初代の
教諭となった。

2月 京都観象台が開設された。（京都）
5月 成医会講習所が設立された。

3月 大阪公立病院が府立大阪病院と改称され，
愛知医学校が設立された。

病院教授局は独立して府立大阪医学校と
6月 療病院所管の種痘館が廃止された。

なった。
療病院雑誌が第27号で廃刊となった。

6月 誕応義塾医学所が廃止された。
7月 京都療病院医学校が療病院から独立し， 京

7月 上京区第12組梶井町の官地に京都療病院の
都府医学校 (5 年制， 最初の 1 年は予科）と

本建築 （診療棟 4 棟・病室 5 棟・賄所・教
なった。なお， 医学予科校は廃止された。

師館など， 建築喪 6 万円， 器械薬品費 5 万
9月 校長萩原：：：：圭が退職した。

円） が 5 年がかりで竣工し， 京都療病院は
院長半井澄が校長に任命され， 院長を兼任

粟田口仮療病院から移転して， 18 日に開業
した。

式が盛大に挙行され， 京都中が沸きかえる
10月 療病院の職制が改正された。

騒ぎであった。 12月 療病院教師 H. Botho Scheube が解展さ

医学校役が療病院支弁から地方税支弁に切
れた。

り換えられた。
相田義和が初代の監事に任ぜられた。

7月 伝染病予防規則が公布された。
1882年（明治15年）

京都・大津間に鉄道が開通した。（京都）
9月 岡山県立病院医学教湯が独立して岡山県 京都府医学校（甲種）・京都府立療病院

医学校となった。 （←京都療病院）
10月 府に衛生試験所・細菌検査所が開設され

た。（京都） 2月 3 名以上の医学士の教諭のいる府県立医

11月 療病院教師 H. Botha Scheube の契約期 学校の卒業生には， 無試験で医術開業免

間が 3 年延長された。 状が下付されることになった。

12月 改定教育令が公布された。 5月 医学士猪子止
し

文
か

之
のす

助
け

（東大明治15年卒業）が

医師の総数は38,322名であった。 1 等教諭（外科学）に任ぜられ， 外科学の初

この年 医学校は官立 1 校（東京大学医学部）， 代の教諭となった。

公立22校， 私立25校の多きに達したが， 医学士斎藤仙也（東大明治15年卒業）が 1 等

その後次第に廃止されるものが出てき 教諭（内科学）に任ぜられた。

た。なお， 公立医学校は京都・大阪・ 府会で京都府医学校般の廃止が決譲され

神戸•長崎•新潟・前橋•水戸・栃木 た。

・伊勢•愛知・岐阜・岩手・青森・山 5月 医学校通則が制定され， 府県立医学校に

形・金沢・富山•福井・広島・高知・ は甲種(4 年制）・乙稲(3 年制）が設けら

福岡・小倉・熊本にあった。 れた。甲種医学校卒業生には無試験で医
術開業免状が下付され， 乙種医学校卒業

1881年（明治14年） 生には医術開業試験が課せられた。

京都府医学校（←京都療病院医学校）
6月 北垣国道知事は， 医学校喪の否決は認めら

れないとして， 府県会規則により内務卿に
1 月 仮駆撒院に院長が性かれ， 当直医木下漁が 裁定を求めた。

院長となった。 6月 脚気病院が廃止され， 東京大学医学部附

1月 知事槙村正直が元老院賤官に転出し， 高 属医院に脚気病室が設けられた。

知県令北垣国道が第 3 代の京都府知事に 東京大学医学部予科が大学予備門に編入

就任した。（京都） された。

3月 京都観象台が京都測候所と改称された。 7月 薬学校通則が制定され， 甲乙の 2 種が設

（京都） けられた。

5月 医学士新宮涼亭（東大明治14年卒業）が 1 等 9月 内務卿の裁定で， 8,092 円 59 銭 2 厘の予箕
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で京都府医学校を維持することが決まり， 12月 上京避病院が開設された。（京都）

府会で承認された。 徴兵令が改正され， 現役・予備役・後備

教授副田村克己が 2 等教諭（解剖学）に任ぜ 役制のほかに， 現役志願制が設けられて，

られ， 解剖学の初代の教諭となった。 国民皆兵の徹底がはかられた。

上田勝行が 3 等教諭（理化学）に任ぜられた。

10月 療病院所管の罰狂院が廃止され， 棚橋元章 1884年（明治17年）

が旧設備を譲りうけて， 禅林寺（永観堂）内

に私立罰狂院を開設した。 1 月 官吏恩給令が布達された。

11月 京都府医学校が甲種医学校 (4 年制）に認定 これまで府県庁から下付された医術開業

された。入学資格は府県立尋常中学校卒業
免状の所持者に対して改めて内務省から

生で， 入学定員は150名であった。
免状が下付され， 医籍が綱成された。

京都療病院が京都府立療病院と改称された。
3 月 京都府医学校の第 1 回卒業式が行なわれ，

下京区祇園花見小路に療病院所管の駆似院
明治12年 8 月の京都療病院医学校の入学生

が開設され， 仮駆徽院・療病館は廃止され
12名が卒業した。

た。 4 月 医学士浅山郁次郎（東大明治17年卒業）が 1

12月 2 等助教諭栗生光謙が 3 等教諭 （物理学· 等教諭（眼科学）に任ぜられ， 眼科学の初代

生理学）に任ぜられ， 生理学の初代の教諭 の教諭となった。

となった。 4 月 京都私立独逸学校が設立され， 猪子止尤

之助が名誉校長となった。（京都）

1883年（明治16年） 6 月 平屋建の事務所が竣工した。

6 月 婦人の医術開業が許可された。
1 月 1 等教諭（外科学）猪子止文之助がが副校長 7 月 京都府三山木中学校・亀岡中学校・宮津

に任ぜられた。 中学校が設立され， 京都府の中学校は京
1 月 東京医学会が結成された。 都府中学校を加えて 4 校となった。

3 月 校則が改正され， 修業年限は 4 年 6 カ月に 8 月 柏村辰三・土屋栄吉が私立岩倉覇狂院を

改められた。 開設した。（京都）

5 月 東京・大阪・横浜の司薬楊が衛生局試験 9 月 助教諭武部隆太郎が 2 等教諭 （産科・婦人

所と改称された。 科学） に任ぜられ， 産婦人科学の初代の教

7 月 教室 l 棟が竣工した。 諭となった。

副校長猪子止文之助が副院長を兼務した。 江阪秀三郎 （京都療病院医学校明治13年卒
2 等教諭田村克己が 1 等教諭（解剖学）に任 業）が 2 等教諭 （皮内病・徽毒学）に任ぜら
ぜられた。 れ， 皮！行病・徽毒学の初代の教諭となった。
3 等教諭上田勝行が 2 等教諭（理化学）に任 皮内病・徽毒学の臨床科名は皮府・徽毒科

ぜられた。 であった。
明治15年度（明治15年 7 月から16年 6 月ま 9 月 京都府中学校が京都府京都中学校と改称
で）の病院収入は6.1万円で， 全国第 1 位で された。（京都）
あった。

10月 東京府病院に看護婦焚成所 (2 年制）が設
7 月 官報が創刊された。 箇された。

10 月 京都府医学校の卒業生には無試験で医術開 11 月 京極の浄土宗苔願寺で第 1 回解剖体大法会
業免状が下付されることになった。 が執行された。
1 等教諭（内科学）新宮涼亭が退職した。

10月 医術開業試験規則・医師免許規則が制定 1885年（明治18年）
され， 医術開業試験は毎年前期には基礎

学科について， 後期には薬物学・臨床学 3 月 荻野吟子が医術開業試験に合格して， わ

科・臨床実地について行なわれることに が国で最初の女医となった。

なった。 京都府で益地・埋葬取締規則が制定され

東京製氷会社が設立された。 た。（京都）
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4月 医学校監事相田義和が療病院監事を兼務し
た。

2等教諭（理化学）上田勝行が薬局長を兼務
した。

2等教論（皮府病・微毒学）江阪秀三郎が退

職した。

京都府立療病院第一次年報が発行された。
4月 日出新聞が創刊された。（京都）

5 月 東京に大日本製渠会社が設立された。
6月 駆徽院が療病院から独立して京都駆微院と

なり， 前教諭江阪秀三郎が院長となった。
6月 琵琶湖疏水工事が起工された。（京都）

府庁舎が上京区第20組藪之内町（現在地）

の旧軍務官屋敷跡に竣工し， 府庁は二条

城から移転した。（京都）

7月 獄囚の刑屍・病屍が医学校で 解剖できる
制度が定められた。

大阪中学校が大学分校となった。
横浜にわが国最初の浄水道が完成した。

8月 京都府医学校校則が改正され， 修業年限は
4年に改められた。

療病院 生徒寄宿舎が廃止された。
11月 種痘規則が制定された。

12月 2等教諭（産科・婦人科学）武部隆太郎が退

職した。
12月 太政官制度が廃止されて内閣制度が設け

られ， 内務・外務・大蔵・陸軍・海軍・
司法・文部・農商務・迎信の9省が設四
された。伊藤陣文内閣が初めての内閣と
なった。

1886年（明治19年）

1 月 函館・札幌・根室の3県が廃止されて，
北海道庁が設位された。

2 月 療病院の院制が制定された。

3 月 帝国大学令が公布され， 東京大学は帝国
大学と改称され， 法科・文科・工科・理

科・医科の5分科大学が設筐された。東

京大学医学部は帝国大学医科大学となっ
た。また大学院も設慨された。

4月 帝国大学医科大学の修業年限が4年に改
められた。

中学校令が公布され， 尋常・高等の2種

が設けられ， 府県立尋常中学校は各府県
に1 校，高等中学校は，全国を第一区（関

東・甲信・東海）， 第 二区（東北）， 第三

区（近畿・中国・四国）， 第 四区（北陸），

第五区（九州）の5区に分けて， 各区に1

校ずつ設爵されることになった。

東京大学予備門が第一高等中学校， 大阪
の大学分校が第三店等中学校となった。

師範学校令が公布され， 尋常・高等の2
種が設けられた。

小学校令が公布され， 尋常科・莉等科が
設けられ， 尋常科は4年制の義務教育と

された。

6月 校長兼院長半井澄が退職した。
6月 日本薬局方が制定された。

7月 京都府の宮津・亀岡・三山木の3中学校

が廃止されて， 京都中学校に併合された。
（京都）

8月 同志社病院が開設され， 同病院内に京都
石病婦学校(2 年制）が設爵された。 （京
都）

9月 帝国大学医科大学の卒業生7名が初めて

大学院に入学した。
10月 助手星野元彦（京都府医学校明治17年第1

回卒業） が3等教諭 （病理解剖学・診断学）

に任ぜられ， 病理学 の初代の 教論となっ

た。
1 0月 帝国大学医科大学に精神病学教室が設置

された。
京都私立独逸学校に別科として楽学科が

付設された。これは京都薬科大学の始ま

りである。（京都）
11月 束京に博愛社病院が開設された。

12月 東京医会が結成された。

1887年（明治20年）

1月 副校長兼教諭（外科学）猪子止尤之助が校長

に任命され， 院長を兼任した。
教論の等級(1 ~ 3等）が廃止された。
療病院内に京都医学会が設立され， 毎月1

回談話会が開かれた。

1 月 京都府京都中学校が京都府尋常中学校，

京都女学校が京都府高等女学校と改称ざ
れた。（京都）
東京で初めて雹灯がついた。

3月 教論（産科・婦人科学）武部隆太郎が退職し
た。
教諭（眼科学）浅山郁次郎が副院長を兼務し
た。
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3 月 医師と法律家との間で国政医学会が設立 哲願寺で第 2 回解剖体大法会が執行された。

された。 明治21年度以降は府県立医学校喪を地方税

4 月 仙台に第二高等中学校， 金沢に第四高等 で支弁することが禁止されたが， 療病院収

中学校が設立された。 入の余裕分と学校収入（授業料年額20円）に

5 月 熊本に第五高等中学校が設立された。 よって医学校を存続することが府会で決定

博愛社が日本赤十字社と改称され， 博愛 された。 これは第 1 の危機ともいえるもの

社病院が赤十字社病院と改称された。 であった。

医学校通則が改正ざれ， 甲種・乙種の別 3 月 県立新潟医学校が廃止された。

が廃止された。 4 月 喜多川義比が教諭（化学）に任ぜられた。

学位令が公布され， 博士（法学・医学・ 4 月 市制•町村制が公布された。

工学・文学・理学）・大博士が設けられた。 帝国大学医科大学に小児科学教室が新設

府の織殿が払い下げられて， 京都織物会 された。

社が設立された。（京都） 京都産婆養成所が設立された。（京都）

6 月 医学士足立健：：：：郎が教諭（産科・婦人科学） 5 月 医学校の校舎が療病院敷地内の北部から南

に任ぜられた。 部に移されることになり， まず南の空地に

6 月 半井澄・安藤精軒らによって貧民施療所 学生控所・解剖学実習室・標本室の平屋建

として私立京都慈恵医院が開設された。 1 棟が竣工した。

（京都） 5 月 池田謙斎・橋本網常・高木兼寛・三宅秀

7 月 日本薬局方が施行された。 ・大沢謙二の 5 名が推薦により帝国大学

8 月 千葉の共立病院医学教場が第一高等中学 からわが国で最初の医学博士の学位を受

校医学部となった。 けた。

仙台に第二高等中学校医学部が設立され 6 月 帝国大学医科大学の別課が廃止された。

た。 7 月 東京朝日新聞が創刊された。

岡山県医学校が第三高等中学校医学部， 11月 教諭（内科学）斎藤仙也が退職した。

金沢医学校が第四高等中学校医学部， 県 医学士佐藤廉が教諭（内科学）に任ぜられた。

立長崎医学校が第五高等中学校医学部と 11月 大阪毎日新聞が創刊された。

なった。 12月 教諭（ 理化学）兼薬局長上田勝行が退職した。

9 月 府県立医学校毀を明治21年度以降地方税

で支弁することが禁止された。 このため 1889 年（明治 22 年）

府立大阪医学校・京都府医学校•愛知医
1 月 教諭（化学）喜多川義比が薬局長を兼務した。

学校の 3 校だけが残り， 他の県立医学校

は相次いで廃止されることになった。
制服・制帽が制定された。

10月 岩倉顧狂院が岩倉精神病院と改称された。
2 月 大日本帝国憲法が制定された。

（京都） 費族院令・衆議院議員選挙法が公布され

11月 帝国大学医科大学附属医院に看護婦養成
た。

所 ( 1 年制）が設置された。
日本赤十字社京都支部が設立ざれた。（京

この年 帝国大学医科大学のほかに， 医学校は
都）

官立 5 校，公立18校，私立 4 校であった。
3 月 東京・京都・大阪の 3 市に市制特例が公

布され， 市長は置かずに知事が市長の職

1888 年（明治 21 年） 務を代行することになった。

4 月 京都府医学校に附属産婆教習所が設性され

1 月 京都医学会から京都医学会雑誌が創刊され た。 修業年限は 1 年であった。

た。 附属産婆教習所から第 1 回の卒業生 (10名）

1 月 府立大阪医学校が大阪医学校と改称され， が出た。

府立大阪病院は大阪医学校病院となった。 これまで不定の卒業時期が 6 月に定められ

東京医学会が結成された。 た。

3 月 学用息者規程が制定された。 4 月 帝国大学医科大学附属医院に看護法教習
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所 (1 年制）が設箆された。 元老院が廃止された。

市制•町村制が施行された。 教育勅語が発布された。

京都市が発足した。（京都） 11月 療病院内に京都医学会の書籍室が設けられ

伏見駆級所が開設された。（京都） た。

6 月 第 1 回京都市会が附かれた。（京都） 11月 第 1 同帝国謡会が開かれた。

7 月 東海道本線の全線（新橋・神戸間）が開通 国政医学会が国家医学会と改称された。

した。 12月 教論（解剖学）田村克己が死去した。

咀灯の宜伝のために， 四条寺町・四条小 12月 医師の総数は 40,215 名（このうち大学卒

橋間と四条磁に14本の電柱が立てられ， 業生は 1,340 名， 官公立医学校卒業生は

街灯がつけられた。（京都） 1,602 名）であった。

8 月 第三高等中学校が大阪から京都に移され

た。 1891年（明治24年）

9月 咽願寺で第 3 回解剖体大法会が執行された

が， その後明治36年まで中断された。 2 月 帝国大学医科大学助手医学士加門桂太郎

9月 京都私立独逸学校に医学予備校が設既さ
（帝大明治23年卒業）が教諭（解剖学）に任ぜ

れた。（京都）
られた。

12月 京都府医学校・府立根病院は地方税外特別 教諭（内科学）佐藤廉が退職した。

経済として府で管理されることになった。
2 月 東京パ護婦会が設立された。これはわが

12月 東京に高山歯科学院が設立された。これ 国で最初の石護婦会であった。

は東京歯科医専の前身であった。 4 月 帝国大学医科大学助手医学士笠原光典（帝

医学予備校が東京に設立された。 大明治22年卒業）が教諭 （内科学） に任ぜら

この年 下京避病院が開設された。（京都） れた。

大日山その他に市共葬翡地が設けられ 4 月 第 1 回医術腑業試験が東京で行なわれた。

た。（京都） 6 月 眼科学教室が竣工した。

7 月 私立京都産院が開設された。これは京都

1890年（明治23年） で初めての産院であった。（京都）

9月 教諭（生理学）栗生光謙が退職した。

1 月 痰応義塾大学部が設立され， 文学・理財 医学士宮入災之助が教諭（生理学・衛生学）

・法律の 3 科が設骰された。これはわが に任ぜられ， 衛生学の初代の教諭となった。

国で最初の私立総合大学であった。 9月 成医学校が束京慈恵医院医学校と改称さ

成医会講習所が成医学校と改称された。 れた。

2 月 薬局が調剤局， 菜局長が調剤部長と改称さ 東京医師会が結成された。
れた。 私立船岡精神病院が開設された。（京都）

4 月 内科学教室・産科婦人科学教室が竣 Lした。 10月 帝国大学医科大学で裁判医学が法医学と
4 月 琵琶湖疏水T→事が完成した。（京都） 改称された。

第 1 回日本医学会が東京で開催された。 浜尾大地� (8.4マグニチュ ー ド） がおこ
日本赤十字社救護石護婦焚成所 (3 年制） った。
が開設された。 11月 汲尾地方震災で大垣に救護班が派逍された。

5 月 京都府医学校生徒心得が制定され， 制服以 11月 京都市営蹴上発電所が送電を開始した。
外での登校が禁止された。 （京都）

5 月 帝国大学医科大学附属医院に産婆養成所

が設監された。 1892年（明治25年）
7 月 第 1 回衆議院議員総選挙が行なわれた。

9月 京都私立独逸学校内に京都医会が設立さ 3 月 校長猪子止文之助が私費で欧州各国の視察

れた。（京都） に出張した（明治27年 2 月帰朝）。

10月 贔等中学校では教諭・助教諭が教授·助 4 月 京都私立独逸学校の別科の薬学科が私立

教授と改称された。 京都薬学校として独立した。（京都）
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6 月 校友会の文化団体として振元会が結成され 都）

た。 5 月 教諭（生理学・衛生学）宮入炭之助が京都帝

6 月 菊地常三郎・猪子吉人の 2 名が帝国大学 国大学福岡医科大学教授に転出のため退職

に論文を提出して医学博士の学位を受領 した。

した。論文提出による最初の学位受領者 医学士宮永兼棠（東大明治15年卒業）が教諭

であった。 （生理学・衛生学）に任ぜられた。

7 月 知’比北垣国道が北海道庁長官に転出し， 内科・婦人科・眼科の診察室が竣工した。

愛知県知事千田貞暁が第 4 代の京都府知 6 月 喬等学校令が公布され， 高等中学校は商

市に就任した。（京都） 等学校と改称さ れた。 修学年限 は 3 年

9 月 学生控所の北側に生理学教室が竣工した。 （医学部は 4 年）であった。

11月 伝染病研究所が設立された。 第一•第二•第四•第五高等学校には医

学部・大学予科が設けられ， 第三高等学

1893年（明治26年） 校には法医工学部が設けられた。

7 月 外科診察室が竣工した。
1 月 外科大手術室が竣工した。 8月 日消戦争が勃発した。

3 月 衛生医事審厳機閲として大日本医会が設 9 月 千葉・仙台•岡山・金沢•長崎の各高等
立された。 中学校が裔等学校と改称された。

4 月 第 2 回日本医学会が東京で開催された。 琵琶湖疏水第 2 期工事（鴨川運河）が完成
5 月 京華石病婦学校が設立された。（京都） した。（京都）
7 月 日本解剖学会が設立された。 10月 知'1�中井弘が死去した。（京都）

東北本線の全線が開通した。 庄内地農 (7.3マグニチュ ー ド） がおこっ
8月 「君が代」の国歌が制定された。 た。
9 月 帝国大学に購座制が設けられた。 11 月 教諭（産科・婦人科学）足立健三郎が退職し

帝国大学医科大学に病理学・病理解剖学 た。

教室が新設された。 日消戦争の似病者治療のため広島へ治療班

11 月 療病院内に日本赤十字社京都支部石護婦生 が派述された。

徒養成所が併置された。修業年限は 1 年で 11月 元北海道庁長官・元内務次官の費族院議

あった。 員渡辺千秋が第 6 代の京都府知事に就任

11月 知市千田貞暁が非職になり (12月に退任）， した。（京都）

元滋賀県知事の伐族院議員中井弘が第 5 12月 帝国大学医科大学助手でドイッ留学から焔

代の京部府知事に就任した。（京都） 朝した医学—I:島村俊一（帝大明治20年卒業）

12 月 幹市兼療病院幹事相田義和が退職した。 が教諭（神経病粘神病学・裁判医学）に任ぜ

この年 市立上京避病院が衆楽病院， 市立下京 られ， 神経精神科学・法医学の初代の教諭

避病院が日吉病院と改称された。 （京 となった。

都）

全国的に痘癒が大流行した。 1895年（明治28年）

1894年（明治27年） 1 月 医学土高山尚平（帝大明治20年卒業）が教諭

（産科・婦人科学）に任ぜられた。

2 月 教諭（内科学）笠原光興がドイツヘ私費留学 2 月 神経精神科が独立した。

のため退職した。 2 月 塩小路東洞院と伏見町下油掛との間（伏

3 月 医学上平井諒太郎（帝大明治23年卒業）が教 見線6.5粁）に京都雹気鉄道の電車が開通

諭（内科学・小児科学）に任ぜられ， 小児科 した。 これはわが国で最初の市街電車で

学の初代の教諭となった。 あった。（京都）

伊藤正信が教諭（物理学）に任ぜられ， 療病 4 月 京都府筒易股学校が設立された。（京都）

院幹事を兼任した。 11 清講和条約の調印が行なわれた。

4 月 京都医市衛生誌（月刊）が創刊された。（京 5 月 旧校舎跡に上等病室・南 1 • 2等病室が竣工
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した。

7月 教諭（病理解剖学・診断学）星野元彦が退職 1897年（明治30年）

した。

9 月 皮慮科・耳科学教室が外科学教室から独立
1月 駆徹院長江馬章太郎 （京都療病院医学校明

した。 治13年卒業） が教諭 （皮府病徴毒学・耳科

10月 教諭（化学）兼調剤部長喜多）1［義比が退職し 学） に任ぜられ， 皮府病檄毒学・耳母咽喉

た。 科学の初代の教諭となった。

薬学士古屋恒次郎（帝大明治2 3年卒業）が教 京都府医学校校友会雑誌（季刊）が創刊され

諭（化学）に任ぜられ， 調剤部長を兼務した。 た。

10月 知事渡辺千秋が宮内省内蔵頭に転出し， 1月 安藤精軒らが知恩院山内法徳院に私立施

大阪府知事山田信道が第 7 代の京都府知 薬院を開設した。（京都）

事に就任した。（京都） 3月 足尾銅山鉱毒市件がおこった。

12月 教諭（物理学）兼療病院幹事伊藤正信が退職 5月 校友会の第 1 回総会が開催された。

し， 恩田寿夫が療病院幹事に任ぜられた。 5月 帝国京都博物館が開設された。（京都）

元教諭上田勝行が嘱託教員として物理学を 市内電話が開始された。（京都）

担当した。 6月 帝国大学が東京帝国大学と改称された。

12月 京都府会議長が， 京都府医学校・療病院 京都帝国大学が新設され， 理工科大学が

の設備を利用して， 京都に医科大学を設 設置された。

置することを内務大臣に建議した。 （京 9 月 教諭（生理学・衛生学）富永兼棠が退職した。

都） 元教諭栗生光謙が嘱託教員として生理学·

衛生学を担当した。

1896年（明治29年） 9 月 私立医学予備校は 3年制となり， 京都府

医学校への無試験入学資格が与えられた。
3月 東京・大阪に痘苗製造所が設四された。 （京都）

4月 内科が第一部・第二部に分けられた。 京都産婆学校が設立された。（京都）
笠原光興がドイツ留学から焔朝して再び教 10月 台湾総仔府官制が公布された。

諭（内科学）に任ぜられ， 内科第一部長を命 11月 知事山田信道が農商務大臣に転出し， 大
ぜれた。 阪府知事内海忠勝が第 8代の京都府知事
教論（内科学）平井統太郎が内科第二部長を に就任した。（京都）
命ぜられた。 12月 教諭（化学）兼調剤部長古屋恒次郎が第一高
京都府医学校に附属石護妍教習所が設置さ 等学校医学部教授に転出のため退職した。
れた。修業年限は 2 年であった。 束の空地に粕神病舎(40名収容）が竣工した。

4月 京都・奈良間に鉄道が開通した。（京都） これはわが国の医学校における最初の精神
6月 三陸沖地震 (7.6 マグニチュ ー ド）で三陸 病舎であった。

沿岸から北海道南沿岸に大津波がおこっ

た。 1898年（明治31年）
8月 療病院幹耶恩田寿夫が奈良県の郡長に転出

のため退職した。 1月 横浜衛生試験所技師薬学士平山松次が教諭

8月 陸羽地震 (7.5 マグニチュ ー ド）がおこっ （化学）に任ぜられ， 調剤部長を兼務した。

た。 1月 公立学校に学校医が置かれた。

9 月 菩部大野政忠が療病院幹事に任ぜられた。 2 月 東京帝国大医科大学に皮府病・徽毒学教

11月 日本歯科医会が結成された。 室が新設された。

12月 振元会が解散して校友会が結成され， 運動 3月 京都府簡易此学校が京都府批学校と改称

部・学術部が胚かれた。会員は職員・学生 された。（京都）

・卒業生で， 校長が会長を兼ねた。 4月 教諭（皮岡病彼毒学・耳科学）江馬章太郎が

この年 日本眼科学会・大日本耳昴咽喉科会・ 皮府科・耳科部長を命ぜられた。

小児科研究会が設立された。 附属府護婦教習所から第 1 回の卒業生 (53
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名） が出た。 京都府尋常中学校が京都府第一中学校と

4 月 京都府図雷館が開設された。（京都） 改称された。（京都）

京都府尋常師範学校が京都府師範学校と 5月 校友会経営の京都医学図書館が解剖学教室

改称された。（京都） の西隣に開設された。

日本外科学会が設立された。 6月 教諭（内科学・小児科学）平井緞太郎が京都

大阪医学校に附属府護婦養成所が設置さ 帝国大学医科大学助教授に転出のため退職

れた。 した。

猪子止尤之助（京都府医学校長）・三宅秀 7月 内科の第一部•第二部の区別が廃止された。

（元帝国大学医科大学長）・坪井次郎（東京 校長兼院長兼教論（外科学）猪子止文之助が

帝同大学助教授） ・ 久留正直（文部技師） 京都帝国大学医科大学教授兼附属医院長に

が京都帝国大学医科大学設計委員を命ぜ 転出のため退職した。なお猪子止文之助は

られた。後に医科大学の創設とともに 坪 療病院長を嘱託された。

井次郎は医科大学長， 猪子止文之助は附 教諭（解剖学）加門桂太郎が校長事務取扱を

属医院長になった。 命ぜられた。

5月 病理学教室が独立し， 助手角田隆（京都府 助教諭松山為雄が教諭（外科学）に任ぜられ、
医学校明治 29年卒業） が助教諭に任ぜられ た。

て病理学・病理解剖学を担当し， 病理学教 ドイツ留学のため休職中の教諭（眼科学）浅

室の創設者となった。 山郁次郎が京都帝国大学医科大学助教授に

6月 東南の空地に体育場が竣工した。 転出のため退職した。

9月 私立京都産婆学校が開設された。（京都） 7月 京都帝国大学に法科大学・医科大学が設

10月 京都帝国大学医科大学助教授に内定の教諭 爵された。

（眼科学）兼副院長浅山郁次郎が文部省留学 産婆規則が公布された。

生としてドイツヘ留 学のため休職になっ 8 月 教諭（内科学）笠原光興が京都帝国大学医科

た。 大学教授に転出のため退職した。
10月 府県警察部に衛生課が置かれた。 8 月 私立学校令が公布された。

東京・京都·大阪の3市の市制特例が廃 京都・園部間に鉄道が開通した。（京都）

止された。 京都蚕業諧習所が開設された（京都）
11月 助教諭融礼次郎 （京都府医学校明治27年卒 9月 教諭（解剖学）加門桂太郎が校長に任命され

業， 後に奥沢と改姓）が教論 （眼科学） に任 た。

ぜられた。 教諭（神経精神科学）島村俊ーが副院長を兼

教諭（内科学）笠原光興が副院長を兼務した。 務した。
12月 学位令が改正されて大博士が廃止され， 助教諭浅木直之助 （京都府医学校明治 25年

また博士に薬学・梨学・林学・限医学が 卒業）が教諭（内科学）に任ぜられた。
加えられた。 9月 産婆試験規則が公布された。

胃腸病研究会が設立された。 10月 本願寺店護婦養成所が開設された。 （京
都）

1899年（明治32年） 11月 京都帝国大学医科大学に附属医院が開設

された。
1月 中学校令が改正ざれ， 呼常中学校が中学 東京帝国大学医科大学に耳鼻咽喉科学教

校と改称された。修学年限は5 年であっ 室が新設された。
た。

東京帝国大学医科大学で産婆養成所が産
2月 高等女学校令が公布され， 修学年限は4

婆復習科と改称された。
年が原則とされた (3年制， 5 年制も認

められた）。 1900年（明治33年）
東京・大阪間に長距離電話が開通した。

4 月 療病院助手会が結成された。 3月 未成年者喫煙禁止法が公布された。

4 月 台湾総抒府医学校が設立された。 精神病者万護法が公布ざれた。
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木派本願寺に仏教大学が設立された。（京 病理学の初代の教諭となった。
都） 助教諭朝井元章 （京都府医学校明治26年卒
知事内海忠勝が死去し， 宮城県知事甜崎 業）が教諭（神経科学）に任ぜられた。
親章が第 9 代の京都府知市に就任した。 教諭（神経科学）朝井元章が校友会図書部長
（京都） になった。

5 月 校長兼教諭（解剖学）加門桂太郎が京都帝国 4 月 医学専門学校令が公布され， 高等学校医
大学医科大学助教授に転出のため退戦した。 学部は独立して医学専門学校となった。
教諭（神経精神科学）島村俊ーが校長に任命 第一高等学校医学部 は千葉医 学専門学
された。 校， 第二高等学校医学部は仙台医学専門
大阪医学校教諭兼薬剤長町田伸が教諭 （化 学校， 第三裔等学校医学部は岡山医学専
学） に任ぜられた。 門学校， 第四裔等学校医学部は金沢医学
京都帝国大学医科大学助手赤座寿恵吉が購 専門学校， 第五高等学校医学部は長崎医
師を嘱託されて解剖学を担当した。 学専門学校となった。

5 月 私立京都法政学校が設立された。（京都） 日本皮問病学会が設立された。

6 月 教諭（化学）兼薬剤部長平山松次が退職した。 関西聯合医会が結成された。

教諭（化学）町田仲が調剤部長を兼務した。 5 月 第二高等学校医学部教授医学士永井徳寿

6 月 帝国京都博物館が京都帝室博物館と改称 （帝大明治33年卒業）が教諭（生理学）に任ぜ
された。（京都） られた。

7 月 京都帝国大学理工科大学の第 1 回卒業式 5 月 京都医事会社が京都医事会と改称され，

が行なわれ， 29名が卒業した。 京都衛生検査所が附設された。（京都）

9 月 教諭（産科・婦人科学）高山尚平が院長に補 6 月 栗生光謙が長崎医学専門学校教諭に転出の

せられた。 ため嘱託教員（生理学・衛生学）を辞任した。

京都市立日吉病院長医学士工藤外三郎 （東 6 月 大阪医学校が大阪府立医学校と改称され

京帝大明治30年卒業）が教諭 （内科学） に任 た。
ぜられた。 7 月 京都医学会雑誌が第162号で廃刊となった。

10月 京都駆撒院が八坂病院と改称され， 京都 7 月 大阪医学会が結成され， 大阪医学会雑誌
娼妓検査所が附設された。（京都） が創刊された。

12月 創設の京都帝国大学医科大学に多数の人材 日本聯合医学会が設立された。
が引き抜かれたため， 府会で京都府医学校 8 月 愛知医学校が愛知県医学校と改称された。
の存廃が問題になったが， 1 巣の差で存続 9 月 京都府医学校が京都府立医学校と改称され
に決定した。これは第 2 の危機であった。 た。

（第 1 の危機は明治21年 3 月）。 9 月 京都府中学校・高等女学校・裂学校・医
12月 私立東京女医学校が設立された。 学校の名称が京都府立に改められた。

医師の総教は 40,924名 （このうち帝大卒 （京都）

業生は 1,514 名， 官公立医学校卒業生は 10月 北の空地に北1 • 2等病舎 2 棟が竣工した。

4,835名）であった。 11月 東京女医学会が設立された。

府庁舎改築工事が起エされた。（京都）
1901年（明治34年） この年 大日本耳鼻咽喉科会が大日本耳昴咽喉

京都府立医学校（←京都府医学校） 科学会と改称された。

1 月 京都帝国大学医科大学助手赤座寿恵吉が教 1902年（明治35年）
諭（解剖学）に任ぜられた。

2 月 日本婦人科学会が設立された。 1 月 日英同盟が締結された。

3 月 教諭（内科学）浅木直之助が休職になった。 2 月 京都府医学校校友会雑誌が第27号から京都

4 月 医員に有給医員・無給医員が区別された。 府立医学校校友会雑誌と改題された。

助教論角田隆（京都府医学校明治29年卒業） 2 月 知事高崎親章が大阪府知事に転出し， 内

が教諭（病理学・病理解剖学）に任ぜられ， 務省総務長官大森鐘ーが第10代の京都府
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知事に就任した。（京都）

3 月 卒業生には京都医学得業士の称号が与えら 1903年（明治36年）

れることになった。 京都府立医学専門学校（←京都府立医学校 ）
特待生の制度が設けられ， 授業料が免除さ

・附属療病院（←京都府立療病院）
れた。

休職中の教諭（内科学）浅木直之助が退職し 1 月 南西の空地に病理学教室・衛生学細菌学教

た。 室の 2 階建 l 棟が竣工した。

3 月 東京帝国大学医科大学に歯科学教室が新 内科・産科婦人科・神経精神科等の研究室

設された。 が増築された。

4 月 内科が再び第一部・第二部に分けられた。 1月 日本皮府病学会が日本皮肉科学会と改称

元公立大津病院長でドイツ留学から帰朝し された。

た医学士望月惇ー（帝大明治24年卒業）が教 2 月 京都で全国医会聯合大会が開催され， 帝

諭（内科学）に任ぜられ， 内科第一部長を命 国聯合医会が設立された。
ぜられた。 3 月 療病院内の京都医学会が解散した。
教諭（内科学）工藤外三郎が内科第二部長を 3 月 専門学校令が公布され ， 千葉・仙台•岡
命ぜれた。 山・金沢•長崎の 5 官立医学専門学校は
教諭（眼科学）奥沢礼二郎が退職した。 専門学校令による医学専門学校となった。
仙台医学専門学校教授医学士伊藤元春（帝 京都帝国大学医科大学が京都帝国大学京
大明治26年卒業）が教諭 （眼科学） に任ぜら 都医科大学と改称された。
れた。 京都帝国大学福岡医科大学が設立された。
教諭（神経科学）朝井元章が校友会図四部長 4 月 衛生学細菌学教室が独立した。
を辞退し， 教諭（生理学）永井徳寿が校友会 常岡良三（京都府医学校明治31年卒業）が助
図書部長になった。 教諭に任ぜられて衛生学・細菌学を担当し，

4 月 第 1 回日本聯合医学会が東京で開催され 細菌学の初代の担当者となった。
た。 4 月 医術開業試験が内務省から文部省へ移管
日本神経学会が設立された。 された。
日本女医会が設立された。 国定教科害令が公布された。

5 月 教諭（外科学）松山為雄が退職した。 京都帝国大学京都医科大学内に新たに京

6 月 京都医会が解散して， 京都府医師会が設 都医学会が設立された。

立された。（京都） 京都市記念動物圏が開設された。（京都）

7月 県立熊本病院外科部長医学士池田廉一郎 5 月 教諭（産科・婦人科学）兼院長高山尚平が京

（帝大明治29年卒業）が教諭（外科学）に任ぜ 都帝国大学福岡医科大学教授に転出のため

られた。 退職した。

教諭（神経科学）朝井元章が退職した。 校長島村俊ーが院長を兼任した。

制帽が菱形（下緑に 5 条の野線）に改められ 県立熊本病院婦人科産科部長医学士秋元隆

た。 次郎（帝大明治25年卒業） が教諭（産科・婦

7月 府庁舎の改築工事が竣工した。（京都） 人科学）に任ぜられた。

9 月 京都高等工芸学校が設立された（京都） 6 月 京都府立医学校が20日に京都府立医学専門

10月 京都私立独逸学校に併置の医学予備校が 学校 (4 年制）と改称され， 京都府立療病院

廃止され， 別に私立京都医学校が併骰さ は附属療病院となった。

れた。（京都） 京都府立医学校附属産婆教習所・看護婦教

11月 小児科研究会が日本小児科学会と改称さ 習所が京都府立医学専門学校附属産婆教習

れた。 所・府護婦教習所となった。

12月 日本内科学会が設立された。 京都府立医学校教諭は京都府立医学専門学

この年 胃腸病研究会が日本消化器学会と改称 校教諭となった。

された。 京都府立医学校最後の第26回卒業式が行な
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われた。 療病院幹事柿沼絃太郎が幹事兼療病院庶務

6月 東京慈恵医院医学校が東京慈恵医院医学 部長に任ぜられた。

専門学校と改称された。 休戦中の教諭（生理学）
・

永井徳寿が復職し
愛知県医学校が愛知県立医学専門学校と た。
改称された。 ―4 月 私立東京医学校・私立日本医学校が設立
医学中央雑誌が創刊された。 された。

8月 京都府立医学専門学校一究が初めて刊行さ 日本衛生学会が設立された。
れた。 国定小学校教科由が初めて使用された。

8 月 東京電車鉄道会社が新橋·品川間で問車 （新）京都医学会から京都医学雑誌が創刊
の運転を開始した。 された。（京都）

9月 教諭（生理学）永井徳寿が休職になった。 京都府立農学校が府立京都批林学校と改
9月 大阪府立医学校が大阪府立高等医学校と 称された。（京都）

改称された。 市立日吉病院に附属看護婦養成所が附設

私立京都法政学校が私立京都法政導門学 された。（京都）

校と改称された。（京都） 5月 教諭（生理学）永井徳寿が校友会図困部長を
10月 本派本願寺（西本願寺）で第4 回解剖体大法 辞退し， 教論（眼科学）伊藤元春が校友会図

会(600体）が執行された。 その後毎年10 月 田部長になった。

1 日に西本願寺で秋季解剖体大法会が行な 6月 京都府立医学専門学校の第1回卒業式(48
われることになった。 名）が行なわれた。
京都府立医学校校友会雑誌が第32号から京 1 • 2等伝染病室が竣工した。

都府立医学専門学校校友会雑誌と改題され 7月 教諭（外科学）池田廉一郎が職員海外留学規
た。 程による最初の留学者として公喪でドイツ
療病院幹事大野政忠が退職した。 へ留学した（明治40年1月帰朝）。

11月 京都府紀伊郡長柿沼絃太郎が朕病院幹IJfに 助教諭田村克之（京都府医学校明治 28年卒
任ぜられた。 業）が教諭（解剖 学）に任ぜられた。

11月 大日本歯科医学会が設立された。 9月 京都法政専門学校が京都法政大学に昇格
12月 京都私立独逸学校に併位の私立京都医学 した。（京都）

校が廃止ざれた。（京都）

この年 医学専門学校は官立5校 （千葉・仙台 1905年（明治38年）
•岡山・金沢•長綺）， 公立3 校（大阪

・京都•愛知）， 私立2 校（東京慈恵医 1月 府庁舎改築工事（旧本館）が竣工した。

院・熊本）であった。 （京都）

私立歯科医学校が設立された。（京都）

1904年（明治37年） 私立京都専門学校が設立された。（京都）

3月 外国人入学規程・研究生規程が制定された。
2 月 京都府立高等女学校が京都府立第 一高等 4月 校舎・療病院の大改築工事が開始ざれた。

女学校と改称された。（京都） 5月 医師免許規則の一部が改正され， 文部大
日涵戦争が勃発した。 臣の指定した私立医学専門学校の卒業生
私立熊本医学校が私立熊本医学専門学校 は医術開業試験が免除された。
と改称された。 7月 図困館・学生控所・学生食営の2階建1棟
肺結核予防令が公布された。 が竣工した。

3月 同志社専門学校が設立された。（京都） 7月 私立医学専門学校指定規則が公布された。

4月 職員海外留学規程が制定され， 1年既きに 日本が樺太を占領した。

1人ずつ2年間公夜で海外留学ができるよ 9月 日露購和条約の調印が行なわれた。

うになった。 10月 鴨川西堤に運動場が新設された。

根病院幹事が療病院庶務部長と改称された。
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洗潅場が竣工した。
1906 年（明治 39 年） 3月 校庭の西の空地に大教室 （第5 教室， 階段

式， 300名収容）が竣工した。
3月 旧運動場跡に2階建の解剖学教室と平屋建 蹴上の大日山の市共葬廷地内に附属森地

の組織実習室・供覧室・解剖標本室等2棟 (260坪）が新設され， 「学用患者之翡」の秘
が竣工した。 碑が建てられた。
2階建の病理学教室が竣工した。 3月 小学校令が改正ざれ， 義務教育年限が6

4月 助教諭常岡良：：：： （京都府医学校明治31年卒 年に延長され， 尋常科は6 年， 高等科は
業） が教諭 （衛生学・細菌学）に任ぜられ， 2~ 3年に改められた。
細菌学 の初代の教諭となった。 班予防法が公布された。
病理解剖室・病理材料室・標本製作室・屍 4月 産室1棟が竣工した。
室等 の 1棟とその東続きに解剖実習室が竣 4月 官立医学専門学校規程が公布された。
工した。 5月 大日山 の浄土宗安養寺と附属墓地で第 1回
自家発電所が竣工した。 の春季解剖体大法会と茄前祭が執行された。
息者用浴室が竣工した。 その後毎年5月1 4日に安養寺と附属墓地で

4月 第2回日本聯合医学 会が東京で開催され 春季解剖体大法会と砥前祭が行なわれるこ
た。 とになった。
東京帝国大学医科大学に整形外科学教室 9月 学用患者病室・看護婦寄宿舎の2階建1棟
が新設された。 が竣工した。
同志社病院・京都看病婦学校が廃止され 9月 仙台に東北帝国大学 が新設され， 理科大
た。（京都） 学 が設匠された。

5月 医師法・歯科医師法が公布された。 12月 桃山産婆学校が設立された。（京都）
知恩院内入信院に私立華頂沼護婦学校が
設立された。（京都） 1908 年（明治 41 年）

6 月 京都帝国大学京都医科大学に厚生団体 と
して芝閾会が設立された。 2 月 教諭（解剖学）田村克之が退職した。

8月 校長島村俊ー が東京帝国大学に諭文を提出 4月 京都帝国大学福岡医科大学助手前島長裕

して医学博士の学位を受領した。本校にお （愛知医学校明治12年卒業）が教諭（解剖学）

ける最初の学位受領者であった。 に任ぜられた。
教諭（内科学）工藤外：：：：：郎がドイツヘ留学し 小児科学教室が内科学教室から独立した。

た（ 明治41年12月帰朝）。 京都帝国大学京都医科大学助手医学士本庄

病室が倒壊して10余人が下敷となったが， 謙三郎 （京都帝大 明治36年卒業） が教諭（小

全員無事であった。 児科学） に任ぜられ， 小児科学教室の創設

11月 学用息者慰藉費券金のため， 京都市会議事 者 となった。

堂で慈善音楽会が開催された。 4月 癌研究会が設立された。

1 1月 京都府図書館が府立図書館と改称された。 5月 助教論伏原寅男（京都府医学校明治32年卒

（京都） 業）が教諭 （内科学）に任ぜられ， 教諭工藤

南満洲鉄道株式 会社が設立された。 外三郎の外国出張中， 内科第二部長を命ぜ
られた。

1907 年（明治 40 年） 6月 臨床購義室（階段式）の平屋建1棟が竣工し
た。

1 月 私立京都産婆学校が平安産婆学校と改称 伝染病観察室の平屋建1棟が竣工した。

された。（京都） 外科大手術室が改造された。
2 月 2階建の衛生学細菌学教室と平屋建の衛生 7月 職員海外留学 規程が改正され， 毎年 1~2

学細菌学実習室·動物試験室2棟が竣工し 名が欧米へ留学できるようになった。
た。 教諭（病理学）角田隆がドイツヘ留学した
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（明治43年10月帰朝）。 9 月 牙護婦賄所が竣工した。

3 等病室の平屋建 1 棟が竣工した。 教諭（化学）兼調剤部長町田伸が退職した。

8 月 2 等病室の平屋建 1 棟が竣工した。 9 月 東寺に慈普病院が開設された。（京都）

府護婦寄宿舎が竣工した。 10 月 東京府立第一中学校教論文学士広木多三

10 月 校庭に 2 階建の本館（校長室・幹市室・会 （東京帝大明治39年卒業） が教諭 （ドイツ語

議室・購堂・教務課）が竣工した。 ・倫理学）に任ぜられた。

耳鼻咽喉科学教室が皮閲病・徽宙学教室か 私立京都楽学校名誉校長薬学士立入保太郎

ら独立した。 （東京帝大明治41年卒業）が教諭（化学）に任

助教論中村登（京都府医学校明治34年卒業） ぜられ， 調剤部長を兼務した。

が耳鼻咽喉科学を担当し， 耳B咽喉科学教 療病院の玄閣が竣工した。

室の創設者となった。 11 月 医化学実習室が竣上した。

11 月 天皇・皇后両陛下の御真影奉戴式が挙行さ 12月 種痘法施行規則が公布され， 2 期の定期

れた。 種痘が義務づけられた。

創立30周年記念式典が 6 日に学行された。

京都療病院医学校の創立から30年目にあた 1910年（明治43年）
る。

12月 教諭工藤外三郎が帰朝して内科第二部長を 3 月 校長兼院長兼教論（神経病梢神病学・法医

命ぜられた。 学）島村俊ーが退職した。その後大正 5 年

12月まで院務顧問を隅託された。
1909年（明治42年） 教諭（内科学）望月惇ーが校長に任命され，

2 月 卒業生には校名を冠した医学士の称号が与
院長を兼任した。

3 月 県立新潟医学校が新潟医学専門学校と改
えられることになった。

称された。
2 月 東京帝国大学医科大学で店病法購習科が

4 月 明治42年以前の卒業生も論文提出により校
府護法講習科と改称された。

3 月 教諭（内科学）伏原寅男が退職した。
名を冠した医学士の称号を諮求することが

4 月 教諭（生理学）永井徳寿が休職になった。
できるようになった。

4 月 種痘法が公布され， 新生児の種痘が義務
教諭（眼科学）伊藤元春がドイツヘ留学した

付けられた。
（大正 1 年10月帰朝）。

京都市立絵画専門学校が設立された。
4 月 第 3 回日本医学会が初めて大阪で開催さ

（京都） れた。

5 月 助教諭中村登（京都府医学校明治34年卒業） 五条・天満橋間に京阪電鉄の電車が開通

が教諭（耳昇咽喉科学）に任ぜられた。 した。（京都）

京都帝国大学京都医科大学助手藤谷功彦 6 月 療病院創設の功労者の明石博商 (72歳）が死

（京都府医学校明治33年卒業） が教諭 （薬物 去した。

学・医化学） に任ぜられ， 薬物学・医化学 8 月 韓国が日本に併合され， 朝鮮と改められ

の初代の教諭となった。 た。

6 月 特等病室•特別 1 等病室が竣工した。 京都・新舞鶴間に直通列車が開通した。

6 月 東京女医学校の医専申請が却下された。 （京都）

束寺内に役民救療のために済生病院が開 9 月 京都帝国大学京都医科大学助手医学士佐武

設された。（京都） 安太郎（京都帝大京都医大明治42年卒業）が

7月 大阪市の北部にいわゆる北の大火がおこ 教論（生理学）に任ぜられた。

り， 11,360戸が焼失した。 9 月 朝鮮総抒府官制が公布された。

8 月 台病総督府医学校教授尾見窯（京都府医学 11 月 教諭（生理学）佐武安太郎がドイツヘ留学し

校明治30年卒業） が京都帝大で医学博士の た（大正 3 年 3 月帰朝）。

学位を受領した。京都府医学校卒業生での 12月 日本病理学会が設立された。

最初の学位受領者であった。 福岡に九州帝国大学が新設され， 工科大
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学が設置された。 助教諭野田浦弼（尽都府立医学校明治36年
医師の総数は38,0 55 名（このうち帝大卒 卒業）が教諭 （神経病精神病学） に任ぜられ
業生は2,674名， 医専卒業生は10,8 1 4名） た。
であった。 教諭（小児科学）本庄謙三郎がドイツヘ留学

した。（大正3 年1 1月帰朝）。
1911 年（明治 44 年） 5月 仏教専門学校が設立ざれた。（京都）

山陰線の全線が開通した。
1 月 休職中の教諭（生理学）永井徳寿が退職した。 6月 市営電車が烏丸線・千本線・丸太町線・

3月 京都帝国大学福岡医科大学が九州帝国大 四条線で運転を開始した。（京都）
学医科大学となったので， 京都帝国大学 7月 私立日本医学校が私立日本医学専門学校
京都医科大学は京都帝国大学医科大学と と改称された。
改称された。 10月 教諭（産科・婦人科学）秋元隆次郎がドイツ

5月 教諭（外科学）池田廉一郎が新潟医学専門学 ヘ私喪留学のため休職になった。
校教授兼附属医院長に転出のため退職した。 教諭（衛生学・細菌学）常岡良三がドイツへ
京都帝国大学医科大学助教授医学博士医学 留学した（大正4 年1 月帰朝）。
士副島予四郎 （京都帝大京都医大明治38 年 10月 東京帝国大学医科大学で産婆購習科が再
卒業）が教諭（外科学）に任ぜられた。 び産婆簑成所と改称された。
助教諭佐々木恒ー （京都府立医学校明治34 11月 校友会水上部の新艇3 隻 (1,0 80円） の進水

年卒業）が教諭 （神経病精神病学） に任ぜら 式が大津市石場浜で行なわれた。 また大津
れた。 市三井寺下に躾庫( 25坪， 建設喪375円）が

5月 恩賜財団済生会が設立された。 竣工した。
中央線の全線が開通した。

9月 京都帝国大学医科大学助教授小南又一郎が 1913 年（大正 2 年）
購師を嘱託されて法医学を担当した。

10月 大谷大学が設立された。（京都） 2月 助教諭犬塚一郎（東京帝大明治44年卒業）が
奉天で南満医学堂が設立された。 教諭（ドイツ語）に任ぜられた。
東京帝国大学医科大学で産婆復習科が産 2月 私立輝狂院が川越病院と改称された。
婆購習科と改称された。 （京都）

日本結核予防協会が設立された。
1912 年（明治 45 年， 大正 1 年） 3月 四条大橋が竣工した。これは京都で最初

7月30日から大正1年 の鉄骨橋であった。（京都）
4月 校長兼院長望月惇ーが欧州各国へ出張した

2月 同志社専門学校が同志社大学に昇格した。 （大正3 年 2月帰朝）。
（京都） 教諭（内科学）工藤外三郎が， 校長兼院長望
同志社女子専門学校が設立された。 （京 月惇ーの不在中， 校長兼院長代理を命ぜら
都） れた。

3月 蹴上浄水場・第二疏水が完成し， 上水道 講師梅原信正 （京都府立医学校明治36年卒
給水が開始された。（京都） 業）が教諭（病理学）に任ぜられた。
仙台医学専門学校が廃止されて， 東北帝 6月 京阪電鉄の宇治 線が開通した。（京都）
国大学に附属医学専門部が設置された。 9月 産婆教習所の卒業生には無試験で開業免許
東京女医学校が東京女子医学専門学校と が与えられることになった。
改称された。 9月 医師試験規則が制定され， 医術開業試験
嵐山電鉄の四条大宮・嵐山間が開通した。 規則は廃止された。
（京都） 10月 京都産婆学校が設立された。（京都）

4月 日本泌尿器病学会が設立された。 11月 休瞼中の教論秋元隆次郎がドイツ留学から
5月 教諭（神経病精神病学）佐々木恒ーが退職し 帰朝して復職した。

た。
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12月 京都法政大学が立命館大学と改称された。 8月 京都駅改築工市が竣工した。（京都）

（京都） 日英同盟に連帯して日本はドイツに宜戦

を布告し， 第一次世界大戦に参加した。
1914 年（大正 3 年） 9月 京都帝国大学医科大学副手医学士加治安信

（京都帝大明治42年卒業） が教論 （産科・婦
1月 日本泌尿器学会が日本泌尿器科学会と改 人科学）に任ぜられた。

称された。 10月 校長兼院長兼教諭（内科学）望月惇ーが休職
桜島の大噴火で， 桜品は九州本土とつな になった。
がった。 教諭（内科学）工藤外三郎が校長に任命され，

2 月 教論（薬物学・医化学）藤谷功彦(37歳）が死 院長を兼任し， 内科第一部長を命ぜられた。
去した。 長崎医学専門学校教授でドイツ留学から帰

3月 京都帝国大学医科大学助手医学土革島廉三 朝した医学博土医学士小川瑳五郎 （東京帝
郎が購師を嘱託ざれて薬物学・医化学を担 大明治35年卒業）が教諭 （内科学） に任ぜら
当した。 れ， 内科第二部長を命ぜられた。

3 月 日本聯合医師会が結成された。 助教諭端野令三 （京都府立医専明治3 9年卒
4月 第4回日本医学会が東京で開催された。 業）が教諭（内科学）に任ぜられた。

京都蚕業購習所が京都高等蚕業学校と改 学生監が設けられた。
称された。（京都） 教諭（病理学）角田隆が初代の学生監に補せ
大阪府立高等医学校に附属産婆焚成所が られた。
設爵ざれた。 10月 伝染病研究所が内務省から文部省に移管
武術専門学校が設立された。（京都） された。

7月 教諭 （眼科学） 伊藤元春・教諭（皮間病・徽 11月 10カ年継続事業の校舎・療病院大改築工事
毒学）江馬章太郎が退職した。 （延坪 3,694坪， 総工費40万円）が完了し，
幹瑣柿沼舷太郎が退戦した。 23日に落成式が挙行された。
教諭 （産科・婦人科学） 秋元隆次郎・教諭 校舎・療病院改築落成式のときに， 学生団
（解剖学）前島長裕が休職になった。 歌として 4 年生金子元春 （伊昔紅）作詞の
附属療病院庶務部長中逝貫ーが幹事に任ぜ 「遅日の夢」が発表され， 後にこれが校歌
られた。 となった。

7月 京都帝国大学の理工科大学が工科大学·

理科大学に分離した。 1915 年（大正 4 年）
日本鉄道医協会が設立された。

第一次世界大戦が勃発した。 1月 日本医史学会が設立された。

8月 教諭（外科学）副島予四郎が京都帝国大学医 市立の日吉病院・漿落病院が合併して市

科大学助教授に転出のため退職した。 立京都病院と改称された。（京都）

京都帝国大学医科大学助教授医学士小柳美 3月 教諭（内科学）端野令三が退職した。

三（京都帝大京都医大明治41年卒業）が教論 4月 教論（耳氏咽喉科学）中村登が耳昇咽喉科学

（眼科学）に任ぜられた。 研究のため京都帝国大学へ留学した （大正

京都帝国大学医科大学助手医学t専上医学士 5 年6月帰学）。

河村叶ー（京都帝大京都医大明治41年卒業） 5月 京都帝国大学医科大学助教授医学博士医学

が教論（外科学）に任ぜられた。 士吉川順治 （京都帝大京都医大明治40 年卒

東京帝国大学医科大学大学院生医学土佐谷 業）が教諭（医化学）に任ぜられた。

有吉（東京帝大明治44年卒業） が教諭（皮虜 教諭（ドイツ語）犬塚一郎が退戦した。

病・徽氾学）に任ぜられた。 5月 日本微生物学会が設立された。

京都帝国大学医科大学助手医学博士岡嶋敬 京津電鉄の三条大橋•浜大沖間が開通し

治（四高医学部明治3 4年卒業） が教諭（解剖 た。（京都）

学）に任ぜられた。 6月 府護婦規則が公布された。

学則の大改正が行なわれた。 7月 休戦中の教諭秋元隆次郎（産科・婦人科学）
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•前島長裕（解剖学）が退職した。

7月 東北帝国大学に医科大学が設匠され， 附 1917年（大正6年）

属医学専門部の入学は打ち切られた。

9月 休職中の教諭（内科学）望月惇ー が 退 職 し
2 月 公立学校職員制により， 教諭・助教諭が教

た。 授・助教授と改称された。

10月 天皇陛下の御真影奉戴式が挙行された。 2 月 府立大阪医科大学病院が全焼した。

1 0月 新聞の夕刊発行が始められた。 3月 教授（医化学）吉川順治 が胃腸科学研究のた

大阪府立高等医学校が府立大阪医科大学 め京都帝国大学へ留学した（大正8年3月

に昇格した。 帰学） 。

11月 教論（生理学）佐武安太郎が東北帝国大学教 4 月 京都市庁舎が竣工した。（京都）

授に転出のため退職した。 5月 卒業の時期が 5 月に改められた。

大正天皇御即位の御大典奉祝のために， 職 6月 教授（小児科学）本庄謙三郎が死去した。

員学生研合大提灯行列が行なわれた。 6 月 円山公園に京都市公会堂が開設された。

11月 大正天皇御即位御大典が京都で行なわれ （京都）

た。（京都） 7月 校長兼院長兼教授（内科学）工藤外三郎が退

1 2月 京都帝国大学医科大学助手医学士越智真逸 職した。

（東京帝大明治43年卒業）が教諭（生理学）に 教授（内科学）小川瑳五郎が校長に任命され，

任ぜられた。 院長を兼任した。

教諭（眼科学）小柳美三が退職した。 京都帝国大学医科大学助教授医学博士医学

12月 私立北里研究所が開設された。 士三浦操一郎（東京帝大明治30年卒業）が教

授（小児科学）に任ぜられた。

1916年（大正5年） 9月 日本赤十字社滋賀支部病院長医学博士医学

土尾中守三（東京帝大明治35年卒業）が教授
1 月 東京帝国大学医科大学助手医学士増田隆 （内科学）に任ぜられ， 内科第一部長を命ぜ

（東京帝大明治44年卒業）が教諭（眼科学）に られた。
任ぜられた。 10月 大暴風雨で1,144人の死者・行方不明が

2月 附属看護婦教習所が内務省の指定をうけ 出た。
た。 11月 元校長島村俊一の銅像が本館の南側に建て

4月 歯科学が必須科目となり， 歯科学教室が新 られた。
設された。 これは東京帝国大学医科大学に 11月 日赤京都支部療院が開設された。（京都）
次いで2番目であった。 12月 教授（神経精神科学）野田浦弼が米国へ留学
東京帝国大学医科大学副手医学士本永七：：： した。
郎（京都帝大大正2年卒業）が教諭（歯科学） 教授（内科学）尾中守三が長崎医学専門学校
に任ぜられ， 歯科学の初代の教諭となり， 教授に転出のため退職した。
歯科学教室の創設者となった。

4 月 伝染病研究所が文部省から東京帝国大学 1918年（大正7年）
に移管ざれた。

京城医学専門学校が設立された。 1 月 教授（皮旧病・歓毒学）佐谷有吉が休職にな

知事大森鐘ーが辞任し， 木内重四郎が第 った。

11代の京都府知事に就任した。（京都） 2月 東京帝国大学医科大学副手医学士中川清

6月 歯科が開設された。 （東京帝大大正1年卒業）が教授（皮膚科学）

7月 簡易生命保険法が公布された。 に任ぜられた。

10月 皇后陛下の御真影奉蔽式が挙行された。 大分県立病院内科部長医学博士医学士梅田

11月 大日本医師会が結成された。なお， 日本 信義（京都帝大京都医大明治42年卒業）が教

聯合医師会は解散した。 授（内科学）に任ぜられ， 内科第一部長を命

12月 艇応義路大学部に医学科 （予科2年•本 ぜられた。

科4年）が設置された。 3月 京都電気鉄道が京都市に買収されて， 市
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内の電車は全部市電になった。（京都） 教授となり， 胃腸科学教室の創設者となっ
4月 教授（外科学）河村叶ーが文部省留学生とし た。

て欧米各国へ留学のため休職になった。 京都帝国大学助手医学博士医学土革島廉三
4月 第5回日本医学会が東京で開催された。 郎（京都帝大明治44年卒業）が教授 （薬物学

札幌に北海道帝国大学が新設され， 設科 ・医化学）に任ぜられた。
科大学が設四された。 助教授穂租茂（東京外語学校明治40年卒業）
東北帝国大学附属医学専門部が廃止され が教授（ドイツ語）に任ぜられた。
た。 大学昇格達成全国大会が三条柳馬褐の青年
私立東京医学校が私立東京医学屯門学校 会館で開催され， 卒業生800名が参集し，
と改称された。 昇格期成同盟会が結成ざれた。

5月 府立大阪医科大学仮病院が竣工した。 4月 台湾総仔府医学校が台湾総秤府医学専門
知事木内重四郎が辞任し， 前広品県知事 学校と改称された。
馬淵鋭太郎が第12代の京都府知耶に就任 日本赤十字社京都支部が巡回病院を開設
した。（京都） した。（京都）

6月 元教論（解剖学）前品長裕(53歳）が死去し， 5月 井格期成同盟会に中央部実行委員会が設け
解剖後骨格が大学に寄贈された。 られ， 予科設位・施設拡充のための窮金が

7月 文部省に理化学研究奨励補助費制度が設 開始された。
けられた。 6月 欧米各国へ留学のため休職中の教授（外科

8月 宮山•岡山・広島・大阪・京都・兵庫・ 学）河村叶ーが焔朝して復戦した。
愛知・東京などの各府県に米騒動がおこ 9月 医師会令が公布された。
った。 11月 府立大阪医科大学が大阪医科大学と改称

9月 私立独逸学校が廃止された。（京都） された。
11月 教授（解剖学）岡嶋敬治が底応義塾大学部医 この年 栄養学会が設立された。

学科教授に転出のため退職した。 私立歯科医学校が廃止された。（京都）

11月 第一次世界大戦が終結した。

12月 新潟医学専門学校教授医学博士島田吉三郎 1920年（大正9年）

（四高医学部明治29年卒業）が教授（解剖学）

に任ぜられた。 2 月 躁応義塾大学・早稲田大学が大学令によ

1 2月 大学令が公布され， 公私立大学・単科大
る初めての私立大学として認可された。

学の設立が認められた。
3月 私立京都女子専門学校が設立された。（京

都）

1919年（大正8年） 4月 助教授藤森舜吉（京都府立医専明治41年卒

業）が教授（外科学）に任ぜられた。

1 月 休職中の教授（皮団病・徽肖学）佐谷有吉が 4月 座応義塾大学部医学科が座応義塾大学医

退職した。 学部と改称された。

1月 バリ購和条約の調印が行なわれた。 同志社大学が大学令による大学として認

2 月 帝国大学令が改正され， 分科大学が学部 可された。（京都）
と改称された。 5月 東京上野公園でメーデーが初めて行なわ

3月 大学昇格についての建議相が教授団から馬 れ， 約 1万人が参加した。

淵鋭太郎知事に提出された。 6月 愛知県立医学専門学校が県立愛知医科大

3月 私立京都薬学校が私立京都薬学専門学校 学に昇格した。

と改称された。（京都） 宇多野結核療養所が開設された。（京都）

精神病院法・結核予防法・ トラホーム予 7月 教授（外科学）藤森舜吉が退職した。

防法が公布された。 7月 学位令が改正されて， 各大学に学位審査

4月 胃腸科学教室が内科学教室から独立した。 権が与えられ， 文部大臣の認可を得て各

教授（医化学）吉川順治が胃腸科学教室に転 大学で学位が授与できるようになった。

じて胃腸科学を担当し， 胃腸科学の初代の 8月 学術研究会議が設立された。
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9 月 国立栄養研究所が設立された。 9 月 鶴田多八（東京帝大明治40年卒業） が教授

10月 東京帝国大学医学部で産婆養成所が再び （国語）に任ぜられた。

産婆復習科と改称ざれた。 永井種次郎（京都帝大大正10年卒業）が教授

第 1 回国勢調査が実施され， 10月 1 日現 （数学）に任ぜられた。

在の京都府の人口は 1,287,147 人で世帯 門田治郎吉が教授（生物学）に任ぜられた。

数は 276,930 戸であった。京都市の人口 医専予科の第 1 学年には 103 名が入学し，

は591,323人であった。（京都） 第 2 学年には医専在学生から25名が入学し，

11 月 教授（ドイツ語）穂租茂 (35歳）が鴨川で夜釣 本校内の仮教室で授業が行なわれた。

り中に殺害された（犯人不明）。 10 月 京都府立医科大学 ( 7 年制， 予科 3 年•本

12 月 米国留学中休職になった教授 （神経精神科 科 4 年， 入学定員80名） の設立が19日に認

学）野田浦弼が帰朝して復職した。 可された。

大学昇格認可申諮杏の文部省への提出が， 医専予科が医大予科と改称された。

府会で難航の末， 可決された。京都におけ 京都府立医学専門学校附属療病院の名称は

る 2 つの医科の大学の必要性が問題にされ 変更されなかった。

たものである。これは第 3 の危機であった。 校長兼院長小川瑳五郎が京都府立医科大学

（第 2 の危機は明治33年12月）。 の初代の学長に任命され， 医専校長・院長

12月 医師の総数は 45,488 名（このうち帝大卒 を兼任した。

業生は4,537名，医専卒業生は18,485名） 皇后陛下からの御内努金 (300円） が特別会
であった。 計として職員•生徒善行表彰金にあてられ

た。
1921 年（大正 10 年） 10月 東京慈恵医院医学専門学校が東京慈恵会

京都府立医科大学 医科大学に昇格改称された。

1 月 昇格期成同盟会が上京区大将軍鷹司町の買
11 月 創立50周年記念式典・大学昇格祝賀式典が

収地 6,896 坪を予科・花園分院の建設地と
1 日に挙行された。大正10年 (1921年）は京

して， 京都府に寄付した。
都療病院の仮療病院の開設の年 (1872年）か

1 月 私立熊本医学専門学校が県立に移管され，
ら数えて50年目にあたる。

熊本県立医学専門学校と改称された。
本学の創立記念日はこれまで 4 月 16日 （京

2 月 済生会京都支部西陣診療所が開設された。
都療病院医学校創立日） であったが， 創立

（京都）
50周年記念式典を機会に11月 1 日 （京都療

日本医事新報が創刊された。
病院仮療病院開設日）に改められた。

4 月 第三高等学校諧師野村梅吉 （京都帝大大正
予科の校章が制定された。これは予科 1 年

5 年卒業）が教授（ドイツ語）に任ぜられた。
生児玉邦男の橘の図案が京都高等工芸学校

4 月 北海道帝国大学に医学部が新設された。
の本野精吾教授によって修正されたもので，

7 月 職員留学規程が改正された。
制帽はこの校章に 2 条の白線を巻くことに

教授（耳ね咽喉科学）中村登が欧米各国へ出
なった。

張した（大正12年 2 月帰朝）。
11月 東京帝国大学医学部で皮府病・徽毒病教

昇格が確実となり， 医大予科生徒 （第 1 学
室が皮問科・泌尿器科学教室と改称され

年・第 2 学年） が医専予科生徒として募集
た。

された。 12 月 医専教授広木多三（ドイツ語）・立入保太郎

7 月 知事馬淵鋭太郎が京都市長に転出し， 若 （化学） •野村梅吉（ドイツ語）・鶴田多八

林費蔵が第13代の京都府知事に就任した。 （国語）・門田治郎吉（生物学）•永井種次郎
（京都） （数学）が予科教授に任ぜられ， 医専教授を
京都市医師会に附属看護婦学校が附設さ 兼任した。
れた。（京都） 医専幹事中道貫ーが大学幹事に任ぜられた。

8 月 上京区大将軍鷹司町で予科校舎・花園分院 予科教授（ドイツ語）広木多三が初代の予科
の新築工事が起工された。 主事に補せられた。
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された。（京都）
1922年（大正11年） 6月 医専教授（内科学）梅田信義が退職した。

1月 京都府立医科大学・予科学則が制定された。
6 月 私立京都法政専門学校が立命館大学に昇

格改称された。（京都）
2月 京都帝国大学購師柴久光（京都帝大大正7

7月 上京区大将軍鷹司町の予科東隣接地に附属
年卒業）が予科教授（物理学）に任ぜられた。

療病院花園分院（精神科， 建坪 1,177坪， 延
元立命館大学予科・専門部購師で医専予科

坪1,207坪， 総工股18.2 万円， 200名収容）
諧師宮田一（京都帝大大正7 年卒業）が予科

が竣工した。
教授（英語）に任ぜられた。

医専教授（神経精神科学）野田浦弼が花臨分
医専教授（病理学）梅原信正が欧米各国へ出

院長に補せられた。
張した（大正12年 2 月帰朝）。

8月 医専教授（薬物学）革島廉三郎が退職した。
3月 予科教授（生物学）門田治郎吉(30歳）が死去

予科諧師箕浦忠愛（東京高師大正 2 年卒業，
した。

シカゴ大学へ留学）が予科教授 （生物学） に
仏教大学教授兼大谷大学教授榎本安三郎

任ぜられた。
（京都帝大明治45年卒業） が予科教授 （ドイ

9月 外科が第一部・第二部に分けられ， 医む教
ツ語）に任ぜられた。

授（外科学）河村叶ーが外科第一部長を命ぜ
学年の開始時期が 4月に変更されたため，

られた。
冬期休業中に補購が行なわれて， 3月末に

京都衛戌病院附陸軍三等軍医正医学博士医
学年を終了した。

学士鈴木正次（京都帝大明治44年卒業）が医
3月 東京帝国大学医学部に財団法人好仁会が

専教授（外科学）に任ぜられ， 外科第二部長
設立された。

を命ぜられた。
未成年者飲酒禁止法が公布された。 本館が淵電で焼失した。
官立医科大学官制が公布された。 19 • 20号病舎が竣工した。

4月 学年の開始が 9月から4月に改められた。 9月 南満医学堂が滴洲医科大学に昇格改称さ
石病婦長高島チヨが看病婦（総）取締を命ぜ れた。
られた。 10月 京都府立医科大学校友会雑誌が第92号から
京都府立医学専門学校校友会が京都府立医 京都府立医科大学学友会雑誌と改題された。
科大学学友会と改称され， 学長が学友会長 10月 知事若林杏蔵が辞任し， 池松時和が第14
を兼ねた。 代の京都府知市に就任した。（京都）
京都府立医学専門学校校友会雑誌が第91号 東京丸ノ内に丸ビル（延坪 20,000坪， 総
で京都府立医科大学校友会雑誌と改題され 工殺1,000万円）が竣工した。
た。 11月 予科開校・花園分院開院祝賀式典が 1日に

4月 岡山医学専門学校•新潟医学専門学校が
挙行された。

医科大学に外格した。
この年 大日本生理学会が設立された。

第6回日本医学会が初めて京都で開催さ

れた。 1923年（大正12年）
健康保険法が公布された。

5月 上京区大将軍鷹司町に予科校舎（建坪 810坪， 1月 京都府立医科大学学術集談会が発足した。
延坪1,045坪， 総工喪16.6万円）が竣工した。 2月 医専教授（限科学）堺田隆が欧米各国へ出張
医専教授（産科・婦人科学）加治安信が欧米 した( 9月帰朝）。
各国へ出張した。（大正12年 3月鼎朝）。 学長兼院長小川瑳五郎が医科大学教授 （内

5 月 熊本県立医学専門学校が県立熊本医科大 科学） を兼任し， 内科第一部長を命ぜられ
学に昇格した。 た。

本派本願寺の仏教大学が大学令による大 京都帝国大学教授浅山忠愛 （京都帝大明治

学として認可され， 竜谷大学と改称され 39年卒業）が教授 （内科学） に任ぜられ， 内
た。（京都） 科第二部長を命ぜられた。

大谷大学が大学令による大学として認可 医専助教授松永周三郎 （京都府立医専明治



42年卒業）が医専教授 （内科学）に任ぜられ
た。

第1同学術集談会が開催された。

3月 医専教授三浦操一郎（小児科学） • 吉川順治
ぼ腸科学）・角田隆（病理学） •河村叶一

（外科学） •島田吉三郎（解剖学）・加治安信

（産科 ・婦人科学）・越智真逸（生理学）・増

田隆 （眼科学）・常岡良三（衛生学・微生物
学） •本永七三郎（歯科学）・中村登（耳奥咽

喉学）・鈴木正次（外科学）・梅原信正（病理
学） •野田 浦弼（神経精神科学）・中 川消（皮

閲泌尿器科学）が医科大学教授に任ぜられ，
医専教授を兼任した。

医科大学に学生監 が置かれ， 教授（病理学）

兼医専学生監 角田隆が医科大学学生監を兼
務した。

予科講師 吉峯時之輔（東京帝大大正8年卒
業）が予科教授 （鉱泉学 ・分析学）に任ぜら
れた。

京都府立医専の初代校長の島村俊一(63歳）
が死去した。

3 月 医師法が改正ざれて， 日本医師会の設位

が規定された。

日本医科器械学会が設立された。

4月 細長い 「大学」の文字の校章 が教授会で決定

されたが， 学生は帝大の 「大学」に似た徽

章を要求して， 制捐を好用せず， 校章忌避

運動を展開した。

教授（胃腸科学）吉川順治 が欧米各国へ出張

した(12月帰朝）。
初 めての本科学生40名 （予科修了生20名，

医専卒業生からの入学生20名） を迎えて開

学式が挙行された。

籾神病舎跡に 2等病舎 (13 • 15号病舎）が竣
工した。

4 月 千葉医学専門学校・金沢医学専門学校・

長崎医学専門学校が官立医科大学に昇格

した。

府立農林学校が府立京都栽林学校と改称
された。（京都）

日本レントゲン学会が設立された。

日本結核病学会が設立された。
郡制が廃止された。

恩給法が公布された。

5月 教授（生理学）越智真逸が欧米各国へ出張し
た(12月帰朝）。
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学位授与規定 が認可され， 学位授与権が 与

えられた。
6月 予科教授（化学）立入保太郎が京都帝国大学

医学部附属医院薬局長に転出のため退職し
た。

6 月 精神病院法施行令が公布された。
9月 関東大震災で東京 ・横浜へ救護班が派逍さ

れた。

京都府立医科大学学友会雑誌が第94号から

京都府立医科大学 雑誌（学友会発行）と改題
された。

9 月 1 日に1剥東大地震(7.9マグニチュ ー ド）
がおこり， 同時に発生した大火災も加わ

って， 全製家屋128,266 戸， 焼失家屋

447,128戸， 死者 9 9,331人， 行方不明

43,476人の大被害が出た。
10月 愛知医科大学予科 との第1回交歓対抗競技

大会が名古屋で開催された。その 後毎年京

都 と名古屋で交互に開催され， 昭和5年ま
で続いた。

10月 南満医学堂が満洲医科大学に井格改称さ
れた。

東京に 164 名のコレラ患者が発生した。
11月 東京顕微鋭院技師薬学士森益蔵（東京帝大

大正9 年卒業）が予科教授 （化学）に任ぜら
れ， 調剤部長を兼務した。

11月 大日本医師会が解散して， 法定日本医師
会が設立された。
府立植物園 が開園された。（京都）

12月 東北帝国大学助教授後藤基幸（京都帝大明

治44年卒業）が教授（医化学）に任ぜられた。

薬物学・法医学教室 ( 2階建， 建坪74坪，
総工費2.5万円）が竣工した。

1924年（大正13年）

京都府立医科大学附属医院（←京都府立医

学専門学校附属療病院）

京都府立医学専門学校廃止

1 月 学長兼院長兼教授（内科学）小川瑳五郎が欧

米各国へ出張した( 7 月帰朝）。

教授（小児科学）三浦操 一 郎が， 学長兼院長
小川磋五郎の不在中， 学長兼院長代理を命
ぜられた。

1 月 京都帝室博物館が京都市に下賜され， 恩
賜京都博物館と改称された。（京都）
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東北帝国大学医学部が全焼した。 職員留学規程が新たに制定された。
2 月 教授（歯科学）本永七三郎が欧米各国へ出張 皇后陛下の御内努金による特別会計（大正

した (12月帰朝）。 10年10月設定） が職員の学術研究毀・学生
3 月 学長小川磋五郎の不在中に， 現行の「大学」 生徒の学業奨励夜に変更された。

の校章（徽章）と 「図」の襟京が制定された。 予科諧師宇野喜代之介（東京帝大大正 7 年
予科教授（ドイツ語）野村梅吉が福岡高等学 卒業）が予科教授（ドイツ語）に任ぜられた。

校教授に転出のため退職した。 医専教授（解剖学）赤座寿恵吉が退職し， 医
助教授藤井猪十郎 （京都府立医専大正 3 年 科大学購師（解剖学）を咸託された。
卒業） が教授（薬物学）に任ぜられた。 医屯教授（内科学）松永周三郎が退職し， 医

予科購師高坂正顕（京都帝大大正12年卒業） 科大学購師（内科学）を嘱託された。

が予科教授（ドイツ語）に任ぜられた。 10月 体育研究所が設立された。

3 月 大阪医科大学病院の 5 年 9 カ月に及ぷ大 12月 市電河原町線の丸太町・今出川間が開通

改築工il[（総工費300万円）が完了した。 し， 「府立病院前」の停留所ができた。

4 月 国民健康保険法が公布された。 （京都）

5 月 予科教授（数学）永井種次郎が大阪高等学校 知事池松時和が辞任し， 池田宏が第15代

教授に転出のため退職した。 の京都府知事に就任した。（京都）

6 月 京都府立医学専門学校の最後の第25回（京 この年 国家医学会が社会医学会と改称された。

都府医学校から第51回）の卒業式 (116名）が
1925年（大正14年）行なわれた。

予科試験規則が急に変更されたことから，
2 月 教授（皮府泌尿器科学）中川清が欧米各国へ

広木多三教授の予科主事辞任を要求して，
出張した (10月帰朝）。

予科生が 1 週間の同盟休校を行なった。こ
3 月 旧本館跡に新本館（鉄筋コンクリート造り，

のため 1 学期末試験は 9月に延期された。
3 階建， 建坪78坪， 延坪226坪， 総工費9.8

8 月 予科教授（ドイツ語）広木多三が予科主事を
万円） が竣工した。 これは本学で 2 番目の

辞任した。
鉄筋コンクリート造りの建物であった。

予科教授（英語）宮田一が初代の予科学生監
京都府立医科大学一覧が初めて刊行された。

に補せられた。
神戸謀等工業学校教授佐々木宗要（東京帝

9 月 医学専門学校最後の卒業生 ( 5 名）が出て，
大明治33年卒業）が予科教授 （英語） に任ぜ

京都府立医学専門学校は廃止された。 られ， 予科主事に補せられた。
附属医院の炊事場・大食堂（鉄筋コンクリ

3 月 東京放送局が開設され， ラジオ仮放送を
ート造り， 地下 1 階地上 3 階建， 建坪 132 開始した。
坪， 延坪556坪， 総工夜11.8万円）が竣工し 帝国女子医学薬学専門学校が設立された。
た。 これは本学で最初の鉄筋コンクリート 東京・大阪・福岡間に定期郵便飛行が開
造りの建物であった。 始された。

10 月 京都府立医学専門学校附屈朕病院が京都府 4 月 教授（外科学）鈴木正次が欧米各国へ出張し
立医科大学附属医院と改称された。 た (10月帰朝）。
京都府立医科大学・附屈医院職務規定・処 予科の校庭に陸格記念碑（大西三四郎・店
務細則が制定された。 橋才治郎製作の廂子の銅像） が建てられた。
附属療病院有給医員・無給医只が医科大学 昇格期成同盟会が解散した。同会の禎金総
助手・副手と改称された。 額は136,800円であった。

調剤局が再び薬局と改称され， 調剤部長が 予科購師東俊正（京都帝大大正1�卒業）が

薬局長と改称された。 予科教授（数学）に任ぜられた。

医学専門学校附属産婆．T護婦教習所が医 諧師（外科学） 宇野鬼一郎（京都府立医専大

科大学附属産婆・府設婦教習所となった。 正 6 年卒業）・台湾総倍府中央研究所技手

学長小川瑳五郎が院長を兼任した。 古玉太郎（京都府立医専大正 7 年卒業）が本

学則が改正された。 学における第 1 号•第 2 号の学位記を受領



年表 1925~1927 635 

した。 した（昭和3年 5月帰朝）。
助教授後藤五郎が理学的診療科学研究のた 学友会の京都医学図書館が大学に移管され，
め東京帝国大学へ留学した （大正1 5年 7月 中央図困館として本館2階に開設された。

帰学）。 4月 第7回日本医学会が東京 で開催された。
陸軍少佐石井親俊が初代の予科軍4［教官と 日本整形外科学会が設立された。
して 配属された。 5月 京城帝国大学 が新設され， 法文学部・医

4月 陸軍現役将校配属令が公布された。大学 学部 が設置された。
学部・私立学校では申諮制であった。 6月 教授（病理学）梅原信正が初代の図書館主任

5月 予科教授（ドイツ語）広木多三 が退職し， 予 を命ぜられた。
科諧師 （ドイツ語）を嘱託された。 6月 日本伝染病学会が設立された。

5月 日本生化学会が設立された。 健康保険法施行令が公布された。
日本内分泌学会が設立された。 7月 前台北医院眼科部長， 購師 藤原謙造（京都

7月 本学からの現役将校配属申訥によって， 陸 帝大明治4¥F-卒業）が教授 （眼科学）に任ぜ
軍大佐前田勇が初代の本科軍事教官として られた。
配属された。 教授（神経精神科学）野田浦弼が退職した。

7月 東京放送局(JOAK)がラジオ本放送を 助教授久保豆二郎 （京都府立医軒明治44年
開始した。聴取者数は5,455人 であった。 卒業）が教授 （神経精神科学）に任ぜられ，

9月 助教授（ 小児科学）斎藤二郎が欧米各国へ出 花園分院長に補せられた。
張した。助教授では最初 の公毀による外国 レ ‘／トゲ ‘ノ科 が新設され， 助教授後藤五郎
留学 であった（大正15年6月帰朝）。 が初代の部長を命ぜられた。
予科教授（鉱泉学・分析学）吉峯時之輔が休 8月 学長兼院長兼教授（内科学）小川瑳五郎が退
職になった。 職した。

9月 叡山電鉄の出町柳・八瀕間が開通した。 教授（内科学）浅山忠愛が学長に任命され，
（京都） 院長を兼任し， 内科第一部長を命ぜられた。

10月 休職中の予科教授（鉱泉学・分析学）吉峯時 9月 京都帝国大学助教授飯塚直彦（京都帝大大
之輔(33歳）が死去した。 正5年卒業）が教授 （内科学）に任ぜられ，
私立京都薬学専門学校教授森品三郎 （東京 内科第二部長を命ぜられた。
帝大大正10 年卒業）が予科教授 （化学）に任 9月 知事池田宏が辞任し， 浜田恒之助 が第16
ぜられた。 代の京都府知事に就任した。（京都）

1 0月 第2回国勢調査で1 0月1 日現在の京都府
12月 教授（解剖学）島田吉三郎が欧米各国へ出張

の人口は1,406,382人， 京都市 の人口は
した（昭和2年6月帰朝）。

679,963人 であった。（京都）
11月 教授（産科・婦人科学）加治安信 が退職した。

1927 年（昭和 2 年）
京都帝国大学助教授山田一夫（京都帝大大
正 5 年卒業）が教授 （産科・婦人科学）に任 1 月 娃康保険法が全面的に実施された。
ぜられた。

宇治町木幡に京都府代用病院 として京都
1 1月 京都市医師会附属石護婦学校が 附属産婆

脳病院 が開設された。（京都）
府護婦学校と改称された。（京都）

2月 日本徽毒学会が設立された。
12月 教授（眼科学）増田隆(40歳）が死去した。

私立大阪高等医学専門学校が設立された。

1926 年（大正 15 年， 昭和 1 年） 3月 北丹後地方冥災で峰山町に救護班が派遣さ
れた。

12月25日から昭和1年 京都府立医科大学 の第 1 回卒業式(27名，
2月 産業医学会が設立された。 後に 1 名） が行なわれ， 卒業生には医学士

日本医学専門学校が日本医科大学に井格 の称号が与えられた。
した。 予科教授（ドイツ語）宇野喜代之介が 山形高

4月 教授（薬物学）藤井猪十郎が欧米各国へ山張 等学校教授に転出 のため退戦した。
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3月 京都府立女子専門学校が設立された。（京 東京帝国大学医学部附属医院が焼失した。
都） 10月 神戸第一高等女学校高 等科教険頴

え

原
はら

退蔵

医科大学の卒業の時期が3月に定められ （京都帝大大正9年卒業）が予科教授（国語）
た。 に任ぜられた。
北丹後地震( 7.4マグニチュ ー ド）がおこ 学友会雑誌部から京都府立医科大学時報が

った。 創刊された。

4月 花柳病予防法が公布された。 10月 東京帝国大学医学部で薬物学が薬理学と

衛生学・微生物学•寄生虫学聯合学会が 改称された。

設立された。 11月 長崎医科大学教授望月成人 （京都帝大大正

日本薬理学会が設立された。 4年卒業）が教授 （外科学） に任ぜられ， 外

新市庁舎が竣工した。（京都） 科第一部長を命ぜられた。

知事浜田恒之助が休職となり， 宮城県知 11月 日本医史学会が設立された。

事杉山四五郎が第17代の京都府知事に就 上野・浅草間に初めて地下鉄が開通した。

任した。（京都）

5月 教授（病理学）角田隆が中華民国・欧米各国 1928 年（昭和 3 年）

へ出張した(12月帰朝）。

教授（病理学）角田隆が学生監を辞任し， 教 2 月 私立九州医学専門学校（久留米）・私立岩

授（微生物学・衛生学）常岡良三が学生監に 手医学専門学校（盛岡）が設立された。

補せられた。 普通選挙法による初めての衆餞院議員選

予科教授（英語）宮田一が欧米各国へ出張し 挙が行なわれた。

た。予科教授では最初の外国留学であった 3月 予科諧師北上四郎（京都帝大昭和2 年卒業）

（昭和4年1月帰朝）。 が予科教授（生物学）に任ぜられた。

予科教授（英語）宮田ーが学生監を辞任し， 予科購師武田鉄五郎 （京都帝大昭和2 年卒

予科教授（ドイツ語）榎本安三郎が学生監に 業）が予科教授（ドイツ語）に任ぜられた。

補せられた。 京都府立医科大学時報が第 4号で廃刊とな

京都府立医科大学雑誌（隔月発行）の発行が った。

学友会から学術研究会に移され， 内容も純 3月 台北帝国大学が新設された。

学術的に改められ， 通巻第104号が新京都 私立昭和医学専門学校が設立された。

府立医科大学雑誌の第1 巻第1 号となった。 東京医学専門学校が全焼した。

これの欧文名はMitteilungen aus der 日本共産党1,000余名の大検挙が行なわ

medizinischen Akademie zu Kiotoとさ れた。

れた。 4月 教授（産科・婦人科学）山田一夫が欧米各国

6月 京都府立医科大学学術研究会が設立され， へ出張した(10月掃朝）。

京都府立医科大学雑誌の発行・学術集談会 助教授勝義孝（京都府立医専大正8年卒業）

の開催がその主な事業であった。 が教授（解剖学）に任ぜられた。

予科教授（国語）鶴田多八(45歳）が死去した。 理学的診療科学教室が新設され， レントゲ

6月 松ケ崎浄水易が完成した。（京都） ソ科が理学的診療科と改称された。

7月 大日本産婆会が結成された。 助教授後藤五郎（九州帝大大正8年卒業）が

知事杉山四五郎が内務次官に転出し， 内 教授（理学的診療科学）に任ぜられ， 理学的

務省神社局長大海原重義が第18代の京都 診療科学の初代の教授となり， 理学的診療

府知事に就任した。（京都） 科学教室の創設者となった。

8月 助教授（内科学）松永周三郎が日本赤十字社 学友会新聞部から京都府立医科大学新聞が

京都支部病院長に就任のため休職になり， 創刊された。

大学購師を嘱託された（昭和 5年3月退職）。 4月 社会医学会が日本法医学会と改称された。

9月 教授（外科学）河村叶ーが休職になった。 5月 幹事中道貫一 (6 6 歳）が死去した。

9月 痢学会が設立された。 5月 市営バスが運転を開始した。（京都）
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6月 私立大阪女子高等医学専門学校が設立さ 本舘の南側に中央図書館（地階学生控所・

れた。 体育め， 1階普通教室2室， 2階図也館，

伏見病院に附属産婆沿護婦学校が附設さ 3階階段教室2室の地下1階地上3階建，

れた。（京都） 建坪200坪， 延坪580坪， 総工毀 15.2万円）

8月 京都府内務部会計課長中西喜一郎が附属医 が竣工した。

院庶務部長に任ぜられ， 幹事事務取扱を兼 7月 教授（微生物学・衛生学）常岡良三が学生監

務した。 を辞任し， 教授（医化学）後藤基幸が学生監

8 月 府庁舎改築工事が竣工した。（京都） に補せられた。

9月 教授（小児科学）三浦操一郎 (59歳）が死去し 職員・学生・息者の福祉施設として財団法

た。 人昭和会が設立された。

9月 花柳病予防法が施行された。 附属医院で健康保険診療が開始された。

10月 天皇・皇后両陛下の御其影奉戴式が挙行さ 7月 知耶大海原重義が辞任し， 内務省地 方局

れた。 長佐上信ーが第19代の京都府知事に就任

1 1月 教授（胄腸科学）吉川順治( 46歳）が死去した。 した。（京都）

教授（外科学）鈴木正次が退職した。 済生会京都府病院が開設された。（京都）

11月 新京阪電鉄の天神橋・西院間が開通した。 東京・大阪・福岡間に旅客航空輸送が開

（京都） 始された。

奈良電鉄の京都・西大寺間が開通した。 8月 教授（微生物学・衛生学）常岡良三が欧米各

（京都） 国へ出張した（昭和5年5月帰朝）。

12月 助教授斎藤二郎 （京都府立医専明治44年卒 9月 教授（医化学）後藤基幸が学友会理事長にな

業）が教授（小児科学）に任ぜられた。 った。

本館屋上に御真影奉安血が設けられ， 奉遥 1 2月 京都帝国大学医学部附属医院で健康保険

式が挙行された。 診療が開始された。（京都）

長崎医科大学教授横田浩吉（京都帝大大正

7年卒業）が教授 （外科学） に任ぜられ， 外 1930 年（昭和 5 年）
科第二部長を命ぜられた。

附属医院庶務部長中西喜一郎が幹事に任ぜ 2月 共産党弾圧検挙で 4名の学生生徒が検挙さ

られた。 れたが， 2名はすぐに釈放され， 2名は起

12月 健康保険診療方針（歯科を除く）が定めら 訴猶予となった。 このような検挙は昭和 8

れた。 年まで続いた。

文部省の理化学研究奨励補助毀制度が廃 2 月 京都帝大・府立医大・同志社大・竜谷大

止された。 •三商・府立女専の学生社会科学研究会

のメンバーが総検挙された。（京都）

1929 年（昭和 4 年） 3 月 7カ年の 歳月と 8憶円の巨費が投ぜられ

て帝都が復興した。

2月 休職中の教授（外科学）河村叶ーが退職した。 全国の失業者が 31万人と発表された。

2 月 日本寄生虫学会が設立された。 4月 第 8回日本医学会が大阪で開催された。

3月 助教授（胃腸科学）川井銀之助が胄腸科部長 日本聯合微生物学会が設立された。

代理を命ぜられた。 5月 2階建の臨床購堂が竣工した。

4月 県立熊本医科大学が官立に移管された。 大学井格に伴う病院大改築工事が開始され，

日本聯合衛生学会が設立された。 まず病舎改築第1期工事が起エされた。

京都市に左京区・中京区・東山区が設け 6月 同志社女子専門部が同志社女子専門学校

られた。（京都） と改称された。（京都）

5月 教授（解剖学）勝義孝が欧米各国へ出張した 9月 新京阪鉄逍が京阪電鉄に合併された。（京

（昭和5年5月帰朝）。 都）

大学の校旗が制定された。 10月 附属医院が市職業紹介所を通じて輸血用の
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給血者を募集したところ失業者が殺到した。
10月 第 3回国勢調査で 10月 1 日現在の京都府

の人口は 1, 552 ,832人， 京都市の人口は
76 5,142人であった。（京都）
東海道本線で特急つばめの迎転が開始さ
れた。東京・大阪間の所要時間は8時間
20分であった。

11月 元医内校長望月惇ー(7 2歳）が死去した。
1 1月 わが国最初の国立班療羨所の長島愛生園

が開設された。
日本民族衛生学会が設立された。
東京帝大解剖学教室研究生西村庚子 （東
京女子医耳｝大正10年卒業） がわが国で女
性最初の医学博I：を受領した。
北伊豆地匹(7.0マグニチュ ー ド）がおこ
った。

1 2月 医師の総数は49,681名（このうち大学 卒
業生は11 ,46 5名， 医専卒業生は 2 4 ,347
名）であった。

1931 年（昭和 6 年）

2 月 天皇・皇后両陛下の新御其影奉戴式が挙行
された。

3月 教授（神経精神科学）久保豆二郎が欧米各国
へ出張した(12月帰朝）。
教授（外科学）横田浩吉が欧米各国へ出張し
た(11月帰朝）。
予科教授（国語）頴原退蔵が京都帝国大学助
教授に転出のめ退職した。

3月 京都翡等蚕業学校が京都商等蛋糸学校と
改称された。（京都）
京阪電鉄新京阪線の西院・四条大宮間の
地下鉄が開通した。（京都）

4月 成城高等学校教授佐伯梅友 （東京高師大正
11年卒業）が予科教授（国語）に任ぜられた。

4月 伏見市など27市町村が京都市に編入され，
伏見区 ・右京区が設性された。・（京都）

5月 県立愛知医科大学が官立に移管され，名
古屋医科大学と改称された。
大阪帝国大学が新設されて，医学部が設
骰ざれ，大阪医科大学が大阪帝国大学医
学部となった。

6月 教授（医化学）後藤基幸が学友会理事長を辞
退し， 予科教授（化学）森益蔵が理事長にな
った。

8月 学生監が学生主事（本科） •生徒主事（予科）
と改称された。
教授（医化学）後藤基幸が学生監を辞任し，
教授（生理学）越智真逸が学生主事に補せら
れた。
病舎改築第1期工事( 9 • 10 • 11号病舎，87
床， 3階建， 延坪780坪，総工費28万円）が
竣工した。
佐上信一知 >J�が予科廃止案を発 表したが，
大学側の反対で撤回した。これは予科跡に
京都府立女子専門学校を設置するためであ
った。

9月 満洲11変が勃発した。
10月 知事佐上信ーが北海道庁長官に転出し，

新潟貼知事黒崎其也が第20代の京都府知
•j�に就任した。（京都）

11月 創立60周年・大学外格10周年祝典が 1日に
挙行ざれた。

1 1月 健康保険歯科診療方針が定められた。
12月 知事黒崎真也が休職になり，内務省菩保

局長横山助成が第21代の京都府知市に就
任した。（京都）

1932 年（昭和 7 年）

1月 教授（理学的診概科学）後藤五郎が欧米各国
へ出張した( 11月帰朝）。

1月 第一次上海事変がおこった。
3月満洲国の建国が宜言された。
4月 四条大宮 ・西院間にトロリ ー バスが運転

を開始した。（京都）
6月 学長兼院長兼教授（内科学）浅山忠愛が欧米

各国へ出張した（昭和8年1月帰朝）。
6 月 知事横山助成が神奈川県知事に転出し，

大阪府知事斎藤宗宜が第2 2代の京都府知
市に就任した。（京都）
NHKラジオ京都放送局が開局された。
（京都）

7月 病舎改築第 2 期工事が起工された。
1 2月 府立健康相談所が開設された。（京都）

財団法人日本学術振興会が設立された。

1933 年（昭和 8 年）

1月 京都府立医科大学新聞第53号( 1 月15日 号）
が予科生徒の反戦記事のために差押え処分
をうけた。



3 月 助教授（胃腸科学）川井銀之助が胃腸科部長

を命ぜられた。

3 月 日本が国際聯盟を脱退した。

三陸沖地震 (8.5 マグニチュ ー ド）で大津

波がおこった。

4 月 予科教授（ドイツ語）榎本安三郎が生徒主事

を辞任し， 予科教授（化学）森島三郎が生徒

主事に補せられた。

教授（耳島咽喉科学）中村登が欧米各国へ出

張した ( 9 月帰朝）。

5 月 学友会館建設準備委員会が発足した。

6 月 巨椋池干拓下事が開始された。（京都）

7 月 日本放射線医学会が設立された。

8 月 病舎改築第 2 期工事 (9 • 10 • 11号病舎残部，

12 • 13 • 15 • 16 号病舎， 100 床， 4 陪建，

延坪868坪， 総工費23万円）が竣上した。

9 月 病舎改築第 3 期工事が起工された。

11月 班学会が日本顛学会と改称された。

京都市大礼記念美術館が開設された。（京

都）

12月 長崎医科大学で学位売買事件がおこった。

1934年（昭和9年）

1 月 京都駅楷内の階段で呉海兵団入団者見送り

の群衆が 3 番ホームに折り重なって転蕗し，

150 名の死偽者（死者 76 名）が発生し， 負侶

者は市内の各病院に送られ， 本学附属医院

にも27名が収容された。死因は， その後に

望月外科学教室で行なわれた実験的研究か

ら， 謳幹圧迫症と名付けられた。

学友会館建設計画案が発表された。これは

旧府護婦寄宿舎跡に10万円の建設汽金で 3

陪建の会館を建てるというものであった。

2 月 臨済学院専門学校が設立された。（京都）

3 月 術生学教室が微生物学・衛生学教室から独

立し， 購師赤野六郎（本学昭和 5 年卒業）が

助教授に任ぜられて衛生学を担当し， 衛生

学教室の創設者となった。

教授（病理学）梅原信正が欧米各国へ出張し

た (12月帰朝）。

3 月 函館に大火がおこった。

4 月 教授（病理学）兼図書館主任梅原信正の外国

出張中， 教授（微生物学）常岡良三が図書館

主任代理を命ぜられた。

助教授（衛生学）赤野六郎が欧米各国へ出張
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した。（昭和10年 9 月帰朝）。

予科に指迎教授制が設けられた。

4 月 第 9 回日本医学会が東京で開催された。

5 月 花園分院に内科・外科が附設された。

中江竜二氏から結核病研究喪として 1 万円

が寄付ざれた。

5 月 財団法人癌研究所が開設された。

6 月 第 1 同満鮮聯合医学会が奉天で開催ざれ

た。
7 月 病舎改築第 3 期工4+ (12 • 13 • 15 • 16号病

舎残部， 特等病舎， 92床， 4 階建， 延坪
1,604坪， 総工費35万円）が竣工した。

附属医院の府護婦・職員・傭人から55名の

腸チフス息者が 8 月にかけて発生し， 13名

（れ護婦10名， 職且 2 名， 傭人 1 名）の死者

を出した。これは隔離病舎勤務の府護婦に

よる院内感染が原因であった。

9 月 近畿地方大風水寅で各方面に救護班が派逍

された。

9 月 関西一帯が室戸台風に襲われ， 死者・行

方不明3,000人， 負傷者8,000人， 全壊家

屋 34,500戸， 流失家屋2,300戸の被害が

出た。

10月 東京帝国大学医学部で病理学・病理解剖

学教室が病理学教室， 放射線学教室が放

射線医学教室と改称された。

11月 日本赤十字社京都支部病院 （現京都第一

赤十字病院）が開設された。（京都）

1935年（昭和10年）

1 月 病舎改築第 4 期工事が起工ざれた。

教授（生理学）越智真逸が学生主事を辞任し，

教授（解剖学）勝義孝が学生主事に補せられ

た。

教授（生理学）越智其逸が欧米各国へ出張し

た ( 8 月帰朝）。
1 月 日本濫泉気候学会が設立された。

知事斎藤宗宜が辞任し， 長崎県知事鈴木

信太郎が第23代の京都府知事に就任した。

（京都）

4 月 日本循現器病学会が設立された。

日本神経学会が日本精神神経学会と改称

された。

台湾に大地震がおこり， 3,000 名の死者

が出た。
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5月 教授（医化学）後藤基幸が欧洲・南洋諸島へ

出張した（病気のため9月帰朝）。

5月 日本衛生昆虫学会が設立された。

6月 学生生徒生活調査が毎年行なわれることに

なった。

大豪雨(29日）で 市内の各河川が氾濫して罹

災者が続出し， 各所に救護班が派逍された。

8月 八木町に南丹病院が開設された。（京都）

10月 比良山に 本学の山小屋の比良山荘（深谷山

荘）が竣工した。

10月 第4回国勢調査で 10月1 日現在の京都府

の人口は 1,7 02 ,508人， 京都市の人口は

1,080,593人であった。（京都）

11月 病舎改築第4期工事（5 • 6 • 7 • 8号病舎，

124床， 4階建， 延坪1, 048坪， 総工役24万

円）が竣工した。

この年 附属医院の北側の土地を買収した。

1936 年（昭和 11 年）

1月 病舎改築第5期工事が起工された。

1月 台北帝国大学に 医学部が設置された。

2月 教授定年退職申合せが定 められ， 定年は63

歳とされた。定年退職教授に は名誉購師の

称号が授与されることになった。

2 月 東京で26日に2.26事件がおこり， 皇道派

冑年将校ら1,40 0人の将兵が反乱を企て，

重臣•朝日新聞社を襲撃したが， 反乱軍

は29日に 帰順した。

3月 予科教授（ドイツ語）高坂正顕が東京文理科

大学助教授に転出のため退職した。

予科教授（化学）兼生徒主事森島三郎が退職

した。

予科教授（物理学）柴久光が生徒主事事務坂

扱を命ぜられた。

4月 日本保険医協会が日本保険医学会と改称

された。

知事鈴木信太郎が辞任し， 広島県知事鈴

木敬ーが第24代の京都府知事に就任した。

（京都）

鴨川大改修工事が起エされた。（京都）

5月 購師（解剖学）赤座寿恵吉が退職した。

6月 予科の西南隅に図由館・食堂（木造2 階建，
1階食堂， 2 階図柑館）が竣工した。

7月 学長兼院長兼教授（内科学）浅山忠愛が学長

兼院長を辞任した。

学長の院長兼任制が廃止された。

教授（病理学）角田隆が学長に任命された。

教授（耳氏咽喉科学）中村登が院長に補せら
れた。

9月 西陣病院が開設された。（京都）
10月 病舎改築第5期工事 （21 • 22 • 2 3号隔離病

舎， 78床， 3階建， 延坪979坪， 総工費27

万円）が竣工した。

12月 教授（眼科学）藤原眺造が欧米各国へ出張し

た（昭和12年9月帰朝）。

助教授（胃腸科学）川井銀之助が欧米各国へ

出張した（昭和13年4月帰朝）。

1937 年（昭和 12 年）

1月 予科購師荒木新太郎 （京都帝大昭和2 年卒

業）が予科教授（化学）に任ぜられた。

予科購師下程勇吉（京都帝大昭和5年卒業）

が予科教授（ドイツ語）に任ぜられた。
3月 教授（生理学）越智其逸が中華民国へ出張し

た。

3月 母子保護法が公布された。

4月 助教授赤野六郎（本学昭和5年卒業）が教授

（衛生学）に任ぜられ， 衛生学の初代の教授

となった。

4月 保健所法が公布された。

5月 教授（外科学）望月成人が欧米各国へ出張し

た(12月帰朝）。

5月 日本血液学会が設立された。

7 月 日支事変（日中戦争）が勃発した。

8月 第二次上海事変がおこり， 全面戦争に突

入した。
10月 陸軍軍医予備員令が公布され， 軍医志願

者は陸軍病院で75日間（初めは15日間）の

軍医予備員候補者教育をうけることにな
った。

京都帝国大学医学部附属医院で 2 教授の

特診料事件がおこった。

国鉄の京都・明石間の電化が完成した。

（京都）

1938 年（昭和 13 年）

1 月 厚生省が新設された。

2月 病舎改築第6期工事が起工された。

3月 公衆衛生院が設立された。

4月 国家総動員法が公布され， 5月から施行



された。

国民健康保険法が公布された。

第10回日本医学会が京都で開催された。

台湾総督府台北医院が台北帝国大学附属

医院となった。

5 月 大日山の本学附属姦地の 「学用息者之益」

の墓碑名が「供会一処」に改められた。

本学附属姦地に研究動物諸盤供焚塔が建て

られた。

7 月 予科教授（物理学）柴久光が生徒主事事務坂

扱を辞任し， 予科教授（生物学）北上四郎が

生徒主事に補せられた。

7 月 国民健康保険法が施行された。

8 月 教授（産婦人科学）山田一夫が満洲国・中華

民国へ出張した。

教授（歯科学）本永七三郎が退職した。
10月 東京帝国大学医学部で産婆復習科が助産

婦復習科と改称された。
11 月 病舎改築第 6 期工事 (17 • 18, 19, 20号病

舎， 80 床， 4 階建， 延坪722 坪，総工費20

万円） が竣工し， 8 年半にわたる総工費約

160万円の病院大改築工事が完了した。

12月 講師井尻万太郎 （京都府立医専大正 8 年卒

業）が歯科学を担当した。

1939年（昭和14年）

3 月 教授（解剖学）勝義孝が学生主事を辞任し，

教授（薬物学）藤井猪十郎が学生主事に補せ

られた。

3 月 文部省科学研究費補助金制度が設けられ

た。

名古屋帝国大学が新設され， 名古屋医科

大学が名古屋帝国大学医学部となった。

4月 米穀配給統制法が公布された。

知事鈴木敬ーが辞任し， 福岡県知事赤松

小寅が第25代の京都府知事に就任した。

（京都）

5 月 附属医院に細菌検査所が附設された。

教授（解剖学）島田吉三郎が定年退職し， 名

誉講師に推薦された。これは最初の定年退

職者であった。

予科購師（ドイツ語）広木多三が退職した。

5 月 7 帝国大学医学部と 6 官立医科大学に臨

時附属医学専門部 (4 年制）が附設された。
ノモンハン事件がおこり， ノモンハンで
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日本軍とソ連・外蒙軍とが衝突した。

6 月 教授（医化学）後藤基幸が日本学術研究会議

会員に推薦された。

7 月 国民徴用令が公布された。

8 月 助教授（神経精神科学）松岡竜三郎が興亜学

生勤労報国隊医療班長として中華民国・蒙

弧へ出張した。

学長兼教授（病理学）角田隆が定年退賊し，

名誉講師に推薦された。

教授（微生物学）常岡良三が学長に任命され

た。

教授（耳昇咽喉科学）中村登が院長を辞任し，

教授（眼科学）藤原謙造が院長に補せられた。

教授（外科学）望月成人が満洲国・中華民国

へ出張した。

8 月 京都帝国大学医学部附属医院で看護婦・

付孫人・入院患者から36名の赤痢患者が

発生した。
9月 第二次世界大戦が勃発した。

10 月 予科教授（数学）東儀正が満洲国・中華民国

へ出張した。
11月 二条離宮が京都市に移管され， 二条城と

改称された。（京都）

1940年（昭和15年）

4 月 予科の入学定員が80名から 100名に増員ざ

れた。

4月 日本レントゲ ‘ノ学会と日本放射線学会と

が合併して日本医学放射線学会が設立ざ

れた。

知事赤松小寅が辞任し， 長崎県知事川西

実三が第26代の京都府知事に就任した。

（京都）
5 月 国民優生法が公布された(16年 7 月施行）。

日独伊3 国同盟が締結された。

7 月
財

J教授（外科学）今津九右衛門が興亜学生勤

労報国隊医療班長として満洲国へ出張した。

8 月 予科の教室増築工事 (3 教室， 会譲室， 木

造 2 階建， 延坪52坪，総工毀3 万円） が竣

工した。

教授（内科学）飯塚直彦・予科教授（生物学）

北上四郎が満洲国・中華民国へ出張した。

9 月 「比叡は明けたり」の新学歌が制定された。

作詞は伊良子暉造 （京都府医学校明治32年

卒業， 詩人，号清白），作曲は服部正であっ
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た。 に補せられた。

10月 第5回国勢調査で10月1日現在の京都府 社会医学研究会の学生生徒14名（本科12名，

の人口は1,729,993 人， 京都市の人口は 予科2名） が検挙されたが， 全員釈放され

1,089, 726 人であった。 なお，わが国の総 た。 この中には起訴猶予のものもあった。

人口は1位人を超えた。（京都） 社会医学研究会の無医村医療活動が禁止さ

11月 紀元2600年記念奉祝式典が宮城前広場で れた。

挙行された。 7 月 国民優生法が施行された。
12月 予科助教授（教務）今井甚吉が予科教授 に外 保健婦規則が制定された。

進して退職した。 御前会議で 対ソ戦準備・南部仏印進駐の

12月 医師 の総数は65,332名（このうち大学卒 国策要綱が決定し， 引き続いて70万の兵

業生は25,451名， 医I胆卒業生は31,551 力を結集 して関東軍特別大派習が実施さ

名）であった。 れた。

この年 附属医院の北側の土地を買収した。 昭和 8 月 予科教授（生物学）北上四郎が生徒主市を辞

10年に買収したものを併せると722坪， 任し， 予科教授（ドイツ語）武田鉄互郎が生

8.9万円であった。 徒 主事に補せられた。

9月 本科学生2名が治安維持法違反で 起訴され，

1941年（昭和16年） 2名共懲役2 年執行猶予3年の判決をうけ

た。

1 月 知事川西実三が東京府知事に転出し， 内 京都府立医科大学学徒報国隊が結成された。
務省警保局長安藤狂四郎が第2 7代の京都 9 月 御前会議で10月下旬に対英米蘭戦争準備
府知事に就任した。（京都） 完成の国策遂行要項が決定された。

2 月 京都博愛病院が開設された。（京都） 学術研究会隊（医学研究連絡委員会）から

3月 歯科学担当の購師井尻万太郎が助教授 に昇 現行医学研究題目集（年刊）が創刊された。

進した。 10月 近衛文暦内閣が総辞職して， 東條英機内

3月 国民学校令が公布された。 閣が成立した。

医療保護法が公布された(10月1日施行）。 11月 創立70周年・外格20周年記念式典が1日に

4 月 附属医院北側の土地に府護婦寄宿舎改築工 挙行された。

事が起工された。 助教授荒木正哉（本学昭和 4年卒業， 旧姓

学園の戦時態勢強化のため京都府立医科大 久保）が教授（病理学）に任ぜられた。

学奉公会が結成された。 本科にも指荘教授 制が設けられた。

4 月 小学校が国民学校と改称された。 11月 大学・専門学校の修業年限が暫定的に6

生活必需物汽統制令が公布された。 カ月（昭和16年度は3カ月）短縮されるこ

日ソ中立条約が締結された。 とになった。

日本癌学会が設立された。 巨椋池干拓工事が完了した。（京都）

日本鉄道医協会が日本鉄道医学会と改称 12月 府下八幡町から町有地25,000坪を運動あ敷

ざれた。 地として本学に寄付の申し出があったが，

5月 予科に弓道場が設けられた。 整備賓金難のため立ち消えとなった。

6月 予科教授（生物学）箕浦忠愛が満洲国・中華 昭和1 7年3月の卒業式が3カ月繰り上げて

民国へ出張した。 挙行された。

7月 教授（生理学）越智其逸が満洲国・中華民国 12月 第二次世界大戦において， 日本が8日に

へ出張した。 米英蘭に宜戦を布告して， 太平洋戦争が

購師（小児科学）巽弘が興亜学生勤労報国隊 勃発した。

医療班長として満洲国へ出張した。 京都医事衛生誌が第5 73号で廃刊となっ

予科教授（英語）兼予科主事佐々木宗要が退 た。

職した。 京都文化の功労者明石婢高翁顕彩会がつ

予科教授（ドイツ語）扱本安三郎が予科主事 くられた。（京都）
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退し， 教授（理学的診療科学）後藤五郎が理
1942年（昭和17年） 事長になった。

幹事中西喜一郎(53歳）が死去した。
1月 昭和17年から戦争のために修学年限が6カ 会計係長藤井粂次郎が幹事事務取扱を命ぜ

月短縮されることにになり， 予科は2年半， られた。
現在の本科生は 3年半（ただし本年10月に 9月 大学・高等学校・専門学校の卒業期が9
入ってくる本科生からは元通り 4年） に変 月に繰り上げられた。
更された。 帝 国大学・官立医科大学の臨時附属医学

2月 医師法など各種の医療関係法令が統合さ 専門部から第 1回の卒業生が出た。
れて国民医療法が制定された。 10月 予科の臨時入学(10月入学は1回限り）が行

3月 予科購師臼井竹次郎（京都帝大昭和7年卒 なわれた。
業）が予科教授（ドイツ語）に任ぜられた。 11月 国民医療法施行令が公布された。
京都府立第一高等女学校教諭森楷四郎（京 12月 助教授 加藤明敏（本学昭和 3年卒業）が教授
都帝大昭和 5年卒業）が予科教授 （数学） に （微生物学）に任ぜられた。
任ぜられた。 会計係長兼幹哨事務取扱藤井粂次郎が幹耶

3月 第11回日本医学会が東京で開催された。 に任ぜられた。
4月 予科の入学定員が100名から120名に増員さ 12月 県立鹿児品医学専門学校が設立された。

れた。

4月 新聞統合により京都新聞が創刊ざれた。 1943年（昭和18年）
（京都）

日本医療団令が公布された (7月 1日施 1月 教授（内科学）浅山忠愛が定年退職し， 名誉
行）。 購師に推鷹された。

5月 予科教授（物理学）柴久光が退職した。 教授（内科学）飯塚直彦が内科第一部長を命
つつみ

予科講師堀仁三（京都帝大昭和11年卒業）が ぜられた。
予科教授（物理学）に任ぜられた。 1 月 大学予科・高等学校は修学年限が 2年に
予科教授（国語）佐伯梅友が東京文理科大学 短縮され， 中学校・高等女学校は4年に
助教授 に転出のため退職した。 短縮された。

立命館大学教授 浅田善二郎（京都帝大昭和 京都第二赤十字病院が開設された。 （京

3年卒業）が予科教授（国語）に任ぜられた。 都）

5月 京都市保健婦養成所が設立された。 （京 2月 私立九州医学専門学校が私立九州高等医
都） 学専門学校と改称された。

7月 助教授（内科学）角本永ーが興亜学生勁労報 大日本航空医学会が設立された。

同隊医療班長として満州国へ出張した。 3月 助教授細田孟（京都府立医専大正7年卒業）
8月 学長兼教授（微生物学）常岡良三が定年退職 が教授（内科学）に任ぜられ， 内科第二部長

し， 名営購師に推薦された。 を命ぜられた。

教授（耳伍咽喉科学）中村登が学長に任命さ 教授（微生物学）加藤明敏 (42歳）が死去した。
れた。 附属医院の北側に刃護婦寄宿舎（木造 2階

教授（眼科学）藤原謙造が院長を辞任し， 教 建， 地下1 階， 延坪1,058坪）が竣工した。

授（外科学）望月成人が院長に補せられた。 4月 教授（病理学）兼図む館主任梅原信正が定年
学友会館建設費10万円の荘金が達成され 退職し， 名誉購師に推薦された。
たが， 戦時中で建設は中止を余義なくされ 5月 教授 兼学生主事藤井猪十郎の病気療養中，
た。 教授（医化学）後藤基幸が学生主事事務坂扱

9月 昭和1 8年 3月の卒業式が6カ月繰り上げら を命ぜられた。

れて行なわれた。 その後昭和23年までは毎 教授（衛生学）赤野六郎が図書館主任を命ぜ
年9月に卒業式が行なわれた。 られた。

予科教授（化学）兼薬局長森益蔵が退職した。 5月 前橋医学専門学校が設立された。
予科教授（化学）森益蔵が学友会理事長を辞 6月 教授（薬物学）藤井猪十郎が学生主事を辞任
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し， 教授（理学的診療科学）後藤五郎が学生
主事に補せられた。
教授（解剖学）勝義孝が日本学術研究会議会
員に推鷹された。

6月 学徒動員戦時体
諭く厨
制

りや

確
消
立要網が決定された。

7月 八日市中学校教 雄が学生主事（教務）
に任ぜられた。

7月 東京都制が実施された。
女子学徒動員が決定された。
知事安藤狂四郎が辞任し， 愛知県知事雪
沢千代治が第2 8代の京都府知事に就任し
た。（京都）

8月 教授（病理学）荒木正哉が満洲国・中華民国
へ出張した。
教授（衛生学）赤野六郎が満洲国へ出張した。

9月 文科系の学生の徴兵猶予が停止された。
鳥取地震(7.4マグニチュ ー ド）がおこっ
た。

10月 日本昆虫衛生学会が設立された。
大日本育英会が設立された。
京阪電鉄と阪神急行電鉄が合併して京阪
神急行電鉄が設立された。（京都）

11月 初代学長小川瑳五郎・名誉購師島田吉三郎
・角田隆・常岡良：：：：・浅山忠愛・梅原信正
が名誉教授（学内）に推煎ざれた。
助教授 （皮岡泌尿器科学）鈴木成美（本学昭
和3年卒業）が教授 （微生物学） に任ぜられ
た。

12月 岐阜県立女子医学専門学校・三重県立医
学専門学校・順天堂医学専門学校が設立
された。
第1回の学徒兵入隊（学徒出陣）が行なわ
れた。
徴兵適齢が1年引き下げられた。

この年 莉護婦寄宿舎跡(419坪）の南隣接地343坪
が女子専門部設置寄付金で買収ざれた

(7.7万円）。

1944 年（昭和 19 年）

附属女子専門部

1 月 財団法人伏見病院が中野種一郎理事長から
附属女子専門部附属医院として寄付された。
伏見病院は， 昭和6年に伏見市が京都市に
編入されたときに， 伏見市病院が財団法人
に変わったものである。

1月 緊急学徒勤労動員方策要鋼により学徒勁
労動員は年間4カ月間継続して行なわれ
ることになった。
兵庫県立医学専門学校•福島県立女子医
学専門学校・大阪市立医学専門学校が設
立ざれた。

2月 附屈女子専門部( 4年制医学専門学校， 終
戦後5年制に変更）の設置が認可ざれた。

3月 元伏見病院が附属女子専門部附屈医院 （通
称伏見分院）となった。
京都府立医科大学科学動員委員会が設けら
れた。
皇后陛下御内裕金による特別会計（大正10
年10月設定）が廃止された。

3月 青森医学専門学校•松本医学専門学校・
横浜市立医学専門学校・山梨県立医学専
門学校・市立名古屋女子医学琳門学校・
山口県立医学専門学校•福岡県立医学専
門学校が設立された。

4月 女子専門部購師阿部四郎が伏見分院長に補
せられた。
女子専門部に第1回の入学生8 0 名が入り，
授業は府立第一高女と府立盲学校で行なわ
れた。
2 4日に術生学・微生物学・生理学・医化学

・薬物学の5 教室が微生物学教室小使室か
らの出火によって焼失した。
名営教授常岡良三(66歳）が死去した。
刀護婦総取締高島チョが退職した。

4月 臨時附属医学専門部は附屈医学専門部と
改称された。
東京高等歯科医学校が東京医学歯学専門
学校と改称された。
府立京都農林学校が京都府立高等農林学
校と改称された。（京都）
府立保健婦学校が設立された。（京都）
知事雪沢千代治が愛媛県知事に転出し，
内務省地方局長新居善太郎が第2 9代の京
都府知市に就任した。（京都）

5月 刃護長片岡久野が氾護婦総取締を命ぜられ
た。

6月 荒神橋西詰の日本学士会京都支部会館 （土
地1 90坪， 建物木造2階建， 延坪53坪） が
6.5万円で本学に買収され， 学友会に学友
会館として貸与された。
教授（衛生学）赤野六郎が図困館主任を辞任



し， 教授（解剖学）勝義孝が図柑館主任代理

を命ぜられた。

教授（衛生学）赤野六郎の病気のため， 京都

帝国大学講師緒方洪平が購師を康託されて

衛生学を担当した。

6月 大都市の学童疎開が決定され， 8月から

実施されることになった。

7月 学長中村登が女子専門部長を兼任した。

教授（医化学）後藤基幸・教授（微生物学）鈴

木成美が女子専門部教授を兼任した。

助教授田中秋三が女子専門部教授（病理学）

兼大学助教授に， 薬局長梅田良三が女子専

門部教授（化学）兼薬局長に， 購師足立興一

が女子専門部教授（解剖学）に任ぜられた。

女子専門部購師阿部四郎が伏見分院長を辞

任し， 女子専門部講師末川悴が伏見分院長

に補せられた。

7月 京都府立高等農林学校が京都府立農林専

門学校に昇格した。 （京都）
日本細菌学会が設立された。
東南海地震(8.0マグニチュ ー ド）がおこ

った。

8月 大本営と政府首脳との最高戦争指迎会議

が設既された。

9月 卒業予定学生の大部分が陸海軍軍医学校で

集合教育をうけていたため， 卒業式なしで
61名が卒業した。

10月 府護婦総取締片岡久野が退職した。

石護長森島キミが看護婦総取締を命ぜられ

た。

11月 教授（衛生学）赤野六郎( 40歳）が死去した。
11月 徴兵適令が18歳に引き下げられた。

東京が初めて大空襲をうけた。
12月 教授（薬物学）藤井猪十郎が図由館主任を命

ぜられた。

学生主事（教務）厨消雄が退職した。

京都府立医科大学新聞が第185号で廃刊と

なった。

1 2月 北海道立女子医学専門学校（札幌）・高知

県立女子医学専門学校が設立された。

1945 年（昭和 20 年）

2 月 教授越智真逸が女子専門部教授（生理学）を

兼任し， 講師末川悴（産婦人科学）， 佐野多

郎（眼科学）， 三宅廉（小児科学）， 浜孝雄

年表 1944~1945 645 

（耳昴咽喉科学）， 西田貢（内科学）が女子専

門部教授に任ぜられた。

助教授木口直二が女子専門部教授（外科学）

兼大学助教授に任ぜられた。

2 月 秋田県立医学専門学校・和歌山県立医学

専門学校・広品県立医学専門学校が設立

ざれた。

3月 花園分院の本館が漏電で焼失した。

病理学教室， 1 • 2 • 3号病舎が疎開のため

取り壊され， 病理学教室は図書館閲覧室に

移転した。

薬物学が楽理学と改称された。

3月 奈良県立医学窮門学校が設立ざれた。

10日に東京，12 日に名古屋， 1 4日に大阪，

17日に神戸が大空襲ををうけた。

宇治町に府立精神 病院が開設された。（京

都）

京都市保健婦養成所が廃止された。 （京

都）

4月 時局切迫のため9月卒業予定者の仮卒業式

が行なわれた。

学年の呼称が回生に改められた。

4月 徳島医学専門学校・米子医学専門学校が

設立された。

東京帝国大学医学部で看護婦講習科が第

ー厚生女学部と改称された。

5月 府護婦総取締森品キミが退聯した。

石護長寺川多賀代が看護婦総取締を命ぜら

れた。

5月 ドイツが無条件降伏した。

東京が大空襲をうけ，157,000戸が 焼 失

し， 皇居も炎上した。

保健婦規則が制定された。

6月 名誉教授梅原信正(65歳）が死去した。

6月 知事新居普太郎が大阪府知事に転出し，

元情報局次長三好重夫が第30代の京都府

知Il［に就任した。 （京都）

7月 学長兼教授（耳昇咽喉科学）中村登(65歳）が

死去し， 学内葬が行なわれた。

教授（生理学）越智真逸が 学 長 事 務 取 扱 を

命ぜられ， 女子専門部長事務取扱を兼務し

た。
7月 ボッダム宜言が26日に発表された。

8月 6 日午前8 時15分に最初の原子爆弾が広

島に投下されて2 0万人が死亡し， 9 日午

前11時 2分には 2回目の原子爆弾が長崎
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に投下されて7万人が死亡した。 逸が学長兼女子専門部長を辞任し， 教授
8日にソ連が対日宣戦を布告し， 北満· （解剖学）勝義孝が学長に任命され， 女子専

北鮮・樺太に進攻を開始した。 門部長を兼任した。

1 4日にボッダム宜言を正式に受諾し， 15 女子専門部教授（眼科学）佐野多郎(51歳）が
日に天皇の「終戦の詔勅」が放送されて， 死去した。

太平洋戦争は終結し， 第二次世界大戦も 教授（医化学）兼女子専門部教授後藤基幸が
終結した。 退職した。

9月 教授（生理学）越智真逸が学長に任命され， 学長の諮問機関として京都府立医科大学協

女子専門部長を兼任した。 議会が設立された。構成団は教授団・予科

予科教授（ドイツ語）武田鉄五郎が生徒主事 教授団・女専教授団・助教授購師団・助手

を辞任し， 予科教授（数学）森営四郎が生徒 副手団・事務職員団・雇傭人団・看護姉自

主事に補せられた。 治団・学生自治団・予科生徒自治団・女専

害記水野重ーが学生主事（教務）に任ぜられ 生徒自治団の11団体であった。
た。 看護婦総取締寺川多質代が退職した。

9月 2日に東京硲の米艦ミズリ ー 号艦上で降 2 月 公職追放令が施行された。
伏文密に調印が行なわれた。 3月 学生主事・生徒主事が廃止された。
東京に GHQ （連合軍総司令部）が設置さ 学生主事（教務）水野重ーが幹事に任ぜられ
れた。 た。
枕崎台風で2,50 0人の死者・行方不明が 石護長松尾栄が石護婦総取締を命ぜられた。
出た。 3月 私立九州高等医学専門学校が私立久留米

10月 知事三好重夫が内閣副困記官長に転出し， 医科大学に昇格した。
木村惇が第31代の京都府知事に就任した。 4月 助教授中村文雄（本学昭和6年卒業）が教授
（京都） （耳鼻咽喉科学）に任ぜられた。

11月 女子専門部教授（産婦人科学）兼伏見分院長 附屈厚生女学部（助産婦科・沼護婦科）が設
末）II悼が退職した。 性され， 院長が厚生女学部長を兼務した。
助教授志多半三郎が女子専門部教授 （産婦 女子専門部の入学は本年限りで打ち切られ
人科学）兼大学助教授に任ぜられた。 た。なお， 本年の入学生は 4 0名であった。
学内民主化運動がおこり， 予科生徒大会・ 4 月 昭和医学専門学校・大阪翡等医学専門学
女専生徒大会•本科学生大会が開かれた。 校・兵血県立医学専門学校が医科大学に
本科学生大会において学生自治会の設立・ 外格した。
出欠制の撤廃・反民主的教授の罷免・購義 新日本医師連盟が結成された。
法の改善・教授会の公開等の要求が決議さ 5月 大学教員適格審査委員会が設置され， 教員
れた。 の適格審査が行なわれたが， 不適格者はな

12月 女子専門部購師習田達夫が女子専門部教授 かった。
（英語）に任ぜられた。 附属医院に雇餅人を中心として従業員組合
女子専門部教授（産婦人科学）志多半三郎が （約130名）が結成された。
伏見分院長を兼務した。 5月 順天堂医学専門学校が順天堂医科大学に
教授会が人事を除いて公開された。 昇格した。

12月 陸海軍病院·併痰軍人療養所が国立病院 東京帝国大学医学部で泌尿器科学教室が
•国立療養所と改称された。 皮肉科泌尿器科学教室から独立した。

この年 看護妍寄舎宿跡の南隣接地389坪が女子 6月 府立八坂病院が府立平安病院と改称され
専門部設置寄付金で買収された(6.8万

た。（京都）
円）。

8 月 東京医学歯学専門学校が東京医科歯科大

1946年（昭和21年） 学に昇格した。

医師・歯科医師実地修練制度 （イソク ー

2 月 学長兼女子専門部長兼教授（生理学）越智其 ン制度）， 医師・歯科医師国家試験制度



が制定された。

9月 医師実地修錬制度（イソタ ー ソ制度）が開始

され， 9月の卒業生から適用された。期間

は 1 年であるが， 今回に限り来年3月まで

に短縮された。

助教授弓削経ーが女子専門部教授（眼科学）

を兼任した。

9月 生活保護法が公布された(10月 1 日施行）。

10月 研務職員を中心にして職員組合 （約600名）

が結成され， 従業員組合は自然消滅した。
10月 教育勅語が廃止された。

11月 附屈厚生女学部学則が制定された。

11月 日本国憲法が3日に公布された。

日本循現器病学会が日本循現器学会と改

称された。

外地引楊者・医学補習修了歯科医を対象

に第1回医師国家試験が実施された。

12月 京都帝国大学購師緒方洪平（京都帝大大正

9年卒業）が教授（衛生学）に任ぜられた。

北里研究所生化学部長藤田秋治（東京帝大

大正10年卒業）が教授（生化学）に任ぜられた。

医化学が生化学と改称された。

12月 6 • 3 • 3 • 4制の新学制が発表された。

南海道地震(8.1マグニチュ ー ド）がおこ

った。

医師の総教は 65,157名（このうち大学卒

業生は 27,209名， 医専卒業生は31,587

名）であった。

1947年（昭和22年）

1 月 元京都市厚生部長漆葉見龍が幹亦に任ぜら

れた。

1月 死因不明の死体については死因調査のた

め行政解剖が行なわれることになった。

2月 法医学教室が新設ざれた。

2 月 私立東京医学専門学校が私立東京医科大

学に昇格した。
3月 附属産婆・君護婦教習所が廃止された。

府護婦総取締松尾栄が病気のため， 府護長

谷ロスミが府護婦総取締事務取扱を命ぜら

れた。

3月 広島県立医学専門学校が広島県立医科大

学に昇格した。

日本医療団が解散した。

知事木村惇が辞任し， 山本義章が第32 代
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京都府知事に就任した。（京都）

学校教育法が公布され， 新学制の6 • 3 • 

3,4制が制定された。

文部省から全国の官公立医学専門学校の

整理が発表された。

. 4月 沼護婦総取締松尾栄(27歳）が死去した。

， 

講師野田秀俊（本学昭和8 年卒業， 元三直

医専教授）が教授（解剖学）に任ぜられた。

4 月 6 • 3制が実施され， 新制小学校・新制中

学校が発足した。

第12回日本医学会総会が大阪で開催され

た。

大日本歯科医学会が日本口腔科学会， 日

本鉄道医学会が日本交通医学会と改称さ

れた。

知事山本義立が辞任し， 初 代公選知事と

して， 元京都府知事の木村惇が第33代の

京都府知事に就任した。（京都）

第1 回歯科医師国家試験が実施された。

5月 予科教授（物理学）塘仁三(57歳）が死去した。

5 月 日本国憲法が3日に施行された。

栄餐食糧学会が設立された。

岐阜県立女子医学専門学校が岐阜県立医

科大学に外格改称された。

インク ー ン修了者に初めての医師国家試

験が実施ざれた。

産婆規則が助産婦規則と改称された。

国立予防衛生研究所が開設された。

6月 予科教授（ドイツ語）下程勇吉が京都帝国大

学助教授に転出のため退職した。

歯科学担当の助教授井尻万太郎が休戦にな

り， 京都帝国大学助教授美浪口玄が購師を

服託されて歯科学を担当した。

女子寿門部購師片岡八束が女子専門部教授

（皮閲・泌尿器科学）に任ぜられた。

6 月 岩手医学専門学校・名古屋女子医学専門

学校・大阪女子高等医学専門学校・大阪

市立医学専門学校・県立鹿児島医学専門

学校が医科大学に昇格した。

福島県立女子医学専門学校が福島県立医

科大学に昇格改称された。

帝国女子医学薬学専門学校が東邦医科大

学に昇格改称された。

京都帝国大学で創立50周年記念祝賀式が

挙行された。

7月 女子専門部の修学年限が 5 年に改められた。
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7 月 新制大学の設立基準の 「大学基準」 が決 共同募金が初めて行なわれた。

定された。 12月 教授（眼科学）藤原謙造が国立舞閲病院長に

保健婦・助産婦・府護婦令が公布され， 転出のため退職した。

m護婦に甲種（高校卒業， 修業年限3年， 女子専門部教授兼大学助教授田中秋三（本

国家試験に合格）・乙種（中学卒業， 修業 学昭和5年卒業）が教授 （病理学） に任ぜら

年限2年， 都道府県知事の行なう試験に れ， 女子専門部教授を兼任した。

合格）が設けられた（石護婦令は24年 9月 幹事漆葉見龍が幹市長に任ぜられた。

施行）。 12月 児童福祉法が公布された。

8月 予科眺師習田達夫（京城帝大昭和 8年卒業）

が予科教授（英語）に任ぜられた。 1948年（昭和23年）
8 月 11万名の教員がGHQによって追放され

た。 1 月 助教授川井銀之助 （京都府立医専大正 6 年

9月 教授（生理学）兼女子専門部教授越智真逸が 卒業）が教授（胃腸科学）に任ぜられた。

定年退職し， 名誉教授に推薦された。 墜形外科学教室が新設された。

兵庫県立医科大学教授吉村寿人 （京都帝大 助教授 （外科学）来須正男（京都府立医専大

昭和5年卒業）が教授 （生理学） に任ぜられ 正8年卒業）が教授 （整形外科学） に任ぜら

た。 れて整形外科学の初代の教授となり， 整形

京都府立医科大学新聞が 2年 9カ月ぷりで 外科学教室の創設者となった。

第186号をも って復刊された。 生物物理化学教室が新設された。
9月 大日本耳鼻咽喉科学会が日本耳鼻咽喉科 教授（解剖学）勝義孝が生物物理化学教室に

学会と改称された。 転じて生物物理化学を担当した。

大学等への死体交付に関する法律が公布 1 月 新戸籍法が施行され， 「家」の制度が廃止

され， 監察医による検案解剖後の死体で された。

引坂人のないものは医科大学・医学専門 2 月 助教授山田I専（本学昭和11年卒業） が教授

学校へ交付できることになった。 （解剖学）に任ぜられた。

10月 教授（皮膚・泌尿器科学）中川消が東京医科 2 月 冑森医学専門学校が弘前医科大学に昇格

大学教授に転出のため退職した。 改称された。

女子専門部教授片岡八束（京都府立医専大 松本医学専門学校・三重県立医学専門学

正5年卒業， 元京城医専教授）が教授（皮1行 校・奈良県立医学専門学校・和歌山県立

・泌尿器科学）に任ぜられた。 医学専門学校・米子医学専門学校・徳島

助教授兼女子専門部教授弓削経ー（本学昭 医学専門学校が医科大学に昇格した。

和5年卒業）が教授（眼科学）に任ぜられた。 3月 購師竹沢徳敬が女子専門部教授 （耳鼻咽喉

10月 帝国大学の名称から帝国の文字が削除さ 科学）に任ぜられた。

れた。 予科諧師杉原雅（京都帝大大正12年卒業）が

日本公衆衛生学会が設立された。 予科教授（物理学）に任ぜられた。

医師会・歯科医師会が解散した。 3月 同志社大学・東京女子大学などの公私立

国家公務員法が公布された。 12校が最初の新制大学として詔可された。

第 6回国勢調査で10月1 日現在の京都府 4 月 京都帝国大学名誉教授小南又一郎（京都帝

の人口は 1 ,739,084人， 京都市の人口は 大京都医大明治41年卒業）が諧師(1級官同

999, 6 60人であった。（京都） 格） に任ぜられて法医学を担当し， 法医学

11月 女子専門部教授（耳鼻咽喉科学）浜孝雄が退 教室の創設者となった。

職した。 教授（外科学）望月成人が院長を辞任し， 教

11 月 社団法人日本医師会・日本歯科医師会が 授（内科学）飯塚直彦が院長に補せられた。

設立された。 予科の入学が本年限りで打ち切られた。

京都府医師会が新たに設立された。 （京 国立舞鶴病院長藤原謙造が教授を兼任した。

都） 4 月 新制高等学校が発足した。
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祝日の国旗掲揚がGHQから許可された。 11月 極東軍事裁判で東條英機ら 7 名に絞首刑，

5月 購師上野弘が女子専門部教授（眼科学）に任 木戸孝一ら1 6名に終身禁錮刑の判決があ

ぜられた。 った。

5月 サマータイムが採用され， 5月1 日から 12月 前京城帝国大学教授小林晴治郎 （東京帝大

9月の第2 日耀まで， 時計の針が1時間 理科大学選科明治42年修了）が諧師(1級官

進められた。 これは昭和26年限りで廃止 同格） に任ぜられて医動物学を担当し， 医

された。 動物学教室の創設者となった。

前橋医学専門学校が前橋医科大学に昇格 名誉教授（学内）島田吉三郎・越智真逸が学

した。 校教育法による名誉教授に推鷹ざれた。

脳神経外科研究会が設立された。 日本学術会議の初めての会員選挙が行なわ

6月 教授（皮府・泌尿器科学）片岡八束が女子専 れ， 教授（内科学）飯塚直彦・教授（生化学）

門部教授を辞任し， 購師小田完五が女子専 藤田秋治が第1 期会員（全国区）に当選した。

門部教授（皮岡・泌尿器科学）に任ぜられた。

6月 京都市民病院が中央市民病院と改称され 1949年（昭和24年）
た。（京都）

福井地震(7.2マグニチュ ー ド）がおこっ 1月 本学教員は京都府公立学校教員となった。
た。 学長勝義孝は2月で任期満了となるが， 再

7月 歯科学担当の嘱託購師美淡口玄が辞任し， 選ざれた。
購師（微生物学）竹田三郎が歯科学教室に転 1 月 教育公務員特例法が公布された。
じて歯科学を担当した。 公立大学教員は地方公務員となり， 公立

7月 国家公務員法が施行された。 学校教員となった。
日本学術会議法が公布された。 日本学術会議の第1回総会が開催された。
優生保護法が公布された。 優生保護法施行令が公布された。
医師法・歯科医師法・医療法が公布され 2月 整形外科が開設された。
た。 2月 県立鹿児島医科大学が鹿児島県立大学医
国民の祝日が決定された。 学部となった。

8 月 看護長谷ロスミが看護婦総取締を命ぜられ 山口県立医学専門学校が山口県立医科大

た。 学に併格した。

9月 昭和17年4 月の予科入学生が卒業し， 9月 私立京都薬学専門学校・仏教専門学校・

卒業は本年限りとなった。 同志社女子専門学校・私立京都女子専門

病理学教室（木造2階建 ， 建坪104坪， 延坪 学校が大学に昇格した。（京都）

148坪， 総工毀170万円）が竣工した。 臨済学院専門学校が花函大学に， 私立京

教授藤原謙造が定年退職し， 名誉教授 （学 都専門学校が種智院大学に少I•格改称され、

内）に推鷹された。 た。（京都）

9月 全日本学生自治会総連合（全学連）が結成 3月 女子専門部の第1回卒業式(65名）が行なわ
され， 官公立大学14 5校が加盟した。 れた。
大日本生理学会が日本生理学会と改称さ 4月 理学的診療科学が放射線科学と改称された。
れた。 附属甲種乃護婦学院が設置され， 院長が学

10月 医動物学教室が新設された。 院長を兼務した。高等学校卒業生が入学し，
看護婦総取締谷ロスミが辞任し， 看護長片 修学年限は3年であった。
岡敏子が看護婦総婦長を命ぜられた。 院長の3年の任期が1 年に改められた。
本学の比良山荘の改築工事が竣工した。 教授（内科学）飯塚直彦が院長を辞任し， 教

10月 日本連合衛生学会が日本衛生学会と改称 授（小児科学）斎藤二郎が院長に補せられた。
された。 4月 横浜市立医学専門学校が横浜市立医科大

新日本医師会協餞会 （後の新日本医師協 学に昇格した。

会）が設立された。 京都府立高等品林学校と京都府女子専門
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学校が合併昇格して府立西京大学が設立 のうち6名が放学となり， 2 名が勧告によ

ざれた。（京都） って退学し， 女専生徒12名が無期停学とな

日本交通医学会が日本交通災害医学会， った。

H本婦人科学会が日本産科婦人科学会と 女子専門部教授会流会事件に関連して助教

改称された。 授野中弥ー・女専教授足立興ー・竹沢徳敬

1ドル 360円の単一為替レートが設定さ が官吏分限令の準用による休職になった。

れた。 学生自治会が解散を命ぜられた。

5 月 東京大学医学部附属医院が附属病院と改 11月 湯）1|秀樹博士がノーベル物理学宜を受牧

称された。 した。わが国で最初のノーベル礼受宜者

国立学校設匠法が公布ざれ， 各都道府県 であった。

に69校の新制国立大学が設置されること 12月 身体節害者福祉法が公布された。

になった。

長綺医科大学が長崎大学医学部， 新潟医 1950年（昭和25年）
科大学が新潟大学医学部になった。

6 月 副手が廃止され， 研修員が設けられた。 1 月 生理学 ・ 生物物理化学・病理学 ・ 微生物学

微生物学教室が竣工した。 ・胃腸科学・外科学・登形外科学 ・ 耳昴咽

休職中の助教授（歯科学）井尻万太郎が退職 喉科学・眼科学・皮岡泌尿器科学・放射線

した。 科学・歯科学の12教室の助教授陣の充実が

石護婦総婦長片岡敏子が辞任し， 石護長岡 行なわれた。

崎ンゲ子がれ護婦総婦長を命ぜられた。 歯科学担当の購師竹田三郎が助教授に井進

6月 死体解剖保存法が公布され， 引坂者のな した。

い遣体については死後30日までの期間は 放学生 6名が京都地方裁判所に放学処分取

遺体を保存しなければならないが， その 消諮求の訴訟をおこした。

後は医学の教育・研究のために解剖を行 1月 満年齢が実施された。

なってもよいことになった(12月 10日施 千円札が発行された。

行）。 2 月 北海逍立女子医学専門学校が札幌医科大

7 月 日本体力医学会が設立された。 学に井格改称された。

8 月 予科教授（ドイツ語）臼井竹次郎が京都大学 3 月 女子専門部の第2回卒業式(48名）が行なわ

助教授に転出のため退職した。 れた。

9 月 京都府立医科大学新聞が第193号で廃刊と 予科教授（生物学）北上四郎が熊本県立女子

なった。 大学教授に転出のため退戦した。

10月 京阪神急行屯鉄（阪急）から京阪電鉄が独 予科教授（数学）森脊四郎が大阪学芸大学教

立した。（京都） 授に転出のため退職した。

日本気管食逍科学会が設立された。 予科教授（物理学）杉原雅が西京大学教授に

11月 教授鈴木成美（微生物学） • 田中秋三（病理 転出し， 予科教授を併任した。

学）・薬局長梅田良三（化学） が女子専門部 予科教授（国語）浅田普二郎が西京大学助教

教授を辞任した。 授に転出し， 予科教授を併任した。

9 日に本科学生8名と女専生徒12名が非公 3 月 知事木村惇が辞任した。（京都）

開の女子専門部教授会へ進入して傍聴を強 東京女子医学専門学校が東京女子医科大

行しようとしたため， 教授会は流会となっ 学に昇格した。

た。学生生徒の入湯と同時に教授足立輿一 第三高等学校が廃止された。（京都）

•竹沢徳敬から教授会公開動隊が提案され 私立京都外国語大学が設立された。（京都）

たが否決されたため， 学生生徒に退去が命 日本東洋医学会が設立された。

ぜられたが， これに応じなかったために流 4 月 教授（小児科学）斎藤二郎が院長を辞任し，

会となった。 教授（内科学）細田孟が院長に補せられた。

女子IIlf'1部教授会流会市件で本科学生8名 4 月 名古屋女子医科大学が名古屋市立大学医
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学部となった。 をうけた。

東京大学医学部で第一厚生女学部が附屈 第一宿で勝訴した放学生 6 名が大阪高等裁
店護学校と改称された。 判所に放学処分執行停止命令申請由を提出
元中小企業庁長官蛯JI/虎三（社会党）が第 した。

2 代公選知事として第34代の京都府知事 11月 「君が代」の国歌が復活された。

に就任した。（京都） 京都駅の本館が全焼した。（京都）
京都市立絵画専門学校が市立美術大学に 12 月 教授（生物物理化学）勝義孝が日本学術会議
昇格した。（京都） 第 2 期会員に当選した。
市立莉等石護学院が設立された。（京都） 幹事藤井粂次郎 (58歳）が死去した。
身体節害者福祉法施行規則が公布された。 12月 地方公務員法が公布された。

5 月 教授（内科学）飯塚直彦が定年退職した。 医師の総数は 76,446 名（このうち大学卒
5 月 新生活保護法が公布された。 業生は 29,549 名， 医専卒業生は 31,638

6 月 生理学教室・薬理学教室・衛生学教室・実 名）であった。
習室の木造 2 階建 2 棟•平屋建 l 棟（建坪

305坪， 延坪468坪， 総工費835万円）が旧莉 1951年（昭和26年）
護婦寄宿舎跡に竣工した。

附属病院（←附属医院）
生理学・薬理学・衛生学の 3 教室のある区

予科・附属女子専門部廃止
城は西構と呼ばれた。

6 月 朝鮮戦争が勃発した。 1 月 吉田茂首相の異議申立てにより放学生 6 名

7 月 京都地方裁判所で放学生 6 名の放学処分は の放学処分執行停止命令申謂書が却下され

違法であるとの判決があり， 大学側は大阪 た。

翡等裁判所に控訴した。 基礎医学東学舎の改築工市が起エされた。

予科教授（英語）習田達夫が九州大学助教授 2 月 地方公務員法が施行ざれた。

に転出のため退職した。 血液銀行が誕生した。

京都府立医科大学雑誌の欧文名が第47巻第 3 月 予科教授（ドイツ語）兼予科主事榎本安三郎
4 号から Journal of Kyoto Prefectural が退職した。
Medical University と改められた。 予科教授宮田一（英語）・箕浦忠愛（生物学）

7 月 朝鮮戦争で軍需フ
’

ー ムがおこった。 ・東淡正（数学）・武田鉄五郎（ドイツ語）．
8 月 名脊教授（学内）角田隆•藤原謙造が学校教 荒木新太郎（化学）が退戦した。予科教授併

育法による名誉教授に推匹された。 任の杉原雅（物理学）・浅田善二郎（国語）が
8 月 狂犬病予防法が公布された。 退職した。

9 月 学友会通信が創刊された。 予科が廃止された。

9 月 府立精神病院が府立洛南病院と改称され 女子専門部の最後の第 3 回卒業式 (53 名）が

た。（京都） 行なわれ， 女子専門部は廃止された。

10 月 名脊教授（学内）小川瑳五郎・洩山忠愛が学 女子専門部教授兼大学助教授志多半三郎

校教育法による名誉教授に推薦された。 （産婦人科学）・木口直二（外科学）・小田完

元教授中川清・飯塚直彦が学校教育法によ 五（皮！打・泌尿器科学）が女専教授を辞任し

る名誉教授に推薦ざれた。 た。

10月 第 7 回国勢調査で10月 1 日現在の京都府 休職中の女子専門部教授足立典ー（解剖学）

の人口は 1,832,934 人， 京都市の人口は •竹沢徳敬（耳鼻咽喉科学）が退職した。

1,101,845人であった。（京都） 附属厚生女学部の府護婦科が廃止された。

11 月 昭和20年12月以来公開の教授会が非公開に 3 月 結核予防法が公布された。

改められた。 4 月 女子専門部教授西田只（内科学）・三宅廉

第一審で勝訴した放学生の聴諧強行 (11月 （小児科学）・上野弘（眼科学）が大学助教授

下旬） に協力した学生 7 名のうち， 2 名が に任ぜられた。

放学， 3 名が無期停学となり， 2 名が戒告 前予科教授宮田一が講師を載託され， 教務
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諌勤務を命ぜられた。 11月 教授（神経精神科学）久保翌二郎が定年退職
附屈医院が附属病院と改称された。 し， 名誉教授に推四された（昭和27年2月）。
女子専門部附屈医院（通称伏見分院）が附属 助教授中村恒男（本学昭和10年卒業）が教授
伏見病院と改称された。 （小児科学）に任ぜられた。
伏見の大介治ー氏（銘酒月桂冠醸造元）から 助教授（小児科学， 伏見病院）三宅廉が教授
亡父恒吉氏の遺志により100万円が伏見病 に井進して退職し， 京都女子大学教授に転
院に寄付された。 出した。
附屈乙種府護姐学院が伏見病院に設骰され 12月 学長勝義孝は翌年2月で任期滴了となるが，
た。中学校卒業生が入学し， 修学年限は2 三選された。
年であった。 田川沿いに基礎医学東学舎 （解剖学教室・

4月 弘前医科大学が弘前大学医学部， 前橋医 病理学教室・法医学教室・医動物学教室・
科大学が群馬大学医学部， 千葉医科大学 同位元素研究室・病理解剖室・法医解剖室
が千葉大学医学部， 金沢医科大学が金沢 ・実習室3室・綜合標本室2室・死体貯蔵
大学医学部， 松本医科大学が信州大学医 室， 地下1階地上4階建，建 坪274坪，延坪
学部， 岡山医科大学が岡山大学医学部， 1,27 7 坪， 総工費6,850万円）が竣工した。
米子医科大学が鳥取大学医学部， 熊本医 12月 ラジオ京都が放送を開始した。（京都）
科大学が熊本大学医学部となった。 この年 全国医学生協議会が結成され， インタ
第13回日本医学会総会が東京で開催され ーン制度・医師国家試験の即時廃止の
た。 運動が展開ざれた。
保健婦・助産婦・石護妍令が改正され，
府護婦の甲種乙種の別が廃止され， 別に 1952 年（昭和 27 年）
准府護婦が設けられた。なお， 乙種府護

新制京都府立医科大学(4年制）婦養成所は昭和29年3月まで存続するこ
とになった。 1 月 病院長の任期が2年に改められた。
近畿保健婦専門学校が設立された。 （京 解剖学・病理学・法医学・医動物学の各教
都） 室が基礎医学東学舎へ移転した。

5月 教授（小児科学）斎藤二郎が定年退職し， 名 同位元素研究室が基礎医学東学舎内に開設
営教授に推服された(6月）。 された。

名誉教授小川瑳五郎( 7 5歳）が死去した。 助教授（内科学）角本永ーが教授に井進して
5 月 日本放射性同位元索協会が設立された。 退職し， 国立舞鵡病院長に転山した。

6月 胃腸科学教室が内科学教室と改称された。 1 月 国立精神衛生研究所が設立された。
診旅科としての胃腸科はそのままであった。 2 月 助教授小谷庄四郎（本学昭和6年卒業）が教
府護婦総婦長岡崎シゲ子が辞任し， 府護長 授（神経精神科学）に任ぜられた。
片岡敏子が刃護婦総婦長を命ぜられた。 学校教育法による新制京都府立医科大学

6月 医薬分業法が公布された(30年1月施行）。 ( 4年制）の設爵が認可された。
診療ニックス線技師法が公布された。 生物物理化学教室が解剖学教室の建物から

8月 助教授舘石叔（本学昭和 2年卒業） が教授 元の病理学教室の建物へ移転した。
（内科学）に任ぜられ， 内科第一部長を命ぜ 2月 兵庫県立医科大学が神戸医科大学， 広島
られた。 限立医科大学が広島医科大学と改称され

9月 放学生の聴購強行に協力して無期停学中の た。

学生1名（本科3 回生）が復学した。 束邦医科大学が東邦大学医学部， 順天堂
9 月 52カ国が参加してサソフランシスコ対日 医科大学が順天堂大学医学部， 横浜市立

講和 会議が開催され， 対日平和条約・日 医科大学が横浜市立大学医学部， 三重県

米安全保障条約の調印が行なわれた。 立医科大学が三重県立大学医学部， 久留
10月 脳神経外科研究会が日本脳神経外科学会 米医科大学が久留米大 学 医 学 部となっ

と改称された。 た。
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3月 新制大学では歯科学が必須科目から除かれ 10月 女子専門部教授会流会事件で退学した学生

たために， 歯科学教室は廃止された。診療 1名が旧制の本科2学年に再入学した。

科としての歯科は存続した。 第4回西日本医科学生綜合体育大会 （明石

4月 新制京都府立医科大学が発足し， 第1回の 市） に初参加し， 総合成絞は17校中 5 位で

入学生82名（他大学教養課程修了者）が入学 あった。

した。 謄写版刷りの医大学生新聞（隔月刊）が創刊

生物物理化学が生物理化学， 神経粕神科学 された。

が精神医学， 放射線科学が放射線医学と改 10月 日本アレルギー学会が設立された。

称された。神経精神科・放射線科の診療科 11月 創立80周年記念祝賀式典が2日に挙行され

名は変更されなかった。 た。 7 0周年までは数え年で行なわれてきた

附属甲種氾護婦学院が附属洒護婦学院と改 が， 80周年からは満の年で行なわれること
称された。 になった。

附属准霜護婦学院が設置された。中学卒業 12月 綜合諧堂（建 坪316 坪， 延坪4 0 8坪， 総工費
生が入学し， 修学年限は2年であった。 4,0 76万円）が旧解剖学教室跡に竣工した。
伏見病院内の附属乙種看談婦学院が附属准

沼護婦学院に併合された。 1953年（昭和28年）
女子専門部教授会流会事件で退学した学生

1名が旧制の本科2学年に再入学した。 2月 日本ウイルス学会が設立された。
教授（薬理学）藤井猪十郎が定年退職し， 名 NHK東京テレビがテレビ放送を開始した。
誉教授に推薦された(6月）。 3月 名誉教授浅山忠愛( 73歳）が死去した。
学長（旧制）兼教授（生物理化学）勝義孝が新 附属厚生女学部の助産婦科が廃止され， 厚
制大学の学長事務取扱を命ぜられた。 生女学部は完全に廃止された。

4月 恩賜京都博物館が国に移管ざれ， 京都国 3月 日本血液銀行運営研究会が日本輪血研究
立博物館と改称された。（京都） 会と改称された。
対日平和条約・日米安保条約が発効し， 学位令が改正された。
GHQ（迎合軍総司令部）が廃止された。 4月 図柑館主任が図書館長と改称された。

5月 教授（生理学）吉村寿人が図書館主任を命ぜ 学友会会則が改正され， 学生は会員から除
られた。 外された。

幹事長漆葉見龍が退職し， 京都府総務部長 大学が大阪高等裁判所に控訴していた放学
伊吹貞治が幹事長に任ぜられた。 生 6 名のうち， 5 名については第一審の判
綜合講堂の新築工事が起工ざれた。 決（放学処分取消）が取り消され， 1名につ

5月 京都駅の改築工事が竣工した。（京都） いては第一審の判決（放学処分取消）が認め

6月 教授（外科学）横田浩吉が休職になった。 られた。大学は敗訴となった 1名について

電子顕微鏡研究室が微生物学教室内に開設 最高裁判所に上告した(5月）。
された。 5月 放学生の聴購強行に協力して無期停学中の

幹事長が事務局長と改称された。 学生2 名（本科3回生）が復学した。
6月 日本血液銀行運営協会が設立された。 5月 舞鶴赤十字病院が開設された。（京都）

日本脳波学会が設立された。 6月 教授（産婦人科学）山田一夫が定年退職し，
7月 東京大学医学部に麻酔学教室が新設され 名脊教授に推囮された(9月）。

た。 学長選考規程が新たに制定され， 任期が3
日本農村医学会が設立された。 年（重任後は2年）に改められた。
日本医師会の政治活動機関として日本医 店護婦総婦長片岡敏子が辞任し， 看護長亀
師連盟が結成された。 山笑子が府護妍総婦長を命ぜられた。

8月 学生自治会が再建された。 職員厚生会が設立された。

伏見病院の手術室が大介治ー氏の寄付金 綜合講堂が記念会館と改称された。
（昭和26年 4月）によって竣工した。 7月 日本化学療法学会が設立された。
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8月 広島医科大学が広島大学医学部となった。 3月 日本翰血研究会が日本輸血学会と改称さ

府立与謝の海療養所が結核療焚所として れた。

開設された。（京都） 知耶愁川虎三が知事選挙立候補のために
民間テレビ放送が開始された。 辞任した。（京都）

9月 学長（旧制）兼教授（生物理化学）勝義孝が新 4月 教授（内科学）細田孟が院長を辞任し， 教授

制大学の学長事務取扱を辞任し， 教授 （皮 （放射線医学）後藤五郎が院長に補せられた。

府・泌尿器科学） 片岡八束が新制大学の学 4月 市立麻等府護学院が市立府護短期大学に

長に任命された。 外格した。（京都）
休職中の教授（外科学）横田浩吉(60歳）が死 蛯川虎三が第3 代公選知事として再選さ
去し， 大学葬が行なわれた。 れ， 第35代の京都府知事に就任した。

教授（放射線医学）後藤冗郎が学友会理事長 （京都）
を辞退した。 5月 学生部が新設された。

10月 教授（微生物学）鈴木成美が学友会理事長に 教授（解剖学）山田博が初代の学生部長に補
なった。 せられた。
第5回西日本医科学生綜合体百・大会 （岐阜 助教授河村謙二（本学昭和4年卒業）が教授
市）で18校中12位であった。 （外科学）に任ぜられ， 外科第二部長を命ぜ
附属伏見病院が附属病院伏見分院に変更さ られた。
れた。 5月 日本麻酔学会が設立された。

1 0月 町村合併促進法が施行された。 6月 助教授（購師）選定規程が制定された。

11月 学長（旧制）兼教授（生物理化学）勝義孝が旧 粟田口の胄蓮院の入口に療病院址の記念碑
制大学の学長を辞任し， 学長片岡八束が旧 が建てられた。
制大学の学長を兼任した。 6月 全日本漢方医師連盟が結成された。

11月 日本胸部外科学会が設立された。 7月 中央図也館が附属図円舘と改称された。
同志社大学で開催された全日本学園復興 附属図也館長選定規程が制定された。
会議に参加した学生のデモ隊が荒神橋で 学内公報（月刊）が創刊された。
菩官隊と栂突し， 11名の学生が鴨川に転 最高裁判所で放学生上田好治に対する大学
落して重軽街を負った（荒神橋流血事件）。 側の上告は却下され， 大学側の敗訴となっ
（京都） た。

12月 教授（外科学）望月成人が日本学術会議第3 中京区木屋町御池上ル上樵木町の児童遊園
期会員に当選した。 地の東北隅に木屋町療病院址の記念碑が建

12月 熊本県水俣市の新日本空索肥料水俣工場 てられた。
の排液中の水銀が原因となって水俣病が 7月 寿命学会が設立された。
発生した。 8月 本学と西京大学との併合をもくろむ京都府

の京都府立大学構想に反対の声明を出した。

1954年（昭和29年） 9月 助教授小沢俊次（本学昭和12年卒業）が教授

（楽理学）に任ぜられた。
1 月 教授会規程が新たに制定された。 講師水勝（本学昭和 5年卒業） が教授（外科

購師(1級官同格）小林晴治郎（医動物学）． 学） に任ぜられ， 外科第一部長を命ぜられ

小南又一郎（法医学）が教授会構成只に加え た。

られた。 最高裁判所で勝訴の判決をうけた上田好治

附属病院長選考規程が新たに制定された。 が旧制の本科 2 学年に復学した。
2 月 教授（外科学）茎月成人が定年退職し， 名営 医大学生新聞が京都府立医大学生新聞と改

教授に推皿された(3月）。 称された。
3月 教授選定規程が新たに制定された。 10月 助教授（産婦人科学）志多半三郎が教授に外

束京大学助教授沢崎千秋（東京帝大昭和 6 進して退職した。

年卒業）が教授（産婦人科学）に任ぜられた。 事務局長伊吹貞治が， 局長を辞任し (30年
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4 月退職）， 京都府宇治地方事務所長三輪 10年卒業）が教授（英語）に任ぜられた。

光之丞が事務局長に任ぜられた。 府護長片岡敏子が府護婦総婦長代理を命ぜ

法医学担当の購師小南又一郎が休戦になっ られた。

た。 進学課程校舎（旧予科校舎）の呼称が分校と

第 6 回西日本医科学生綜合体育大会 （徳島 なった。
市）で21校中 8 位であった。 進学課程の第 1 回の入学式 (88名）が行なわ

10月 東京大学で大学院博士課程が開設され， れた。 専門課程には他大学の教養課程修了
生物系研究科医学専門課程が設置された。 者が入学した。

11 月 法医学担当の休職中の諧師小南叉一郎 (71 6 年制医科大学における教授会の 一•本建が
歳）が死去した。 確認された。
教授（皮附．泌尿器科学）片岡八束が教授を 4 月 6 年制医科大学が発足し， 53大学に医学
定年退職し， 学長専任になった。 進学課程が設置された。

11月 大阪女子医科大学が閑西医科大学と改称 大阪市立医科大学が大阪市立大学医学部
された。 となった。

全日本医学生連合（医学連）が結成された。 第 14回日本医学会総会が京都で開催され
12 月 名営教授飯塚直彦(67歳）が死去した。 た。

助手の購師（非常勤）兼務制度が設けられた。 5 月 立教大学助教授仲尾善雄（東京帝大昭和14

12月 医薬分業延期法が公布ざれた。 年卒業） が助教授に任ぜられて， 生物学を

担当した。

1955 年（昭和 30 年） 大学の職員組合が府職員組合に併合された。

6年制京都府立医科大学（← 4 年制京都府
6 月 京都大学助教授藤喜好文 （京都帝大昭和15

立医科大学）
年卒業）が教授（物理学）に任ぜられた。
医学連の地方ブロック別ゼミナールとして

旧制京都府立医科大学本科廃止 第 1 回関西医学生ゼミナールが本学で開催

1 月 学生自治会が全日本医学生連合（医学連）に された。

加盟した。 7 月 教授（生理学）吉村寿人が図由館長を辞任し

2 月 大学院の生理学に 2 購座が必要となり， 生 た。

物理化学教室が生理学教室に合併された。 7 月 鹿児島県立大学医学部が（国立）鹿児島大

教授（生物理化学）勝義孝は生理学教室に転 学医学部となった。

じて生理学を担当した。 東京大学医学部で歯科学教室が口腔外科

伏見分院長選考規程が制定された。 学教室と改称された。

3 月 旧制京都府立医科大学の最後の第30回卒業 8 月 教授（解剖学）野田秀俊が図祖館長に補せら

式 (98名）が行なわれて， 旧制大学の本科は れた。

廃止され， 研究科のみが昭和36年 3 月まで 京都府立医科大学八十年史（創立80周年記

存続することになった。 念事業）が刊行された。

京都府立医科大学 （新制） が 6 年制医科大 8 月 森永製菓徳島工湯製造の粉ミルク中の砒

学（進学課程 2 年・専門課程 4 年）として認 素による慢性中毒事件がおこった。

可され， 進学課程が設置された。 入学定員 9 月 進学課程に物理学・化学・生物学・数学·
は80名であった。 英語・ドイツ語・人文科学・社会科学の 8

看護婦総婦長亀山笑子が退職した。 教室が設けられた。
3 月 国立らい研究所が開設ざれた。 京都学芸大学助教授原俊彦（京都帝大昭和

4 月 京都大学助教授久保忠雄（京都帝大昭和14 8 年卒業）が教授（ドイツ語）に任ぜられた。

年卒業）が教授（数学）に任ぜられた。 助教授仲尾善雄が教授（生物学）に昇進した。

京都大学助教授三谷一雄（京都帝大昭和14 9 月 京都市に北区・南区が設けられた。 （京
年卒業）が教授（化学）に任ぜられた。 都）
京都学芸大学教授服部英二（京都帝大昭和 10 月 第 7 回西日本医科学生綜合体育大会 （京都
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市） が本学の当番で開催され， 23校中7 位 教授（衛生学）緒方洪平が学長耶務代理を命
であった。 ぜられた。

第1回 全国医学生ゼミナ ー ルが本学で開催 名袢教授望月成人が学長に任命された。

された。 3月 新制 京都府立医科大学の 第1回の卒業式

京都府立医大学生新聞と学友会通信とが合 (80名）が行なわれた。

併し， 京都府立医科大学新聞が6年ぶりで 教授（衛生学）緒方洪平が定年退職し， 名誉

本学新聞会から第229 号をもって復刊ざれ 教授に推鷹された（昭和 32年6 月）。

た。この号数は廃刊時の号数（第193号）に 3月 京都府が地方財政再建団体に指定された。

その後の学生新聞・学友会通信の合計発行 （京都）

号数が加えられたものである。 4月 放学生の聴購強行に協力して放学となった

10月 第8回国勢調査で10月 1 日現在の京都府 （昭和25年11月）学生2名が旧制大学の本科

の人口は1,935,161人， 京都市の人口は 3学年に再入学した。

1,204,084人であった。（京都） 女子専門部教授会流会事件で 放学処分をう

11月 名誉教授推鷹取扱手続（昭和25年 8 月）が廃 けた学生6名のうち， 復学を希望する3名

止され， 名誉教授称号授与規程が制定され が 旧制大学の 本科 3学年(2名）・ 2 学年

た。 ( 1名） に再入学した （これはさきに復学し

本学の比艮山荘の修復上'J°fが行なわれた。 た本科2回生上田好治の大学に対する法的

学長片岡八束が大学院設位のための教授陣 沢任追求・賠償要求の取下げとの交換条件

容強化策として全教授に辞表の提出を求め によるものであった）。
た。 他大学教焚課程修了者の本学専門課程への

11月 京都府組織規程が制定された。（京都） 入学は本年限りで打ち切られた。

府立平安病院が府立洛東病院と改称され 教授（放射線医学）後藤五郎が院長を辞任し，
た。（京都） 教授（眼科学）引削経ーが院長に補せられた。
京都府身体悴害者福祉セ ‘ノク ー が開設さ 教授（第二解剖学）山田博が学生部長を辞任
れた。（京都） し， 教授（薬理学）小沢俊次が学生部長に補

12月 学長片岡八束は全教授に対する辞表提出要 せられた。

求を撤回したが， 大学院設性を見送ること 4月 医 薬分業が実施された。

にしたため， 教授会から学長に辞任が要求 東京大学医学部で助産婦復習科が附属助

された。 産婦学 校と改称された。

助教授（歯科学）竹田三郎(42歳）が死去し， 5 月 売春防止法が公布された(33年 4月施行）。

教授に昇進した。 6月 診療科に部長・副部長のほかに診療主任・

北海道大学教授岩下健三（東京帝大昭和 5 診療副主任が設けられた。

年卒業）が教授 （皮膚・泌尿器科学） に任ぜ 創立80周年記念事業委員会が 解散した。な

られた。 ぉ， 鉗金総額は 800 万円で 大学からの補助

金は50万円であった。このうち455万円が

1956 年（昭和 31 年）
綜合購堂の整備に， 95万円が学友会館の整

備に， 87万円が八十年史の刊行にあてられ

2 月 複数教授の教室 （解剖学・生理学・病理学 た。

・内科学・外科学） は00学第一•第ニ ・ 刃護妍総婦長代理片岡敏子が辞任した。

第三教室の呼称をもって分離独立した。一 7月 刃護婦総婦長が総府護婦長と改称された。

般には第一 •第二•第三00学教室と呼ば 府殿長桑野美智が総沼護婦長を命ぜられた。

れた。 10月 第8回西日本医科学生綜合体育大会 （岡山

複数部長のいる内科・外科は第一•第ニ・ 市）で24校中5 位であった。

第三の番号を冠することになった。 学位受領者が1,000人に達した。

学長片岡八束が退職し， 名許教授に推肌さ 11月 東海逍本線の電化が完成した。

れた( 4月）。 12月 教授（第二内科学）細田孟が日本学術会議第

ヽ
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4期会員に当選した。 カ月間の減給(1割）と 1 年間の教室事務管
12月 日本の国際連合加盟が国連総会で可決さ 理停止の処分をうけた。

れた。 9月 附属刃護婦学院に臨時に別科課程( 2年）が

設匠された。
1957年（昭和32年） 京都府立医科大学協議会が全学協議会と改

京都府立医科大学大学院 称された。構成団は教授 団·助教授諧師団

1 月 荒神橋西詰の学友会館の土地・建物が京都 ・助手副手団（研修員・莱剤手・大学院学

府から学友会に譲渡された。 生・研究生を含む）・事務瞼員団・現業職員

2月 東京大学助教授額田祭（東京帝大昭和12年 団・君護婦団・学生自治会（インタ ー ンを

卒業）が教授（衛生学）に任ぜられた。 含む）・分 校学生自治会・看護婦学院学生自

烏坂大学教授小片重男 （新潟医大昭和13年
治会の9団体であった。

卒業）が教授 （法医学） に任ぜられ， 法医学 9 月 人工内臓研究会が設立された。

の初代の教授 となった。 京都測候所が京都地方気象台と改称され

3月 大学院（医学研究科， 博士課程， 4年制）の た。 （京都）

設位が認可された。 医学研究科には生理系 10月 助教授（外科学）木口直二が伏見分院長に補

・病理系・社会医学系・内科系・外科系の せられた。
5つの専攻課程が置かれた。 第9回西日本医科学生綜合体育大会（福岡

附属準石護婦学院が廃止された。 市）で24校中15位であった。

4月 大学院学則・大学院委員会規程が制定され 京都府立医科大学新聞（昭和3 年 4 月創刊 ）

た。 の創刊250号記念号が発行された。

専門課程の教授が大学院学生指媒を命ぜら 11月 教授 定年退職申合せが廃止され， 教只停年

れた。 規程が制定された。 停年は60~63歳とし，

心電図・脳波測定室が開設された。 学年末退職に改められた (63 歳の学年末以

6月 教授（放射線医学）後藤五郎が定年退職し， 前の退職の場合には， 退職金の特別取扱は

名誉教授 に推薦された(8 月）。 行なわれない）。 なお， 現在停年 に達し

学長の学友会長兼務制が廃止され， 古玉太 ているものは 1 年後に退職することになっ

郎（京都府立医専大正7 年卒業， 京都第二 た。

赤十字病院長）が初代の会長になった。 教授（第二生理学）勝義孝が60 歳で 停年退職
自治庁長官田中伊三次が附属病院診療棟改 し， 名誉教授 に推匹ざれた(12月）。
築工事第1期起債(3 カ年計画，1.6億円）の 11月 長崎大学医学部創立百周年記念式典 が挙
実地検分を行なった。 行された。 安政4年(1857年）11月に医学

7月 大学院設位のために2 月から定年退職が延 伝習所が開設されてから満100 年になる。
期されていた教授（第三内科学）川井銀之助 12月 日本糖尿病学会が設立された。
が定年退職し， 名営教授に推匹された (8 府立植物園が進駐軍から返遠された。（京
月）。 都）
医動物学担当の講師小林晴治郎が休職にな

った。 1958年（昭和33年）
本学附属病院が綜合病院に準ずる病院から

綜合病院に変更された。 1 月 助教授増田正典（本学昭和1 5 年卒業）が教授

7 月 国立放射線医学総合研究所が設立された。 （第三内科学）に任ぜられた。

8月 教授（第一解剖学）野田秀俊が図柑館長を辞 2月 副手が再び設けられた。

任し， 教授（第二病理学）田中 秋：：：が図円館 伏見分院に心臓外科が開設された。

長に補せられた。 石護婦学院規則が制定された。

教授（第一外科学）峯勝が他病院へ赴任した 3月 学生部長選定規程が制定され， 任期は2年

助手の退職手続をとらずに9カ月間助手の に定められた。

給料を教室の研究費に流用した事件で ， 6 教授来須正男（整形外科学） •藤田秋治（生

ヽ
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化学） が停年退職し， 名誉教授 に推四され 堂が開設された。
た(4月）。 11月 弘前大学教授諸宮武文（日本医大昭和13年

教授（産婦人科学）沢崎千秋が日本大学教授 卒業）が教授（整形外科学）に任ぜられた。
に転出のため退戦した。 12月 助教授徳田源市（本学昭和15年卒業）が教授
教授（薬理学）小沢俊次が学生部長を辞任し （産婦人科学）に任ぜられた。

た。 12月 1万円札が発行された。

3月 3月 3 日が「耳の日」， 8月7 日が 「氏の

日」と定められた。 1959年（昭和34年）

4月 信州大学教授金田弘（本学昭和7 年卒業）が

教授（放射線医学）に任ぜられた。 1月 名営教授藤井猪十郎(69歳）が死去した。

教授（微生物学）鈴木成美が学生部長に補せ 1月 新国民健康保険法が施行された。

られた。 メ ー トル法が完全に実施された。

教授（眼科学）弓削経ーが院長を辞任し， 教 私立京都外国語短期大学が私立京都外国

授（耳凡咽喉科学）中村文雄が院長に補せら 語大学に井格した。（京都）

れた。 2 月 学長望月成人が退職し， 教授（第二内科学）

4月 売春防止法が施行された。 細田孟が学長職務代理を命ぜられた。

学校保健法が公布された。 2月 新府庁舎が竣工した。（京都）

知事蛯川虎三が第 4 代公選知事として三 3月 教授（眼科学）弓削経ーが学長に任命された。

選され， 第36代の京都府知事に就任した。 名誉教授 中川清(73歳）が死去した。

（京都） 教授（第二内科学）細田孟が停年退職し， 名

角膜移植法が公布された(7月16日施行）。 誉教授 に推皿された(4月）。

5月 教授（第一内科学）舘石叔(55歳）が死去し， 3月 府立西京大学が京都府立大学と改称され

大学葬が行なわれた。 た。（京都）

生活協同組合が設立された。 4月 第15回日本医学会総会が東京で開催され

5月 東京大学医学部創立百年記念式典が挙行 た。

された。 安政5 年(1858年） 5月に種痘館 日本医学映画学会が設立された。

が洲設されてから満100年になる。 5月 学生課長水野重ーによる84人の学位記の無

NHKのテレピ契約が100万台を超えた。 認可発行（文部省への認可申請手続をとら

6月 医動物学担当の休職中の諧師小林晴治郎が ずに発行） と学位論文審査料横領の不祥事

復職した。 件がおこった。

7月 学友会通信（不定期）が復刊された。 解剖体数が 1万体に達した。

8月 診療棟改築第 1 期工事が起工された（松村 6月 無認可発行の学位記をもつ84人に正式の学

組）。 位記が交付された。

8月 日本対癌協会が設立された。 客員購師等委隊坂扱内規が制定された。

9月 北海道大学教授岩瀕善彦（北海道帝大昭和 クラス担任教授 制が設けられた。

16年卒業）が教授 （第二生理学） に任ぜられ 7月 麻酔科が開設された。

た。 学生課長水野重ーが学位記無認可発行と学

10月 第10回西日本医科学生綜合体育大会（名古 位論文審査料横領のため， 懲戒免職になっ

屋市 ）で24校中 5 位であった。 た。

助教授能勢普嗣（本学昭和15年卒業）が教授 教授（微生物学）鈴木成美が学生部長を引貢

（生化学）に任ぜられた。 辞任した。

医動物学担当の購師小林晴治郎が教員停年 教授（生物学）仲尾善雄が科学技術庁放射線

規程により停年退職した。 医学研究所生物学部長に転出のため退職し

研究生制度が新設され， 研究科（旧制）への た。

入学は打ち切られた。 7月 日本腎臓病学会が設立された。

基礎講堂の地階に学生ホ ー ル・生協地下食 8月 助教授丸本晋（本学昭和 6 年卒業） が教授
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（第二内科学）に任ぜられた。 4月 助教授吉田秀雄（本学昭和12年卒業）が教授

診療棟改築第 1期工事（外科・整形外科・ （第一内科学）に任ぜられた。

産婦人科・放射線科・中央手術部・麻酔科 教授（耳昴咽喉科学）中村文雄 が院長を辞任

・臨床検査科・中央材料室， 地下 1階地上 し， 教授（皮附・泌尿器科学）岩下健三が院

5階建， 建坪212坪， 延坪1,436坪， 総工役 長に補せられた。

15,300万円）が竣工した。 研修員が学外派述者の呼称に変更された。

教育 ・ 保健 ・ 医療機関援助規程が制定され 学友会の事業団体として財団法人青蓮会が

た。 設立され， 学友会長古玉太郎が青蓮会理事

附属君護婦学院の別科課程が廃止された。 長を兼ねた。

9月 烏取大学教授 長花操（京城帝大昭和 6年卒 学友会理事長は廃止され， 教授 （微生物

業）が教授 （医動物学） に任ぜられ， 医動物 学）鈴木成美は学友会理事長をやめた。

学の初代の教授 となった。 4 月 京都会館が竣工した。（京都）

本学の英語呼称がKyoto Prefectural 5月 京都府立医科大学組織細則が制定された。
University of Medicine と定められた。 00学第一•第二•第三教室（通称第一・

附属病院の細菌検査所が廃止された。 第二•第三00学教室） の教室呼称が正式

附属病院に臨床検査科が設けられた。 に第一•第二•第三00学教室と改称され
9月 伊努湾台風で 5,200人の死者 ・ 行方不明 た。

が出た。 臨床検査科が臨床検査部， 麻酔科が麻酔部
10月 附属病院に中央手術部・中央材料室が設け と改称された。

られた。 附属病院に看護部が設けられ， これに各科

第11回西日本医科学生綜合体育大会（大阪 外来看護係・各病舎眉護係が置かれた。

市）で24校中6位であった。 5 月 チリ大地震(8.0マグニチュ ー ド）による

教授（衛生学）額田染が学生部長に補せられ 太平洋沿岸の大津波で， 北海道南沿岸・
た。 三陸沿岸が大被害をうけた。

10月 日本老年学会（日本老年医学会・日本老 6月 京都府立医科大学処務細則が制定された。

年社会科学会）が設立された。 看護長が看護係長と改称された。
12月 教授（第一病理学）荒木正哉が日本学術会議 6月 全学連700 人が安保阻止行動で国会構内

第5期会員に当選した。 に乱入し， 警官隊との乱闘で双方に510
京都大学購師小野喜三郎（京都帝大昭和 3 人の負傷者を出し， 東大生樺美智子が死

年卒業）が教授（生物学）に任ぜられた。 亡した。

7月 助教授（放射線医学）横井勝朗が教授 に昇進

1960年（昭和35年） して退職した。

8月 教授（第二病理学）田中秋三が図書館長を辞

1月 大学の新年懇親会が毎年京都ホテルで行な 任し， 教授（生化学）能勢善嗣が図古館長に

われることになった。 補せられた。

大学院の内科系・外科系の入学には1 年以 研究生規程が制定された。

上の臨床経験が必要になった。 9月 カラ ー テレビ放送が開始された。

1 月 東京大学医学部で形成外科学教室が新設 10月 第12回西日本医科学生綜合体育大会（広島

された。 市）で24校中8 位であった。

2 月 診療棟改築第 2期工事が起工された（松村 10月 第 9回国勢調査で10月1 日現在の京都府

組）。 の人口は1, 993,403人， 京都市の人口は

学位受領者が1,500名に達した。 1,284,818人であった。（京都）

3月 助教授（整形外科学）保田岩夫が教授 に昇進 11月 名誉教授越智真逸(76歳）が死去した。

して退職した。 教授（第一解剖学）野田秀俊(52 歳）が死去し，
3月 麻酔科の標榜が許可された。 大学葬が行なわれた。

艇肺法・精神薄弱者福祉法が公布された。 この年 スモン病が初めて報告された。
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究期間が 1 年 2カ月を超える湯合は休職に
1961 年（昭和 36 年） された。

旧制京都府立医科大学研究科廃止 学長・局長には18/100, 院長・学生部長・

図柑館長・薬局長・課長には12/100の管理
2月 医師会・歯科医師会が医療費値上げ問題 職手当が支給されることになった。

で厚生省と対立して全国一斉休診を行な 8月 日本先天異常学会が設立された。
った。 9月 衛生学教室が衛生学・公衆衛生学教室， 皮

3月 6 年制医科大学の第1回卒業生(85名）が出 附．泌尿器科学教室が皮内科学・泌尿器科

た。 学教室と改称された。

旧制京都府立医科大学の研究科が廃止され， 麻酢部が診療科に加えられて， 再び麻酔科

旧制大学は全部廃止された。 と改称された。

3月 全日赤54組合6,000人が無期限ストに突 学内公報が京都府立医科大学学報と改称さ

入し， 2カ月間のストを行なった。 れた。

ノートルダム女子大学が設立された。（京 10月 第13回西日本医科学生綜合体育大会（京都

都） 市）で24校中4 位であった。

4月 診療棟改築第2期工事（病院課， 薬局， 内 11月 伏見分院の病舎が救急用の10床を残して閉

科・小児科， 病室， 地下1階地上5階建， 鎖された。

建坪270坪， 延坪1,411坪， 総工股13,500万

円）が竣工した。 1962 年（昭和 37 年）
卒後教育に関するdP項を坂り扱うために，

大学院教務委員(1 名）が設けられた。 2月 診療棟改築第3期工事が起工された（松村

教授（小児科学）中村恒男が大学院教務委員 組）。
を命ぜられた。 2月 国立がんセソク ー が開設された。
27日に最後の旧制学位授 与式が行なわれ， 東京都の人口が1,000万人を突破した。

161人に学位記(3月28日付）が授 与された。 3月 学長兼教授（眼科学）弓削経ーが学長を辞任
なお旧制学位受領者の総数は 2,000人であ し， 教授（耳凡咽喉科学）中村文雄が学長に
った。 任命ざれた。

4月 国民皆保険・醍出制国民年金が発足した。 教授（衛生学・公衆衛生学）額田榮が学生部
府立植物園が進駐軍から返遠されて15年 長を辞任した。
ぶりで再開された。（京都） 3月 京都府の財政再建が完了した。（京都）

5月 教授（数学）久保忠雄が神戸大学教授 に転出 4月 教授（医動物学）長花操が学生部長に補せら

のため退職した。 れた。

新制度の学位規程が制定された。 教授（皮府科学・泌尿器科学）岩下健三が院

6月 助教授佐野盟（本学昭和25年卒業） が教授 長を辞任し， 学長中村文雄が院長事務取扱

（第一解剖学）に任ぜられた。 を兼務した。

臨床購堂の第6 •第7購堂が第4.第3購 4月 知事蛸川虎三が第5代公選知事として四

堂と改称された。 選され， 第37代の京都府知事に就任した。

7月 光村英子（本学昭和31年卒業， 大学院の第 （京都）

1回入学生， 第一病理学専攻） が新制第1 5月 大学院教務委員が研究科主任と改称された。

号の学位記を受領した。 6月 教授（小児科学）兼大学院教務委員中村恒男

7 月 府立与謝の海療養所が府立与謝の海病院 が初代の研究科主任を命ぜられた。

と改称された。（京都） 諧師（非常勤）が非常勤講師（学内）と改称さ

市電北野線が廃止された。（京都） れた。

8月 京都大学助教授桑垣換（京都帝大昭和17年 7月 教授（小児科学）中村恒男が院長に補せられ，

卒業）が教授（数学）に任ぜられた。 研究科主任を辞任した。

教員学外研究取扱内規が制定され， 学外研 9月 教授（放射線医学）金田弘が研究科主任を命
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ぜられた。 3 月 昭和医科大学が昭和大学医学部となった。

病院長選考規程が新たに制定された。 4 月 附属沼護婦学院が附属看護学院と改称され

10月 第 14回西日本医科学生綜合体百大会（熊本 た。

市）で24校中 8 位であった。 屠護学院学則が新たに制定された。

11月 教授（第一病理学）荒木正哉が巡回診療班長 京都府土木建築部監理課長三島直介が事務

としての功紹により第 6 回京都新聞文化宜 局長に任ぜられた。

を受宜した。 教授（第二生理学）岩瀬著彦が学生部長に補

11月 日本ME学会が設立された。 せられた。

国立京都国際会館の新築工事が起工され 4 月 岐阜県立医科大学が岐阜大学医学部， 神

た。（京都） 戸医科大学が神戸大学医学部， 山口県立

12月 教授（第一病理学）荒木正哉が日本学術会議 医科大学が山口大学医学部となった。

第 6 期会員に再選された。 5 月 泌尿器科学教室が皮岡科学・泌尿器科学教

名誉教授藤原謙造 (77歳）が死去した。 室から独立した。

石護婦宿舎改築工事が起工された（松村組）。 助教授 小田完五（本学昭和12年卒業）が教授

（泌尿器科学）に任ぜられて泌尿器科学の初
1963年（昭和38年） 代の教授 となり， 泌尿器科学教室の創設者

となった。
4 月 名誉教授島田吉三郎 (86歳）が死去した。 6 月 新潟地震 (7.7 マグニチュ ー ド）がおこっ

4 月 第16回日本医学会総会が大阪で開催され た。
た。 7 月 教授（小児科学）中村恒男が院長を辞任し，
日本病院管理学会が設立された。 教授（第二内科学）丸本晋が院長に補せられ

5 月 客員諧師委嘱取扱内規が新たに制定された。 た。
5 月 市立体育館が開設された。（京都） 7 月 母子福祉法が公布された。
6 月 阪急京都線の四条大宮・河原町間の地下 日本リハビリテーション医学会が設立さ

鉄が開通した。（京都） れた。

7 月 老人福祉法が公布された。 8 月 附属病院にアイバンクが開設された。
8 月 教授（生化学）能勢善嗣が図柑館長を辞任し， 第16回西日本医科学生綜合体育大会（大阪

教授（微生物学）鈴木成美が図柑館長に補せ 市）で24校中 9 位であった。
られた。

10月 東海道新幹線が完成し， 超特急の運転が
9 月 診療棟改築第 3 期工事（病院玄関ホ ー ル，

開始された。
病院課， 救急処置室， 皮虞科・耳鼻咽喉科

第 18回オリンピック東京大会が開催され，
・眼科・神経精神科・病室， 地下 1 階地上

94 カ国の5,541人が参加した。
5 階建， 建坪314坪， 延坪1,812坪， 総工費

ラジオ京都が近畿放送と改称された。（京
25,830万円）が竣工した。

都）
10月 第 15回西日本医科学生綜合体育大会（金沢

市） で24校中 3 位で， これまでの最高の成
11月 教授（放射線医学）金田弘が研究科主任を辞

紹をおさめた。
任し， 教授（衛生学・公衆衛生学）額田榮が

11月 府立総合資料館が開設された。（京都）
研究科主任を命ぜられた。

12月 助教授（第二生理学）舟木広が教授 に井進し
12月 日本人間工学会が設立された。

て退職した。
1965年（昭和40年）

1964年（昭和39年）
1 月 京都産業大学が設立された。（京都）

3 月 神経精神科が神経科と改称された。 3 月 学長兼教授（耳鼻咽喉科学）中村文雄が学長

事務局長：：：輪光之丞が退職した。 に再選ざれた。

教授（医動物学）長花操が学生部長を辞任し 教授（第一病理学）荒木正哉が停年退職し，

た。 名脊教授 に推四ざれた ( 4 月）。
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助教授（外科学）木口直二が教授に昇進して 外科学）・小谷庄四郎（精神医学） が停年退
退戦した。 職し， 名楷教授に推鷹された(4月）。
助教授（第二解剖学）藤田尚男が広島大学教 3月 冑年医師連合（青医迎）が結成され， 36大
授に転出のため退職した。 学から 2,400 名が参加し， インク ー ン制

4月 入学定員が100名に 改められた。 度反対・医師国家試験拒否・医局制度打
助教授（小児科学）建田恭ーが教授に昇進し 破を決議した。

て退戦した。 4月 教授（第一病理学）三宅消雄が図舌館長に補

4月 近畿保健婦専門学校が府立保健婦専門学 せられた。

校と改称ざれた。（京都） 4月 知事蛸川虎三が第 6 代公選知事として五

6月 臨床検査部購師三宅清雄 （本学昭和10 年卒 選され， 第38代の京都府知事に就任した。

業）が教授（第一病理学）に任ぜられた。 （京都）

7月 麻酔学教室が新設された。 5月 国立京都国際会館が竣工した。（京都）

助教授（麻酔科）青地脩（本学昭和28年卒業） 7月 教授（第二内科学）丸本晋が院長を辞任し，
が麻酔学を担当し， 麻酔学教室の創設者と 教授（放射線医学）金田弘が院長に補せられ

なった。 た。
7月 日本医学協会が設立された。 新制度での論文提出による学位受領者が

8月 病院の北側に看護婦宿舎（地下1階地上 4 100 人に達した。

階建， 建坪 295 坪， 延坪1,386坪， 収容人 8月 助教授（麻酔学）胄地脩が名古屋市立大学教
員305人， 総工費15 ,423万円）が竣工した。 授に転出のため退職した。
この工事は 3期に分けて行なわれ， 第 1 期 9月 大阪大学助教授宮崎正夫（阪大昭和29年卒
工事は昭和38年7月に， 第 2期工事は昭和 業）が教授 （麻酔学） に任ぜられ， 麻酔学の

3 9年8月に終っている。 初代の教授となった。
8月 母子保健法が公布された。 10月 助教授菅沼惇（本学昭和1 4年卒業） が教授

10月 第1 7回西日本医科学生綜合体育大会 （山口 （微生物学）に任ぜられた。
市）で24校中1 6位であった。 第1 8回西日本医科学生綜合体育大会 （京都

10月 第10 回国勢調査で10月 1日現在の京都府 市）で24校中1 4位であった。

の人口は 2,10 2,80 8 人。京都市の人口は 11月 北海道大学助教授飯塚礼二 （北大昭和26年

1,365 ,00 7人であった。（京都） 卒業）が教授（精神医学）に任ぜられた。
1 1月 中央市民病院の 改築工事が竣工し， 京都 名誉教授川井銀之助(72歳）が死去した。

市立病院と改称された。（京都） 教授（衛生学・公衆衛生学）額田祭が研究科

朝永振一郎博士がノ ー ベル物理学箕を受 主任を辞任し， 教授（法医学）小片重男が研
買した。日本人で 2人目のノ ー ベル宜受 究科主任を命ぜられた。

買者であった。 京都府立医科大学学報の発行が今月限りで

中止された。

1966年（昭和41年） 12月 精神科病棟新築工事が起工された（松村組）。

刃護学院宿舎改築工事が起工された （横田
1 月 東京大学医学部で学生が無給医局員制度 建設）。

に反対して授業・卒業試験を放棄した。

2月 府立勤労会館が開設ざれた。（京都） 1967年（昭和42年）
3月 基礎医学東学舎屋上に中央実験動物舎（エ

毀1 ,800万円）が新設された。 1 月 沼護婦不足のため， 21 病棟中 7 病棟が閉鎖

基礎医学南学舎改築工事が起工された （松 され， 病床数（分院を除く）は71 8床から543

村組）。 床に縮小された。

教授（第二生理学）岩瀕善彦が学生部長に再 京都府立医科大学学術研究会が京都府立医

選された。 科大学医学会と改称された。

教授鈴木成美（微生物学） •河村謙二 （第二 京都府立医科大学雑誌の欧文名が第76巻第
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1 号からJournal of Kyoto Prefectural 習室と名付けられた。
University of Medicineと改められた。 創立百周年記念事業委員会が発足した。

3月 学生自治会が病棟閉鎖に抗議して9日間の 9月 府立与謝の海病院に府立与謝の海血液セ

授業放棄・試験拒否を行なった。 ンターが附設された。（京都）

学長兼教授（耳鼻咽喉科学）中村文雄が学長 12月 非常勤購師（学内）が購師（学内）と改称され

を辞任し， 教授（第一生理学）吉村寿人が学 た。

長に任命された。
1968 年（昭和 43 年）

教授峯勝（第一外科学）•田中秋三（第二病

理学） が停年退職し， 名誉教授に推肌され
1 月 助教授永田久紀（本学昭和22年卒業）が教授

た(4月）。
（衛生学・公衆衛生学）に任ぜられた。

教授（衛生学・公衆衛生学）額田祭が東邦大
教授（眼科学）弓削経ーが京都市立病院長に

学教授に転出のため退職した。
転出のため61歳で 停年退職し， 名誉教授に

粕神科病棟(2階建 ， 建坪319坪， 延坪690
推四された(2月）。

坪， 総工費8,52 3万円， 118床）が竣工した。
1月 東京大学医学部の学生自治会が1『年医師

3月 胄年医師連合 (3 6大学， 2,400人参加） が
連合の承認を要求して無期限ストライキ

イソタ ー ソ制度に反対して医師国家試験
に突入し， これが東大紛争の発端になっ

をボイコットした。 た。
4月 第17回日本医学会総会が名古屋で開催さ 2 月 専門課程の学生(4回生を除く）が登録医制

れた。 度新設のための医師法改正に対する教授会
6月 購師藤田哲也（本学昭和 30年卒業） が教授 の應度と卒後研修要望書に対する教授会の

（第二病理学）に任ぜられた。 回答を不満として8日から無期限ストライ
府護係長が君護婦長と改称された。 キに入った。 4 回 生も1カ月後にストライ

6月 京都大学で創立七十周年記念式典が挙行 キに参加した。
された。 3月 卒業試験を受験した7 人だけの卒業式が行

7月 学生自治会が登録医制度に反対して5 日間 なわれ， 卒業試験を拒否した6回生の大部
のストライキを行なった。 分 は留年した。
基廃医学南学舎（第一生理学教室•第二生 看護婦宿舎と同じ場所に看護学院宿舎（地
理学教室•生化学教室・微生物学教室・薬 下1階地上5階建 ， 建坪1 34坪， 延坪702坪，
理学教室・衛生学・公衆衛生学教室・中央 収容人員 180人， 総工喪7,792万円）が竣工
研究室・購義室2室・実習室2室・学生課 した。
・体育室・学生部室・磨工室•その他， 地 教授（皮附科学）岩下健三が停年退職し， 名
下1階地上4階建， 建坪315坪， 延坪1, 61 6 誉教授に推煎された(4月）。
坪， 総t夜24,470万円）が竣工した。 教授（第二生理学）岩瀬善彦が学生部長を辞
基従医学東学舎は一号館（通称基礎一号館）， 任した。
基礎医学南学舎は二号館（通称基礎二号館） 3月 受験有賓格者の60％が医師国家試験を拒
と呼ばれた。 否した。
2回生谷内連が北アルプス笠ケ岳穴毛谷四 4 月 教授（第一解剖学）佐野既が学生部長に補せ
ノ沢で山岳部の訓練中転落死した。 られた。

8月 助手橋本勇（本学昭和2辟F卒業） が教授（第 東北大学助教授間品進（東北帝大昭和2 1年
二外科学）に任ぜられた。 卒業）が教授（第一外科学）に任ぜられた。

9月 花園分院が閉鎖された。 4月 京都府暫が京都大学医学部学生の登録医
第19回西日本医科学生綜合体育 大会 （鹿児 制度反対運動に関連して医学部を捜索し
島市）で24校中14位であった。 た。（京都）
一号館の2階• 3階• 4階の実習室 はそれ 5月 専門課程の学生が4日にストライキを中止
ぞれ第1 •第2.第 3 実習室， 二号館の1 した。

階・2階の実習室 はそれぞれ第4 •第5 実 5月 医師法が改正されて， 医師実地修錬制度
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が廃止され， 卒業と同時に医師国家試験

が行なわれることになった。新た に臨床

研修制度(2 カ年）が発足した。

富山県神通川流城で第2 次世界大戦前か

ら発生して多数の死者 を出したイクイイ

クイ 病が三井金属工業神岡隈業所の排液

中のカドミウムによる中磁として公害病

に認定された。

6 月 助教授谷道之（本学昭和 20年卒業）が教授

（眼科学）に任ぜられた。

6 月 小笠原が日本に復帰した。

京都府開庁百年記念式典が京都会館で挙

行された。（京都）

東京大学で全共闘系学生が安田購堂を占

拠し， 苔察機動隊によって排除されたが，

これに抗議して各学部が無期限ストライ
キに突入した。 7月に安田購堂は全共闘

によって再封鋲された。

7月 助教授外松茂太郎（本学昭和 21年卒業）が教

授（皮府科学）に任ぜられた。

教授（放射線医学）金田弘が院長を辞任し，

教授（第三内科学）堺田正典が院長に補せら

れた。

新制度 での諭文提出による学位受領者が

200人に達した。

7月 郵便番号 制度が発足した。

8月 卒業式が行なわれ， 67名が卒業した。

第20回西日本医科学生綜合体育大会 （ 名古

屋市）で24校中15位であった。

8月 札幌医科大学の和田寿郎教授によって 8
日に宮綺信夫君 (18歳）に水難事故死後約

4時間の山口義政君 (20歳）の心臓が移植

されたが， 10月29日に死亡した。これは

世界で30例目， わが国で最初の心臓 移柏

手術であった。
9 月 熊本県水俣湾周辺で昭和 28年から35年に

かけて発生した 第1 水俣病 （中枢神経を

侵し， 言語・精神・歩行等の節害をおこ

すもの）が新日本窒素肥料水俣工場の排

液中の水銀による中毒として公害病 に認

定された。また 新潟県阿費野川下流域で

昭和39年から40年にかけて発生した 第2

水俣病が昭和電工鹿瀬工局の排液中の水

銀による中毒として公笞病 に闘定された。
10月 本学の元西楷で府立文化芸術会館新築工

市が起工された。（京都）

11月 教授（法医学）小片重男が研究科主任を辞任

し， 教授（生化学）能勢善嗣が研究科主任を
命 ぜられた。

12月 教授（耳昴咽喉科学）中村文雄が日本学術会
議第8期会貝に当選した。

12月 川端康成氏がノ ー ベル文学牧を受＇政した。

わが国で3人目のノ ー ベル代受宜者であ
った。

1969年（昭和44年）

2 月 臨床医学学舎建築計画の撤回と教授会 との

大衆団交を要求して， 分校学生自治会が3

日から， 専門陳程学生自治会が10日から無

期限ストライキに入った。10日には教授会

の会議室へ百数十名 の学生が乱入し， 徹夜

の大衆団交を強行した。11日朝休憩に入っ

た とき教授会 側は団交会場を記念会館に変

更したが， 学生側はこれに応ぜず， 16日夜

まで全教授を記念会館内に監禁した。全共

闘（全学共闘会議）によって19日には本館の

2 • 3階が占拠され， 26日には本館・記念

会館が封鋲された。このため， その後の教
授会 は学外で行なわれた。

大学院修了の学位受領者が100人に達した。

2 月 化岡市に私立京都学図大学が設立された。
（京都）

3月 入学試験は試験褐である立命館大学 （河原

町広小路）が紛争中で使用できず， 試験褐

を近畿予備校に変更して実施された。

全共闘によって10日には 2 号館内の学生課

が封鎖 され， 21日には全学封鎖が企図され

たが， 菩察機動隊によって阻止された。22

日には警察機動隊によって学内捜査が行な

われた。28日には大学正門が全共闘によっ

てバリケ ー ド封鋲され， 全共闘は病 院玄関

で学長に大衆団交を要求して坐り込んだが，

晋察機動隊によって排除された。

22日から大学は臨時休業に入って教育業務

は停止されたが， 研究業務は続けられた。

なお， 附属病 院の診療業務は従来通り行な
われた。

教授（第一病理学）三宅清雄が図困館長に留
任した。

大学院医学研究科の経集は中止された。

新入学生には自宅待機が通告された。

教授（生物学）小野喜三郎が停年退職した。
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4 月 全共闘によって21日に臨床研究棟が封釦さ 内で行なわれるようになった。

れた。 購師高本森（京大昭和24年卒業） が教授（生

5 月 19 • 20号病舎へ移転していた事務局の封鎖 物学）に任ぜられた。

が 9 日に全共闘によって企図されたが， 事 元購師小林晴治郎 (85歳）が死去した。

務職員によって排除された。 11月 医師法改正に基づいて研修医制度が設けら

6 月 全共闘によって18日に図書館が一時封鎖さ れ， 研修医規程が制定された。 研修期間は

れたが， すぐに大学職員によって解除され 2 年であった。

た。 長野県北安位郡小谷村千国（白馬山龍栂池

教授（第三内科学）増田正典が院長を辞任し， 高原）に本学の 「山の家」（木造 2 階建， 延

教授（産婦人科学）徳田源市が院長代行に補 坪25坪， 総工費370万円）が建設された。

せられた。 12月 臨床医学教室では副手が廃止されて修練医

7 月 学長兼教授（第一生理学）吉村寿人が学長を に切り換えられた。

辞任し， 教授（第二内科学）丸本晋が学長代 3 月以来中断されていた学術集談会が再開

行に任命された。 された。

教授（産婦人科学）徳田源市が院長を辞任し 梨木神社境内東南部の土地 256.6 坪が本学

たが， 院長代行に再選された。 の百周年記念会館建設用地として京都府に

教授（第一解剖学）佐野盟が学生部長を辞任 よって5,950万円で買収された。

し， 教授（第二病理学）藤田哲也が学生部長 冬期休業期間が28日から 1 月4 日までに臨

代行に補せられた。 時短縮された。

教授（第一病理学）三宅清雄が図害館長を辞
1970年（昭和45年）任し， 教授（微生物学）菅沼悼が図害館長代

行に補せられた。
1 月 名脊教授角田隆 (94歳）が死去した。

教授（生化学）能勢善嗣が研究科主任を辞任

し， 教授（眼科学）谷道之が研究科主任代行
1 月 元西描に府立文化芸術会館が竣工した。

を命ぜられた。
（京都）

苔察機動隊によって30日に臨床研究棟の封
2 月 研修員規程が新たに制定された。

鎖が解除された。
修練医規程が制定された。

助教授吉田忠勝（京都帝大昭和20年卒業）が
8 月 5 日に事務局が本館に， 学生課が 2 号館に

教授（人文科学）に任ぜられた。
戻り， 13日に臨床医学教室が臨床研究棟に

助教授鯖田翌之（京大昭和27年卒業）が教授
戻った。

（社会科学）に任ぜられた。
6 日に病院玄関で全共闘と.'.jf務職員団との

3 月 大学院医学研究科の基礎系の経集が再開さ
間に衝突がおこり， 事務職員側に十数名の

れた。
負傷者が出たが， 全共闘は野察機動隊によ

臨床医学学舎改築上事が起I；された（＝．．井
って排除された。

建設）。
今回の大学紛争の発端となった臨床医学学

京都府立医科大学学報が 3 年4 カ月ぶりで
舎建築計画の最終案が暫定建築委員会にお

復刊された。
いてまとめられた。

春季休業期間中にも授業・卒業試験が行な
第21回西日本医科学生綜合体育大会 （和歌 われた。
山市） には大学紛争のため参加しなかった。 正規の卒業生とともに留年生56名も卒業し

9 月 1 日から授業が再開され， また 1 日には留 た。

年生の卒業試験が行なわれて37名が受験し 教授中村文雄（耳鼻咽喉科学） •吉村寿人
た。 全共闘は受験生の追求集会を企図した （第一生理学） •原俊彦（ドイツ語） •金田弘
が， 警察機動隊によって排除された。 （放射線医学） •長花操（医動物学）が停年退
留年生のうち37名が卒業した。 戦し， 名誉教授に推煎ざれた (4 月）。

9 月 スモソ病調査研究協議会が発足した。 教授（粕神医学）飯塚礼二が退戦した。
10月 2 月以来学外で行なわれていた教授会が学 助教授（第二内科学）塩津徳尭が教授に外進



666 年表 1970~1971 

して退職した。 第11回国勢調査で1 0月 1 日現在の京都府

助教授（第一解剖学）大塚長康が岡山大学教 の人口は 2,250,087人， 京都市の人口は

授に転出のため退職した。 1,41 9,165人であった。（京都）

3 月 万国博究会が大阪（吹田市）で開藉ざれ， 12月 新制度での論文提出による学位受領者が

9 月まで開催された。 300人に達した。

元花園分院跡に府立体育館の新築工事が 花園分院が廃止された。

起エされた。（京都）

相模原市の北里大学に医学部が設饂され 1971年（昭和46年）

た。

東京都三鷹市に杏林大学医学部， 倉敷市 1月 創立百周年記念事業寄付金襄集が開始ざれ

に川綺医科大学が設置された。 た。募金目標額は 1信円であった。

4月 購師（生化学）川崎尚が広島大学教授に転出
1 月 川崎市に東洋医科大学が設立された。

のため退戦した。
3月 購師岡田弘二（本学昭和30年卒業） が教授

3学期末試験が25日に終了した。
（産婦人科学）に任ぜられた。

4月 秋田大学に医学部が設置された。
教授（薬理学）小沢俊次が停年退職し， 名営

知事蛯川虎三が第 7代公選知事として六
教授に推鷹された(4月）。

選され， 第39代の京都府知事に就任した。
助教授（第三内科学）葛谷党元が教授に昇進

（京都）
して退職した。

大学院学生奨学金支給規則が制定された。
5月 新学期の授業が 4日から開始された。

3 月 東京都の帝京大学に医学部が設置された。
助教授吉田幸雄（本学昭和26 年卒業）が教授

4月 九州大学助教授村上尭ー（九大昭和27年卒
（医動物学）に任ぜられた。

業）が教授（放射線医学）に任ぜられた。
6月 大阪大学助教授亘弘（阪大昭和28 年卒業）が

神戸大学助教授山本尤（名大昭和30年卒業）
教授（第一生理学）に任ぜられた。

が教授（ドイツ語）に任ぜられた。
助教授水越治（本学昭和23年卒業） が教授

教授（第二外科学）橋本勇が与謝の海病院長
（耳昇咽喉科学）に任ぜられた。

を併任した。
学友会通信が青蓮会報（不定期）と改称され

4月 第18回日本医学会総会が東京で開催され
た。 た。

8 月 事務局長三島直介が京都府出納局長に転出 5月 東京都立松沢病院精神科医長加藤伸勝（本
し， 京都府立大学事務局長鞍岡香ーが事務 学昭和25年卒業）が教授 （精神医学） に任ぜ
局長に任ぜられた。 られた。
第22回西日本医科学生綜合体育大会 （岡山 名誉教授河村謙二(68歳）が死去した。
市）で24校中22位であった。 6月 大学に医療センター が付設され， 医療セン'

9月 教授（産婦人科学）兼院長代行徳田源市(56歳） タ ー 所長は院長が兼務した。医療センク ー

が死去し， 大学葬が行なわれた。 の助教授·講師・助手は府立の病院の院長
教授（眼科学）兼研究科主任代行谷道之が院 ・副院長・医長・技師を併任することにな
長代行に補せられ， 研究科主任代行を辞任 った。
した。 大学の広報紙として医大ニュ ー スが創刊さ
助教授（第一生理学）井上太郎が教授に昇進 れた。
して退職した。 7月 分 校改築工事が起工された（フジタ工業）。
留年生の残り7名が卒業した。 学長代行兼教授（第二内科学）丸本晋が学長

10月 教授（第一内科学）吉田秀雄が研究科主任代 代行を辞任し， 教授（小児科学）中村恒男が
行を命ぜられた。 学長に任命された。
京都府立医科大学同窓医学会が設立された。 教授（限科学）谷道之が院長代行を辞任した

1 0月 大阪大学医学部で大阪大学医学伝習百年 が， 再選され院長に補せられた。

記念式典が挙行された。 これは大学紛争 教授（第二病理学）藤田哲也が学生部長代行

で 1 年延期ざれていたものである。 を辞任し， 教授（医動物学）吉田幸雄が学生
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部長に補せられた。 研究科主任が研究部長と改称された。

教授（微生物学）菅沼惇が図困館長代行を辞 臨床検査部が正式の部として独立し， 部長

任し， 教授（第一外科学）間島進が図柑館長 は教授または助教授とされた。 助教授 （臨

に補せられた。 床検査部）仁木偉磋夫が新臨床検査部の初

教授（第一内科学）吉田秀雄が研究科主任代 代の部長に補せられた。

行を辞任し， 教授（皮府科学）外松茂太郎が 分校が花函学舎と改称された。

研究科主任を命ぜられた。 大学院修了の学 位受領者が 2 00人に達した。

名昔教授望月成人(80歳）が死去した。 8月 花園学舎（進学課程， 地下 1階地上5階建，

7月 環境庁が設置された。 建 坪 213坪， 延坪 1,239坪， 総工毀29,100万

日本医師会が政府の医療行政に抗議して 円）が竣工した。

1日に保険医総辞 退（全会員の85％に相 第 24回西日本医科学生綜合体育大会（長崎

当する72,000名）を行なった(8月 1日に 市）で25校中16位であった。

解除）。 9月 梨木神社撹内の府買収地 256.6 坪が百周年

8月 ニュ ー ヨーク州立大学教授栗山欣弥（本学 記念会館建設用地として京都府から行蓮会

昭和32 年卒業）が教授（薬理学）に任ぜられた。 に貸与された。

第 23回西日本医科学生綜合体育大会（京都 11月 創立 100周年記念式典が 3日に盛大に挙行
プロック）で25校中21位であった。 された。

9月 助教授（薬理学）長谷川栄ーが教授に井進し 12月 創立 100周年記念事業の醸金額は13,000万

て 退戦した。 円に達したが， 最大の 記念事業である百周
10月 臨床医学学舎 （臨床 15教室 ・ 泌尿器科 ・ 歯 年記念会館の建設は， 梨木神社の買収土地

科 ・ 事務局・売店・食堂·喫茶室 ・ クリ ー 使用問題が難航して， その着工はかなり遅

ニング店・郵便局・その他， 地下1階地上 れる見通しとなった。

6階建， 建 坪432 坪， 延坪 2,780坪， 他に電

気室 ・ 渡廊下を含め総工費71,300万円） が 文 献
竣工した。

10月 元花園分院跡に府立体育 館が竣工した。
1) 京都府医学校校友会雑誌 第 1～第 2 6号（明

（京都） 治30年 1月～34年10月）

11月 私立兵庫医科大学（西宮市）・私立 名古屋
2 ) 京都府立医学校校友会雑誌 第 27～第31 号

保健衛生大学医学部（愛知県豊明町）が設 （明治35年 2 月～36年7月）

立された。 3) 京都府立医学専門学校校友会雑誌 第32~

12月 教授（第三内科学）増田正典が日本学術会議 第90号（明治36年10月～大正 10年5月）

第 9期会員に当選した。 4) 京都府立医科大学校友会雑誌 第91号（大正

12月 私立愛知医科大学（愛知県久手町）が設立 11年4月）

された。 5) 京都府立医科大学学友会雑誌 第 92～第 93

号（大正11年10月～12 年4月）

1972年（昭和47年） 6) 京都府立医科大学 雑誌（学友会発行） 第94

～第103号（大正12 年9月～15年12月）

1月 私立福岡大学に医学部が設置ざれた。 7) 京都府立医学巧門学校沿革略史（明治41年11

2 月 私立自治医科大学・私立埼玉医科大学が 月）
設立された。 8) 京都府立医学専門学校一覧（明治36年8月～

3月 教授（第二内科学）丸本晋が停年退職し， 名 大正 10年9月， 不定期）
誉教授に推應された(4月）。 9) 京都府立医科大学一究（大正14年3月～昭和

4月 三重県立大学医学部が三直大学医学部と 14年5月， 不定期）
なった。 10) 京都府立医科大学八十年史（昭和30年8月）

5月 沖縄が日本に復帰し， 沖縄県となった。 11) 京都府立医科大学要覧（昭和36年7月）
6月 進学部長が設けられ， 教授（物理学）藤喜好 12 ) 京都府統計史料集ー百年の統計ー（昭和 44年

文が初代の進学部長に補せられた。 3月， 45年3月， 46年3月）
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13) 京都府百年の年表（昭和45年 3 月， 46年 3 月）

14) 日本科学技術史大系 24医学ー1, 25医学ー2

（第一法規出版， 昭和45年11月， 12月）

15) 長崎医学百年史（昭和36年 3 月）

16) 東京大学医学部百年史（思文閣， 昭和42年12

月）

17) 大阪大学医学伝習百年史年表 （昭和 45 年10

月）

18) 全国大学一覧（昭和47年 7 月）

19) 中野操， 日本医事大年表（思文閣， 昭和47年

12月）

20) 明治百年年表（朝日年鑑1967年版別刷， 百科

使覧昭和42年 2 月）

21) 日本の100年（読売年鑑別刷， 昭和43年 4 月）

（箕任者 山田悼）


